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一話　デートだ旅館だ温泉だ？





　ゴールデンウィークがやってきた！

　薫風吹きゆく五月の晴れた日に、新あら木き陣じんは東海道新幹線のぞみ号に乗り、一路西へと向かっていた。

　陣は考古学者を両親に持つ、考古学マニアの高校一年生。頭の良さそうなキリッとした顔立ちで、黙っているとなかなか良い顔なのだが、というか、黙っているにもほどがあるほどの無愛想人間である。恋人は楔くさび形がた文字だ。

　自由席に座っていた陣は、東京駅で買った駅弁、あさりの炊き込みごはんの上に穴子の蒲かば焼やきを載せた「深ふか川がわめし」をテーブルの上に広げ、パチンと割りばしを割る。窓辺には、ペットボトル入りの緑茶が揺れる。新幹線のテーブルの上には飲み物を置くためのへこみがあるが、

（やっぱりお茶といえば、窓辺に置くのが何となく、旅情だな。ああ、久しぶりに、ゆっくりするなぁ……）

　クラスメイトにして新米ランプの魔神である座ざ堂どうシエラは、毎日のように陣じんに「呼びだせ、呼びだせ」と電話をかけてきていた。

　ランプの魔神の家系である彼女が今までのお金持ちセレブ生活を続けるためには、魔神レベルを上げる必要があるわけで、しかし口ばっかりで役立たず、ぶきっちょなくせに他人の意見を聞く気はまったく無く、破壊力も魔神なみ……という彼女を呼びだすたびに、陣の部屋では何かしら壊れるし、最近では陣の心もちょっぴり壊れ気味である。そんな矢先のゴールデンウィーク。

（座堂のことだ。どうせ海外旅行でも楽しむだろうから、俺おれに呼びだされている場合じゃないだろう。久々にあいつから解放された、貴重な時間を満喫しよう……）

　座堂シエラは才色兼備、性格は良く家はお金持ち、非の打ち所のない天下無敵のお嬢様である。クラスで憧あこがれていない男子はおらず、生徒会長の近衛このえ右う京きようですら女嫌いと言いながらシエラに陰ながら憧れている。

　しかし陣だけは、誰だれもが憧れるそのシエラが、猫っかぶりのワガママ娘だということを知っているわけだ。なぜならシエラは、自分を召喚する力をもつ陣の前でだけは、猫をすっぱりきっぱり脱ぎ捨てるからである。

（ホッとすると、何だか腹が減ってきたな）

　陣は、深ふか川がわめしをかきこむ。磯いそのうまみが広がるあさり飯と、甘あま辛からくふっくらと焼き上げられた穴子のコンビネーションが絶品だ。

　食べ終わって、お茶を一口飲んだあと、足元に置いているリュックサックから、こんどは「江戸の黒いなり」を取りだす。かりんとうのような色のいなり寿ず司しは、油揚げを黒砂糖入りのつゆで煮こんだもので、ややくどい甘さがクセになる味である。

　食べ終わって、お茶をもう一口飲んだあと、陣はリュックサックから幕の内弁当「日に本ほん橋ばし」を取り出す。ごはんとおかずの二段重ね、さらにごはんは白ごはんとあさり飯の二種類が入っているという、ボリューム抜群の弁当だ。

「さて、弁当でも食うか」

　陣は嬉き々きとして、割りばしをパキンと割った。

「……その言葉を出すタイミングが、駅弁二個分ほど遅すぎはしないかしら？」

　低い声が背後から聞こえた。聞き覚えのある声である。陣は、ギョッとして振りかえった。

　そこにいたのは、白い帽子をかぶったリゾートファッションのシエラだった。肌はすきとおるほど白く、きゃしゃな体型に優美なラインの白いワンピースがとても上品だ。まばたきのたびに、ふさふさと音が聞こえそうなほど長いまつげと、サラサラと腰をなでる長い髪に、車内の人々が誰しも振りかえる。

「綺き麗れいな娘こだな……芸能人？」

　ひそひそ声でそう話してはいるが、誰だれも声をかけようとはしない。シエラの全身から放出される上品なセレブオーラの前に、遠慮してしまっているのだ。

「どうやら、自分で思っている以上にトラウマが悪化していたようだな。幻覚が見える……どうせ幻覚なら、もう少しましなものを見たいものだが」

　ゴールデンウィークが来て、やっとシエラから解放されると思ったのに……天国から地獄に突き落とされた気分で、陣じんはむしろ半泣きになりたい心持ちだった。

「幻覚ではなくてよ」

「ああ、幻聴まで」

「視覚でも聴覚でも信じられないのなら、痛覚という選択肢はどうかしら？」

「おまえな。バファ○ンでも、半分は優しさからできてるんだぞ」

　陣は、今にも陣にデコピンをかまそうとしているシエラの腕をつかみ、必死に制止する。

「あなたに優しさと、あと紳士的な態度のかけらでもあったら、レディに席をゆずろうとは思わないの？」

「飯食ってる人間に、非情なこと言うなよ」

「窓ぎわのほうが空いているじゃない。詰めなさいよ」

　と、シエラは座席の間の手すりを上げ、陣を弁当箱ごと窓ぎわのほうへ押しのけながら、隣の席に座ってくる。















　彼女が動くと、ふわっ、と空気が揺れる。学校にいるときとは違って、少しおしゃれをしているので、コロンか何かつけているようだ。

　白い大きな帽子をぬぐと、耳元にカットグラスのイヤリングが光った。彼女のすきとおるような肌の白さを強調していて、陣じんは思わず息をのんでしまう。シエラは口をきくと生意気だし、態度は傲ごう慢まんだし、いきなり人にデコピンをかまそうとするほど破壊的ではあるが、見てくれだけは本当に、ガラス細工の人形のように綺き麗れいな少女なのだ。

「幕の内弁当の前に食べていたお弁当は、お弁当ではないわけ？」

「あれは突き出しと前菜オードブルだ。それより、なんでおまえがここにいるんだよ」

「乗る号車を間違えて、グリーン車に移動する途中で通りかかったのよ」

「もうちょっとマクロな答えを期待できるかな」

「わが座ざ堂どう家では、長期休暇のときは使用人たちの仕事を増やさないよう、旅行をかねてホテル住まいをすることになっているのよ。そうすることで、使用人たちも息抜きができるというわけ」

「けっこう、使用人に気をつかってんだな」

「それがセレブたる者の心がけよ」

「でも、ふだんメイドとかに身の回りのことを何でもやってもらってんだろ？　それが一人旅をしようだなんて、けっこう偉いな」

「あら、一人旅じゃなくてよ。お母様のいるパリで過ごすの。お父様は先に行って、わたしは学校があるから、後からね。今はお金を大事にしなくちゃいけないから、自家用飛行機じゃなく、公共交通機関で動くしかなくて、面倒なんだけど……それもこれも、あなたがどんどんわたしを呼びだして、早くわたしが一人前の魔神になれるようレベル上げに協力してくれていれば、解決した問題なのよね。ランプ持ってる？」

　シエラは、陣のリュックを勝手にあさりはじめた。分厚い本や、虫眼鏡・金づちといった発掘用具の下から、壊れ物用のウレタンバッグに入った魔法のランプが出てくる。

「おまえ、勝手に人の荷物あさるなよな」

「ちゃんとランプを肌身離さず持ち運んでいるようで安心したわ、いちおう言うことを聞いたのね。あなたもやっと、わたしの命令が理解できるようになってきたようね」

「どうも歳としのせいか、俺おれは最近、記憶力が悪くなったようだ。どっちがランプの魔神で、どっちがご主人様だったかな？」

「魔『神』と主『人』なら、『神』がつくぶん、わたしのほうが格上よ」

「斬ざん新しんな解釈だな」

　ところで、魔神・シエラを呼びだすための魔法のランプ……できれば、できうるならば、シエラを呼びだすのは金輪際お断りしたい、と思っているはずの陣が、旅先にまでそれを持ち運んでいるのには、理由があった。

　陣じんが全然自分を呼びださないことにしびれをきらしたシエラが、いつものように「もっとこまめに呼びだしなさいよね」と催促したときに、彼女を呼びだすたびに何がしか破壊されたりして迷惑をこうむっている陣が「そうは言っても、メイド服姿を見られたくないと言うんだから、呼びだせる場所はかぎられている。学校では呼びだせないし、寮でもルームメイトの夕ゆう也やがいると呼びだせないし」と言いわけしたところ、「それならいつもランプを持っておいて、人がいなくなったすきに随時呼びだしなさいよねっ」と、命令されてしまったのだ。

「ま、でもせっかくだけど、ゴールデンウィークのあいだは呼びださないでよね。わたしは花の都パリで、ヴァケーションを楽しむのだから」

「勝手なご意見どうも。あと、さっきから疑問なんだが、どうやってパリに行くんだ？」

「見てわからない？　東海道新幹線のぞみで行くのよ」

「行けるものなら行ってみろ」

「あら。ひかりに乗らなくちゃだめだったかしら？」

「いや。日本に住んでいるかぎり、陸路で外国に行くのはちょっと難易度高めだぞ」

「庶民は何も知らないのね。ハワイにはのぞみで行けるんだから、同じ外国のパリだってのぞみで行けるはずよ」

「すまない。おまえの何が間違っているか、ツッコミようがなくて、まったく指摘ポイントがわからない」

「ハワイに行くには、まずのぞみで新しん大おお阪さかまで行くでしょ？　それから、スーパーはくとに乗りかえて、倉くら吉よしで降りるの」

「鳥取県の倉吉な。何となくわかってきたぞ」

「そこでバスに乗り換えて、橋はし津づ方面行きに十五分」

「それ何ていう羽合はわい温泉？」

「ハワイでしょ」

「思いっきり日本だ」

「でも、ハワイ海水浴場っていうビーチがあったわよ」

「『日本のハワイ』だからな。でもそれ、日本海だから」

「ヤシの並木道もあったわよ」

「それ、ソテツだから」

「アロハホールっていう劇場もあったわ。ハワイ風土記念館も！」

「風土記念館じゃなくて、風土記館な」

「ふどき？」

「橋はし津づに古墳があるから」

「風土記なの？　コテコテ日本なの？」

「まあ、前方後円墳だしな」

「ということは、パリに行くには広島ぐらいまで行かないとだめ？」

「まだよくわかっていないようだな」

「では、わたしのゴールデンウィークはどうなるのっ？」

　シエラは頭をかかえて、うなだれる。

　陣じんは、シエラのせいで中断された幕の内弁当を、ふたたび食べはじめる。黙々と食べている陣を、シエラは横目でチラッと見て、もう一度、問いかけるように言った。

「……わたしのゴールデンウィークはどうなるの？」

「俺おれに『ここでいっしょになったのも何かの縁だから、庶民が何とかしなさいよ、っていうか庶民が何とかすべき』って言わないだけ、他人への思いやりを覚えたな」

「ああ」

　ポン、とシエラは手を打った。

「というわけで、よろしくね」

「俺は今、墓穴を掘ったのか？」

「考えてみれば、庶民といっしょなら、随時呼びだしてもらってチョコチョコ願いをかなえてあげて、ゴールデンウィーク中に一気にレベルアップをはかるということもできるわけよね。何て良い考えなんでしょう！」

　シエラは嬉き々きとしている。陣はギョッとして、首をブルブルッと横に振った。

「勝手なこと言うなよ。いいか、俺はこれから伊い勢せに行くんだ。聖櫃アークを探しださなくちゃ、おまえだって困るんだろうが」

　と、陣はリュックに入れて持ってきた幾冊もの本をシエラに見せる。

　古代イスラエルの王ソロモンが残した秘宝を、陣は探していた。陣の両親はそれが中近東のどこかにあると目星をつけて探しに行き、しばらく連絡がつかない状態になっている。しかも発掘資金の足しにするため家を売ってしまったので、寮生活をする陣は、ゴールデンウィークとはいっても帰る家がないのだ。

　幼なじみの香か住すみ愛あい花かの家に厄介になる、という選択肢もあった。妹のように可愛かわいがってきた愛花はしきりに陣を誘ったが、陣はそれを断って、聖櫃アークを探しにきたのだ。

　ソロモンの秘宝とともに、ソロモン神殿におさめられていた聖櫃アークも行方不明になった、と伝説には記されている。聖櫃が壊れたとき、そこに封印されていた十じつ戒かいの妖よう魔ま、アークダイモンたちがこの世に現れた。

　彼らは人間の目に直接ふれることはないが（恐らくは、陣のような『封印者』に狩られることを恐れているため）、人間世界に悪徳をもたらす。彼らをふたたび封印するには、失われた聖櫃アークが必要なのである。

（もう二度と、あんな思いはしたくないしな……）

　元気そうなばら色の頬ほおをしているシエラを、陣じんはちらっと横目で見る。アークダイモンのせいでシエラが病気になったことがあった。青ざめて苦しそうな彼女を見ている間、陣のほうが心配で苦しかった。

（高慢ちきで、いばりんぼで、わがままで、鼻持ちならないやつだけど……それでもいちおうは、か弱い女の子だしな）

　しかし、シエラはそんな陣の気も知らず、陣のリュックの中から旅のガイドを取りだし、のん気な顔で読んでいる。

「伊い勢せって、温泉は出るの？」

「ああ。鉄を含んだ茶色い濁り湯とか、アルカリ泉とかの、天然温泉がいろいろあるはずだ」

「そうなの。九州や東北の温泉はよく聞くけど、近きん畿きの温泉ってあまり聞かないから」

「ほう。いいところに気がついたな」

　陣は、ちょっと感心したようにシエラの顔を見つめた。

「日本には、中国地方から九州にかけてと、北海道から中部、関東にかけての、二つの火山帯がある。四国と近畿地方にはそのどちらも存在しない。だから近畿は地震が少なく、それが古代から都が栄えた原因のひとつなんだ」

　シエラは、指折り数えながらキョトンとしている。陣は不思議そうに尋ねた。

「どうした？」

「庶民がわたしに、そんな長文をしゃべったの、初めてじゃないかしら？　普段は非常に無口で無愛想で寡黙なのに、いったん自分の趣味の範囲に話が及ぶと、それはそれは懇切丁寧に語りだすのは、マニアの習性ね」

「教えてもらって、その態度かよ」

「教えてもらってないわよ。だって、わたしは温泉の話を聞いてるのに、なに火山の話とかしてるわけ？　質問に答えられないからって、別の話でごまかすなんて、もしや前世は政治家？」

「辛しん辣らつな社会風刺ネタは、オヤジの専売特許だぞ」

「あら。あなたのお株を奪ってごめんなさい」

「火山のマグマが地下水を熱したものが温泉だから、火山の多いところは温泉も多い、伊勢のある三重県には活火山はひとつも無いから温泉も少なくなる。おわかり？」

「あからさまに無視したわね。それに、やっぱり論理が破は綻たんしてるわ。火山がひとつも無いなら、温泉はゼロじゃないの？」

「おまえは聞いてばっかだろ。まず自分で勉強してから人の揚げ足を取れよな」

「何よ、説明できないんでしょ」

「だからっ！　活火山が無いだけで、何万年も昔には噴火していた休火山もあるんだよ。それに、地面を深く掘るほど、土の中に含まれている放射性元素が崩壊するときの熱で、どんどん温度が上がっていくんだ。つまり地下何百メートルも穴を掘って、地熱に温められた地下水を掘り当てれば、どこでも温泉がわくんだよ。ちなみに、こうやって深く掘って出てきた温泉も、自然にわき出した温泉も、くくりは天然温泉になる。人工温泉ってのがあるが、それは水道水を沸かしたふつうの風ふ呂ろに、入浴剤として温泉成分を溶かした……」

「すう」

「おやすみ」

「何よ、その最初からあきらめてましたよ的な態度は？」

　シエラは唇を尖とがらせて、陣じんをにらむ。

「だって、聞く気無いだろ」

「深く掘れば温泉がわくってのは、わかったわよ。あと、伊い勢せには天然温泉がある、と。いえね、わたしちょうど、ハワイの温泉のことを思いだして……」

「だからそれは、羽合はわい温泉なわけだが」

「伊勢の温泉でもいいかなって思ったわけよ。お土産みやげに真珠でも買って帰ろうかしら」

「ついて来るのかよ！」

「失礼ね。誰だれが、あなたみたいな庶民についていったりするものですか」

　シエラは、ぷっと頬ほおを膨らませた。陣はホッとする。でも、微妙に心のどこかでほんのわずかだけ、がっかりもしているような気がしないでもないこともない。

「あ。ついて来ないのか」

「あなた『が』！　わたし『に』！　ついて来るのよ。わかったっ？」

　シエラは、陣の胸に人差し指を突きつけて、穴があくほどグリグリグリッと回転させた。陣は、ほんのわずかだけがっかりしたような気になったことを、猛烈に後悔した。



　名な古ご屋やで近鉄特急鳥と羽ば行きに乗り換え、二人は伊勢市駅から、タクシーでいきなり「天あま照てらす温おん泉せん旅りよ館かん」に乗りつけた。

「……っておい！　伊勢市駅つったら、伊勢神宮に行くに決まってんだろ！　聖櫃アークを探すって言っただろ！」

　陣は叫んだ。通された部屋の、あまりの広さ豪華さに少々面食らっていたせいもあって、ボルテージが必要以上に上がっていたようである。

　その部屋は、いかにも歴史の古そうな、広い旅館のはなれになっていた。はなれといっても、一万坪の庭の中にぽつんと建っている、床面積五十坪をこえる大きな平屋の建物である。

　庭は見事な和風庭園で、青々とした植木もよく整えられ、一匹百万円ぐらいしそうな錦にしき鯉ごいが惜しげもなく泳いでいる。一見さんお断りで、旅ガイドには載っていない、政治家か国こく賓ひん御ご用よう達たしの宿なのだとか。

「そんなの、明日明日。長旅で疲れたから、今日はゆっくり温泉に入って休むわ」

　シエラは、五十畳もある広い部屋に置かれた、屋や久く杉すぎの輪切りの座卓に置かれた茶菓子をつまみながら、のんびりとお茶を飲んでいる。茶菓子は、伊い勢せの名物、こしあんで餅もちを包んだ赤福餅である。

「やっぱり赤福にはほうじ茶が合うわね」

「それに、なんで俺おれがおまえと同じ部屋なんだよ！」

「ゴールデンウィークの飛びこみで、二部屋取れなんて常識無いわね。このはなれだって、チャンドラセカール大統領を追いだして取ってもらったのに」

「さりげなく国際問題が発生してるようだが、日本の外交は大丈夫なのか？」

「それに、わたし一人じゃ何もできないもの。あなたがいれば……」

　シエラは突然、陣じんの手をつかんだ。陣はドキッとする。

　カポーン、とししおどしの音が鳴った。ここははなれで、電話でフロントを呼ばないかぎり、誰だれもやってこない。誰の目もない。二人っきりである。

　和室なので、シエラは素足である。もしかしたら、はじめて見る素足かもしれない。スカートのすそからのぞくシエラの脚は、白くて細くて、爪つめはマニキュアも塗っていないのに、つやつやしたピンク色に染まり、桜貝を貼はりつけたかのようだ。

　どきどきどきどき。陣の心臓が、破裂しそうに飛び跳ねる。間近から見つめるシエラの目があまりにも大きくて澄んでいて、そして彼女を見下ろすと、ワンピースの胸元にわずかにのぞく下着の、繊細なレースがいやに気になる。長い髪は、凶悪なまでにサラサラだ。

　旅館の部屋で男子と女子が二人きり、である。シエラは陣の指をいじくっている。

（昼間だというのに、こいつは何をする気なのか……いや、夜なら何をしてもいいというわけではない。っていうか、夕方って昼か夜かどっちだ！）

　脳が噴火しそうになっている陣の手を、シエラはそっと自分のほうに引っぱる。陣は逃げたいような気持ちになった。だが、そのとき……「コツン」と、冷たい金属音がして、陣はハッと我にかえる。とたんに、ぼわんっ、と紫色の煙がシエラを包んだ。

「……あ！」

　陣は思わず声を出した。いつのまにか、指にソロモンの封印の印章を彫りこんだ指ゆび環わがはめられ、座布団ぶとんの上には魔法のランプが落ちている。シエラが先ほどから何やらいじくっていたのは、陣に指環をはめてランプをこすらせ、彼女を召喚させたのだ、とようやく陣は気づいた。

　紫色の煙を吹き散らし、シエラがくるくるっと回転する。主人に仕えるランプの魔神モードに変身したシエラは、主人に尽くすメイド服……ヘッドドレス、白手袋、エプロンドレス、ニーソックス、に身を包むのだ。もちろん、尽くしたことなど一度もないが。

「……旅館にメイド服ってのは、びっくりするぐらい違和感だな」

「ふふふ。魔神モードになれば、こちらのものよ」

　シエラはエプロンドレスのポケットから文庫本ほどの大きさの魔法書を取りだして高々と差しあげ、ちょっとひざを曲げたりして魔女っ子ポーズを取りつつ、呪じゆ文もんをとなえた。

「泥魔法トウイーン！」

　庭園からドサドサドサッと泥が飛んでくる。泥は、身長五十センチほどのゴーレムになる。小さいから、シエラが小コーレムと命名したものだ。

『ぷっきゅうー！』

　サイコロを積んだような形の、ディテールにとぼしく小学生の工作のようにしか見えないコーレムが五体、元気いっぱいに飛びだした。メイド服のシエラは座ざ椅い子すに座り、ひじかけにもたれながら、コーレムたちに命令する。

「コーレム一号、ずっと電車に乗っていて足がだるいのでもみなさい。二号は肩を叩たたいて。三号は赤福のおかわりを買っていらっしゃい。四号はうちわで扇いで」

「おい！　何いきなり命令してんだよ！」

　コーレムたちは、いっしょうけんめいシエラに尽くしはじめる。シエラは五番目のコーレムに視線を向け、陣じんのほうを指さした。

「五号は、庶民の願いを聞いてやりなさい」

「手抜きするな！　感謝ゲージを上げてほしかったら、自分で働けよ！」

「使用人がいなくても、この子たちさえいれば、今年のゴールデンウィークは不自由しなさそうだわ。オホホ」

「抜け目無いな……。さてはホテルじゃなくて旅館を選んだのは、コーレムの材料の泥がいくらでも手に入るからだな」

『うきゅー』

　コーレム五号が、陣を見あげて困ったように首をかしげる。シエラが言った。

「ほら。何か命令してやらないと、困ってるわよ」

「そ、そんなこと言われても……」

　陣は、まじめに考えこむ。駅弁をあれだけ食べたのだが、駅からタクシー乗り場まで歩いたせいで、またおなかがすいてきた。

「とりあえず、飯かな」

『ぷきゅ！』

　コーレム五号は、承知したと言うようにぴんっと腕を振りあげ、タタタッと走りだす。

　どこへ行くのか、と陣が目で追うと、床の間の横に置いてあった内線電話を取り、ダイヤル「０」でフロントを呼びだす。受話器から、仲居の声がもれてきた。

『あっもうお食事ですかー。すぐお持ちしまーす』

「主人が主人ならゴーレムもゴーレムだな……自分で働いちゃどうだ、え？」

　陣じんはこめかみに青筋をいっぱい立てて、コーレムの肩に震える手を置く。シエラは赤福を食べながら、コロコロと笑った。

「オホホホホ。人づかいのうまい子だこと」

「肯定かよ」

「どうせコーレムが何か作ろうとしたって、泥ダンゴしかできないわよ」

「飼い主がそういう態度だから、コーレムも自分で働こうとしないんじゃないか。だいたいおまえは、感謝しろ感謝しろって言うばっかで……」

「何よ、庶民のくせに何か文句あるわけ？」

「おまえが俺おれを無理矢理ご主人様にしたって設定は、どこに？」

「失礼しまーす。お食事お持ちしましたー」

　スッ、とふすまが開き、着物姿もこなれた上品な仲居たちが、座卓の上に次々と料理を並べていった。



　数分後、陣は声を失っていた。座卓にズラッと数十皿も、豪華な料理が並んだからだ。

「さて。これでも、コーレムに何か作れって言うかしら？」

　シエラは挑戦的に目を細め、座卓にひじをついて、組んだ指の上にあごを載せている。

　陣は座卓の横に立って、固まっていた。全身から、だらだらと脂あぶら汗あせが吹きだしてくる。

　伊い勢せは海の幸に恵まれている。まずは伊勢の名を冠したイセエビが、舟盛りでまるごと一尾。その周りには刺身が花畑のように盛られている。アワビはまるごと一枚が、ふっくら柔らかく酒蒸しにされている。甘くてプルプルとしたボタンエビ。サクふわっとしたハモの天ぷら。イセエビの最もおいしい調理法といわれている赤だし味み噌そ汁しる。

　主食は、まず伊勢名物の伊勢うどん。太目のうどんをゆでて、あつあつのところに甘あま辛からく黒っぽいつゆをかけ、たっぷりのねぎを散らしていただく。それからマグロなどの赤身魚をしょうゆだれに漬けたものを酢飯に混ぜた、手こね寿司。これは志し摩まの漁師料理だと言われている。

　しかも海産物だけではなく、伊勢のすぐ近くには、松まつ阪さか牛ぎゆうで有名な松阪がある。イセエビの横に熱した陶板が置かれ、その上で分厚い松阪牛がジュージューと、無色透明の脂を流しながら焼けている。また伊勢は渥あつ美み半島も近いので、名産品のメロンがデザートに並ぶ。

「餅もちは餅もち屋やって言うでしょ。一流旅館の一流料理人が最高級食材で作った一流料理、何だかんだ言ったっておいしそうでしょ？　認める？」

「うぅ……」

　陣は背中を向けて座りこみ、脂汗を流して悩んでいる。その後頭部を、シエラは手にしたイセエビでツンツンとつついた。

「ねえねえ。ぼくを食べて。ぼくを食べて。甘いよぅ～？　ぷりっぷりだよぅ～？」

「悪魔の囁ささやきはやめろ！」

　どなった陣じんの口の中に、シエラはアワビを放りこんだ。思わず、陣は噛かんでしまう。ふわあっと、何ともいえない上品な甘みとかすかな潮の香りが口の中に広がった。

（うっ……。畜生、うますぎる……！）

　陣はガクッとひざを折る。もともと食を愛する陣は、三度の飯より飯が好き、という大食漢である。シエラに対する反発も矛盾も、食べ物の前では無力となる。

「くそっ……！」

　陣は座卓に向き直り、こらえきれずにむさぼり始めた。シエラは勝ち誇って高笑いする。

「オホホホホ！　どう、おいしいでしょ？　細かいこだわりより、実利を取るべきだということが、その胃にしみたかしら？」

「おのれ、人の弱みにつけこむようなまねを」

「食の弱みを耐えきれないのは、ただの食いしん坊よ。同情の余地無しね」

「悪魔め。っていうか魔神か」

「負け犬が、何とでも吠ほえなさい」

　シエラは陣をへこませたのが嬉うれしくて、いい気分でボタンエビの皮をツルツルッと剥むき、プリプリの身をつややかな唇に近づけて、かぷ、と食いついた。



　そして三十分後、座卓の上の大量の料理は、あとかたもなく消えていた。旅館だとふつう絶対に余る、おひつの中のごはんも空っぽである。

「ああ……久しぶりに、腹いっぱい食べた。幸せだ……」

　陣はほっぺたに米粒をくっつけて、畳の上にゴロンと転がっている。胃袋が、ぷっくりとふくらんでいる。ふと、その横にシエラがひざをついて座った。

「庶民。そんなに幸せ？」

　シエラは陣の上に身を乗りだしてくる。陣はドキッとした。シエラの影が、陣の上にかかる。長い髪がサラサラと音を立てながら、彼の頬ほおをなでていく。大きな瞳ひとみがじっと彼の目を見つめ、白い手は、そっ……と、彼の手を取った。

　カポーン、とししおどしの音が鳴る。ここは旅館のはなれ。そしてふたりきり。シエラの唇は、何か言いたげにわずかに開いていて……陣は緊張して、ごくり、と息をのんだ。

「な……何、する気だよ」

「ふふっ。わかってるくせに」

　シエラは目を細めて小悪魔っぽく笑い、陣の上に覆いかぶさってくる。その顔が、近づいてくる。間近で見るシエラの頬は白くてなめらかで、石せつ鹸けんのようだ。陣は逃げだしたいような気持ちだったが、なぜか体が動かなかった。

「わ……わからないから、聞いてるんだろ」

「どれだけ鈍感なの？　もう日が落ちたのよ……決まってるじゃない」

　陣じんの全身から汗が吹きだし、心臓が早鐘のように鳴る。

（う……！　な、なんで俺おれ、どうにでもしてください的な気持ちになってるんだ？　ふだんから好き勝手してる座ざ堂どうに、これ以上好き放題させてどうすんだ）

　と、何気なく考えた自分のことばが、頭の中でむだにこだましはじめる。

（好き放題？　好き＋放題？　な、何を好きにし放題にするというのだ？　今まであまり深く考えたことがなかったが、何という不道徳な単語だ！　よく、そんな単語がＲ指定も受けず伏字にもされずに、平気な顔をして辞書に載っているな！　恐るべし、『好き放題』！）

　そうでなくても頭でっかちの陣が、考えすぎて壊れかけているのはさておき、シエラは彼の手をそっと持ちあげて……そして、自分の頭の上に、ぺたんと置いた。

「あれ？」

　脳の中を光の速さで妄想が駆け巡っていた陣が、はたと我にかえった。

「何してるの。言いなさいよ」

　シエラは唇を尖とがらせながら、陣に言う。陣はとまどい、とっちらかりながら答えた。

「な、な、な、何を？」

「あなた、本気で思いっきりすっかりさっぱりわかってなかったわけっ？」

「びっくりどっきりは、した」

「ちちんぷいぷい、でしょっ！　感謝してる勢いで、高得点たたき出しなさいよねっ！」

「ああ。そういう、思いっきり私利私欲的なことか」

　期待がしぼむような、でも何だかホッとしたような……良かったのか悪かったのかよくわからない、微妙な空気が陣を包む。

「私利私欲は自分でしょ！　これだけタダ飯を食らっておいて、自分のほうからぜひ頭をなでさせてくださいシエラ様、って来るのが通常の礼儀ってものじゃないのっ？」

「そういう態度が、通常のランプの魔神の礼儀なのか？」

　シエラの頭に手を乗せさせられたまま、陣が硬い声でつっこむ。

「だいたい、おまえが『もう日が落ちたのよ』なんて言うから、ミスリードしたんだろ」

「何をどうミスリード？」

「言わない。なぜなら俺は、そのように誤解した自分に今、激しく後悔しているからだ」

　座堂シエラは、小悪魔ではなく魔神なのだ。姿は小悪魔でも、中身は魔神。そのことをしょっちゅう忘れてしまう自分に、陣はつくづく嫌気がさす。シエラは陣に覆いかぶさったまま、人差し指を立てて説明した。

「もう日が落ちた→そろそろお風ふ呂ろよね→でも変身をとかなくちゃメイド服ではお風呂に入れないわよね→あっお風呂セット持ってきてない→どうしよう、パリのホテルに行く予定だったから、ホテルの部屋についているアメニティセットを当てにしていたわ→旅館でもアメニティセットって置いてあるのかしら？」

「途中から脱線して、ただのおまえの一人語りになっているようだが。もしかしたら、浴衣と同じ場所に入ってるんじゃないのか？」

「あ、発見」

　シエラは、クローゼットの中からタオルや石せつ鹸けんのセットを取りだした。

「これぐらい高級そうな旅館なら、あるだろうと思ったんだ。あと、正しいルートは、でも変身をとかなくちゃメイド服ではお風呂に入れないわよね→じゃあそろそろ感謝ゲージの決算でもしますか→ちちんぷいぷいって言え、だろ」

　陣じんがやっつけ気味につぶやいたとたん、シエラのヘッドドレスがほんのり光った。

「えっ……」

「ちょっ……ちょっと！　嘘うそでしょ！」

　シエラは愕がく然ぜんとして体を起こし、ヘッドドレスを押さえたが、光は湿し気けた線香花火のように、しゅううぅ～と消える。

「か……感謝ゲージ、これだけ？」

「悪い、今のはほんとに悪い」

　頭をなでながらちちんぷいぷいの呪じゆ文もんをとなえる……というのは、シエラが魔神として陣のために働いたときに、評価するためのものだ。ちちんぷいぷいとは智ち・仁じん・武ぶ・勇ゆう……という、王者にとって重要な資質を意味することばだ。アラジンの魔法のランプは、実は中国が舞台の物語なので、ランプの魔神関係のもろもろも、漢字メインということになっている。

　シエラはプンプン怒り、陣を見あげてかみついた。

「きちんと感謝をこめずに呪文をとなえるなんて！」

「だから悪いって。発動すると思ってなかった」

「許せるものですか、全部パーじゃない！　死んで詫わびなさい！」

「またそんな、ごむたいなことを」

　謝っているのに怒られると、陣もついつい反論したくなる。意地悪な口調でつけ加えた。

「それに感謝ゲージが低かったのは、俺おれが気合いを入れそこねたせいじゃないかもだぜ」

「何よ、責任転嫁？」

「だっておまえ自身は、何もしてないだろ。動いてたのはコーレムだし、飯を作ったのは旅館の人だし。やっぱりこの場合、ランプの魔神自身が働かないと、ランプのシステム的に、感謝ゲージにカウントされなんじゃないのか？」

　指摘されて、シエラはぐっと黙りこむ。陣じんの言うことがもっともすぎて反論できないので、いきなり逆ギレした。

「……だいたい、どうしてゴールデンウィークにわたしが働かなくちゃいけないのよ！　休日は、休むためにあるものでしょっ！　あーもーやる気無くしたっ！」

　と、シエラの姿が紫色の煙と化し、コーレムたちとともに、ランプの中に吸いこまれる。次の瞬間、空間にキラキラと光の粉が舞って、もとの私服姿のシエラが現れた。シエラはぷんすか怒りながら、手にしていたアメニティセットを陣に叩たたきつける。

「魔神モードは終わり、あー休日なのに働いて疲れたっ！　お風ふ呂ろに行くわよ、庶民！」

「①マルイチおまえは働いてない。②マルニ今でもじゅうぶん魔神だ。③マルサンなんで風呂に行くのに、俺おれの名を呼んだんだ？　④マルヨンおっと、俺の名は『庶民』じゃなかった」

「コーレムがいないんだから、荷物を持つ人間がいないでしょ」

「⑤マルゴタオルぐらい自分で持てるだろ。⑥マルロクっていうかなんで、だから俺が持たなくちゃいけないんだよ」

「セレブは自分で荷物など運ばないものよ」

「俺の質問が求める答えとはズレている気がするが」

「しのごの言わずに荷物を運びなさい！　さっきまではあなたがわたしのご主人様だったかもしれないけれど、今はわたしがあなたのご主人様よ！」

「どうやら、巧みに論理がすりかえられているようだな。それ以前に、さっきまでおまえは俺がご主人様であるように振る舞っていたか？」

「とにかく、あなたは黙ってついてくればいいのよ！」

　シエラは、ずかずかと廊下を歩きだす。陣はムスッとしていたが、確かに感謝ゲージを上げられなかったことにちょっと責任を感じる部分もあって……シエラの言い分はムチャクチャだとは思ったものの、何となくタダ飯を食べたような肩身の狭さがあって、仕方なく、ついていった。



　高級旅館だけあって、はなれには専用の露天風呂がついていた。

　泉質はアルカリ単純泉、湯は澄みきった無色透明で、さらさらしている。青い竹垣に囲まれた、情緒ある露天風呂は子供用プールほどの広さがあり、白い湯気がふわふわと漂っていた。

　竹垣の後ろに、陣は正座していた。竹と竹の間から、ごくごくわずかに風呂のほうが見えるのだが……陣はこぶしを硬く握ってひざの上に置き、肩をすくめるようなこわばった姿勢で、じっと固まっている。

（見てはいけない。死んでも、見るものか……！）

　陣は、心の中でひたすらつぶやく。

（あいつのことだ。見たら絶対、激怒するに決まってる。これは罠わなだ。感謝ゲージを上げそこねた俺おれを、別件で一晩中、ネチネチ責めるための罠だ。その手には乗らないぞ！）

　湯気の彼方に、シエラがいた。真っ白い体を、透明の湯の中に沈めている。長い髪が湯の上にいくつも輪を作り、細い鎖骨の上の水滴が月に照らされて、真珠のように輝く。

「ふー……いい気持ち」

　シエラは岩に両腕を持たせかけ、ひざを組んで、思いっきりリラックスしたポーズを取る。湯の上に突き出たひざこぞうは、お湯で温まって、ピンク色に染まっていた。シエラはもともと、さほど胸が目立つというタイプではないが、脱いでも、意外な展開というものはなく、やはりスレンダーである。言葉を選ばずに言い直すならば、ナイチチである。

　しかし、その微妙さがむしろ、わびさびを感じさせる。

「ねー庶民」

　温泉に浸かって機嫌が良くなったシエラが、温まって頬ほおをピンクに染めながら、竹垣の後ろにいる陣じんに声をかけた。陣はドキッとして、警戒しながら尋ねる。

「な、何だ？」

「背中、流してくれない？」

　がらがらがっちゃん。竹垣の後ろで、激しい破壊音がする。シエラは目を閉じて、ツンとした口調で言った。

「もちろん冗談よ」

「当然わかっているさ」

「ものすごく冷静を装って、何事もなかったかのような口調だけれど、さっき『がらがらがっちゃん』って言ったわよ」

　シエラは竹垣のほうに、ジト目を向けた。指摘のとおり、陣は慌てふためきすぎて、岩にけつまずき、ししおどしを破壊して、鯉こいのいる池に頭から突っこんでいた。

「のどが乾いたわ。ジュースを持っていらっしゃい」

「持ってこいって、どういうことだよ」

「冷蔵庫の中のジュースとコップを、お盆に乗せて持っていらっしゃいということよ」

「月見酒……じゃなくて月見ジュース？　オヤジかよ」

「いいから持っていらっしゃい。あ、ネクターは嫌よ、よけいに喉のどがかわくから」

「わがまま放題だな」

　陣は竹垣の後ろから、温泉のほうを見ないように背を向け、カニ歩きしながらはなれのほうに向かう。それを見て、シエラはちょっとムッとし、胸を押さえて隠しながら立ち上がると、温泉の外に転がっていた小石を取り、陣に向かって投げつけた。

「いて！」

　小石は陣の後頭部にみごと命中する。

「おいっ、何すんだ……！」

　怒りにかられて振りかえろうとした陣じんだが、振りかえれば入浴中のシエラを見てしまう。慣性でぐるっと回りそうになった首を、慌てて両手で押さえて制止し、もとに戻した。

「あ……いや。見てないぞ、全然見てないからな、そもそも見る気が無いんだし！」

　シエラに主張しているのか、自分に言い聞かせているのかわからない調子で、陣はそう言いながらはなれに向かう。そんな陣の背中を、シエラは腕組みをしてにらみつけていた。

「ふん……何よ」

　シエラはすねたようにつぶやいて、湯の中にもぐりこむ。

（何よ、庶民のやつ！　ちっともこっちを見ないって、どういう了見なわけ？　仮にも、よ？　年とし頃ごろの娘さんが入浴中なのよ？　ふつうの男子なら、ちょっと見たいかなーとか思うのではないの？　しかも、入浴しているのはこのわたしよ、座ざ堂どうシエラなのよ！）

　シエラは、自分で言うのも何だが学園の人気者、というかそれよりもうちょっと格上の、みんなの憧あこがれの存在といった立ち位置である。校内を歩けば男子も女子も彼女の姿を目で追い、うっとりと見とれるのが当たり前だった。それが、シエラにとっての常識だった。

　が、陣は何もかも、今までシエラの周りにいた人間とは違っていた。型破りにもほどがある。彼はシエラにまったく興味を示さない。道を歩くだけで、嫌でも人目を引かずにはいられないほど綺き麗れいな少女であるところのシエラ。ところが陣は、シエラと同じクラスにいるくせに、シエラと何度もニアミスしているくせに、いつも楔くさび形がた文字の本ばかり読んでいて、シエラの存在そのものに長らく気づいていなかったのだ。















　彼が考古学マニアの変わり者で、ソロモンの秘宝とかいうものを探すことにしか興味がない、ということを後で聞いた。最初は、自分に興味を持たない人間がいるということが信じられなかった。次に、自分は楔形文字よりも魅力がないのだろうかと、少し悩んだ。

　それから、無愛想な陣じんが、実は幼なじみの香か住すみ愛あい花かのことを妹のように可愛かわいがっているということを知って、誰だれにでも無愛想というわけではないのなら、どうして自分には愛想を振らないのだろう、と不公平感を持った。

（ひょっとして、わたしって魅力が無いの？　見る気も出ないってわけなの？）

　ちょっ……と、自らの胸に視線を落としてみる。

（……見る気も出ないってわけなの、かな）

　もう一度、確かめるように視線を落としてみる。

（……）

　シエラは、無言になって固まってしまう。悲しいからではない。ふつふつと、はらわたが煮えくり返ってきたからだ。無駄に自信たっぷりのシエラにとって、自分のどこが悪いのだろう、という方向に考えが向くことはありえない。悪いのはあくまで相手。すなわち、自分に興味を持たない陣なのである。

「うわああああん！　庶民のバカバカバカ！」

　ブチ切れたシエラは温泉の中で、だだをこねる子供のように手足をバタバタさせて暴れた。お湯が激しく飛び散る。

「バカバカバカバカバカ！　わたしだって、あんなやつのことなんか、何っっっとも思ってないんだからっ！」

　両手の拳こぶしで水面を激しくビートすると、あまりにもその拳が高速であるがゆえに水面が割れ、さらに湯が飛び散った。

「わっ！　わっ！」

　叫び声が聞こえる。男の声……陣の声ではない。

　シエラは、ギョッとして湯を叩たたく手を止めた。シエラの目の前、温泉のすぐ脇わきに……若者が一人、ずぶ濡ぬれになって、顔を腕でかばいながら立っていた。

　長身の男で、年齢は二十歳ほど。専用露天風ぶ呂ろにいること自体がおかしいのだが、彼の姿はあまりにもエキセントリックなものだった。

　血のような紅の目に、トウモロコシの皮のようなベージュ色の髪。肌の色もまるで象ぞう牙げの彫刻かと見まがうほど白い。外国人のようだ。顔立ちは、整ってはいるがあまりにも冷たい。薄い唇に血の気は無く、眉まゆも無い。左目の周りに、黒い逆五芒星ペンタグラムがペイントされている。ペイント……と思ったが、温泉の湯を浴びても、まったく化粧がくずれていない。

　服装は、黒いビニールスーツに銀のチェーンやドクロ、鋲びようやトゲトゲなどをたっぷり飾った、ブラックメタル風のものだ。指先まで黒い手袋に包み、顔以外には肌を見せていない。広つばの黒い帽子を目深にかぶり、男はシエラに信じられないような目をむける。

『なぜだ……。なぜ、わたしの姿が見えた。人間の目では見えない速度で動くことができる、このわたしの姿を……』

　シエラは呆ぼう然ぜんとしていた。だが、男がその手に楔くさび形がた文字が描かれた本を持っているのを見ると、あわててひったくる。

「あっ！　何勝手に持ってるのよ、それ庶民の本でしょ！」

　もちろん、ひったくったほうの手でないほうの手はグーにして、男のあごにパンチをくらわすことを忘れないのが乙女のたしなみ。

『ぎゃっ！』

　男は悲鳴を上げ、地面に仰あお向むけに倒れた。そのすきに、シエラは思いっきり大声で叫ぶ。

「きゃあああああああっ！　痴漢っ、ちかーん！」

『まずい……！』

　男はパチンと指を鳴らした。ヒュウウッ、と突風が吹いて、シエラの長い髪をあおる。

「きゃ！」

　視界をふさがれたシエラは、あわてて髪をかきあげた。が、そこにはもう男の姿は無かった。シエラは心臓がドキドキし、肩を激しく上下しながら、本をひしっと胸に抱く。

「庶民っ、庶民っ！　どこにいるのよ、早く来て！　返事ぐらいしなさいよ、庶民っ！」

　男が消えたあとで怖くなり、ぶるぶる震え、半泣きになりながら、シエラは大声で叫んだ。金切り声に気づいて、陣じんはギョッとする。

（もしかして……アークダイモンかっ？）

　十じつ戒かいの妖よう魔ま、アークダイモンたちは、自分たちを封印する「ソロモンの指ゆび環わ」を持っている陣や、その魔神であるシエラを狙ねらっている。

（俺おれじゃなくて、座ざ堂どうを狙ってきたのか？）

　今のシエラは魔神の変身を解いた、ただの女の子である。一人でいるときに敵に襲われて、立ち向かえるとは思えない。陣は焦って、バタバタと走ってくる。

「どうした、座堂っ？」

　必死の形相で、陣はシエラのもとに駆けつける。しげみを突っ切り、生垣を突っ切り、ありとあらゆるものを迷い無く蹴け倒たおし突っ切りながら、最短距離でシエラの前に出た。

　シエラはといえば、陣がさっき隠れていた竹垣のほうから来るとばかり思っていた。温泉の周りが竹垣や生垣に囲まれていたため、はなれとの位置関係がわかっていなかったからだが……だから、思いもよらない背後から、思いもよらず早く陣が登場した瞬間、彼女はまだ、何ひとつ心の準備を整えていなかった。

「座ざ堂どう！」

　焦った陣じんの声が予想外の方向から聞こえ、シエラはギクッとして振りかえった。

　本を取りかえしたときの姿勢のまま……太ももから上は湯の外に出ている。ハッと振り返ったシエラの長い髪が揺れて、細い腰をすべるようになでる。

「あ」

　陣が固まる。温泉の白い湯気がもわもわと湧わき上がるその向こうに、胸に本を抱きしめたシエラの、生まれたままの姿が……。

「きゃー！」

　シエラはまず、本を陣に投げつけた。

「ごふっ！」

　呆ぼう然ぜんとして立ち尽くしていた陣はよけられず、顔面にごいんっとクリティカルヒットして、大きくのけぞった。陣は鼻血を流しながら、顔を押さえる。

「ちょっ……落ちつけっ！　その鳥頭をいっぺんクールダウンしろって！」

　だが、完全に混乱しているシエラはさらに、手のとどく範囲にあるものを、ドカドカ投げつけてくる。

「きゃーきゃーきゃー！」

「おぐっ！　ごはっ！　ぐふっ！」

　小石、手おけ、湯おけ、竹垣、石いし灯どう籠ろう、そして……庭石。

「きゃああああ！」

「まままま待てっ！　どういう腕力だ！　あと、胸見えてるから腕上げるな！」

　ゴゴゴゴゴゴッ、と怒りのオーラを放ちつつ、子牛ほどもある庭石を持ちあげているシエラに、陣は半分腰を抜かしながら叫んだ。シエラは、ハッとうつむいて自分の胸を見る。

「きゃん！」

　両手で、自分を抱きしめるように胸を隠し、シエラはその場にうずくまる。庭石がズシンと落ちて、地面が震動する。

「……攻撃タイム終了か？」

　陣はホッと安あん堵どのため息をつきながら、ガチガチ震えて涙目になっているシエラに、自分のシャツを脱いでかけてやった。草の上に正座していたシエラは、ぽかんと放心したような表情で陣を見あげた。陣はシエラから目をそらしつつも、顔が真まっ赤かだ。半分は、顔面にさまざまなものがクリティカルヒットしたせいだが……鼻血も、まだ流れているし。

「落ちついたみたいだな。火事場のバカ力にしても、ほどがあるだろ」

「わ、悪かったわよ」

「で……な、何があったんだ？」

　目を合わせないようにしながら、ぶっきらぼうに陣は尋ねた。シエラは、まだ少し胸がドキドキしていたが、陣じんのかけてくれたシャツが思っていたよりずっと大きくて、ふわっと自分を包みこんでくれているのを感じると、何だか気持ちが落ちついてきた。くすん、と鼻を鳴らし、人差し指で涙をぬぐいながら、シエラは答える。

「痴漢が……出たのよ」

「痴漢？」

「ヘビメタっていうやつかしら？　黒い服でピエロみたいなメイクをした男が、いきなりそこに現れたの。裸を見られて……」

「そうか、痴漢か。そりゃびっくりするな。うん」

　淡々と答えた陣の口調を聞いて、シエラはムッと顔を上げる。

「何よ、庶民！　ひとごとだと思って……」

　と、そのときシエラが見たものは、さっきシエラが落とした庭石を持ちあげている陣の姿だった。顔はにこやかに微笑ほほえんでいるが、目が笑っていない。口元には引きつったような笑みを浮かべ、こめかみに青筋がピクピクとふくらんでいる。ゴゴゴゴゴ、と黒いオーラが全身から吹きだしている。

「で。そいつはどこにいるのかな～？」

「ちょっと……庶民。ひょっとして、自分を見失ってない？」

「ははは、やだなあ。ぼくが自分を見失ったりするはずがないでござるよ」

「やっぱり自分を見失って別の人格が入ってる！」

　シエラは頭をかかえた。陣は庭石を頭上に差しあげたまま直立不動である。このままでは、うっかり手がすべったりしたら、陣の頭がぱっくり割れかねない。

「しょ、庶民、危ないからそれ下ろしなさいよっ、もうどこかに逃げちゃったわよ！」

　恐るおそるシエラが言った。陣はきょとんとして、左右をきょろきょろ見回す。

「あ……もういないのか」

　気が抜けた瞬間、急に庭石がズシッと重く感じられた。

「う！」

　陣は庭石につぶされそうになり、慌てて石を投げだした。ズシーン、と石はすさまじい音を立てる。シエラは胸をなでおろした。その胸が、きゅん、と反応する。

（あ。……もしかして、庶民って今、わたしのために怒ってた？）

　シエラは頬ほおを赤くして陣を見つめる。その視線に気づいた陣は、慌ててそっぽを向いた。

「そ、そういうことなら、あとは警察だな。すぐ着替え持ってきてやるから、待ってろ」

　シエラを見ないようにしつつ、陣はぶっきらぼうに言う。それはいつもと同じ、淡々とした表情だ。でもつい今しがた一瞬だけ見せた、怒りに我を忘れるような熱さは、見間違いではない。バタバタとはなれのほうに走っていく陣を、シエラは見送る。

（わたしのために、怒ってたんだ……）

　シエラは、羽織っている陣じんのシャツを手でつかみ、硬く身に巻きつける。彼の体温に包まれているようで、シエラの胸は高鳴り、息は苦しく、頬ほおはピンク色に上気した。全身が火照るように熱くて、シエラはなぜこんなに苦しいのか、自分で自分がわからなかった。



　痴漢のことを、警察に通報する予定だった陣だが、陣が持ってきてくれた浴衣に身を包み、部屋に戻ってきて落ちついたシエラはそれを止めた。

「もういいわよ、庶民」

　シエラはさすが、猫かぶりといってもお嬢様だけあって、着物の着付けぐらい自分でできるのだった。紐ひもを軽く唇でくわえながら、シュルシュルッと衣きぬずれの音を立てつつ素早く浴衣を着あげていく姿は、まさに大和撫子やまとなでしこと言うにふさわしい。制服ともメイド服とも違った大人っぽい清せい楚そな雰囲気で、陣は、ついつい冷静さを欠いてしまう。

「な、何がいいんだ。痴漢は犯罪だぜ、犯罪者をウロウロさせといていいのかよ？　俺おれの本を持っていこうとしてたってことは、泥棒目的でもあるし……」

　陣は、内線電話の受話器を持ちながら反論した。シエラは、陣の本を手に取る。

「それにしても、わたしの財布には手もつけず、よりによってこんなボロっちい本を盗もうとするなんて、マヌケな泥棒よね。服装やメイクも変だったけど」

「もしかしてその本、見る人が見れば、けっこう骨こつ董とう的価値があるのかもしれないぜ」

「庶民は世間を知らないようね、本なんて大した値段はつかないわよ。一八九一年に発行された『ドリアン・グレイの肖像』だって、サザビーズ・オークションでの落札額が、せいぜい八百万円ていどなのよ。それも、著者の献辞が入ってやっと、なのよ？　ボロいだけでそれほど古い本でもないし……これじゃ、値打ちはゼロよ」

　ぱらぱらっ、とシエラはページをめくる。はらり、とページの間からメモが落ちた。メモには、地図や小さな字がびっしりと書かれている。シエラは、メモを拾いあげる。

「あら。何かしら、宝の地図？」

「何でもすぐに金の話カネバナに結びつけるとは、おまえんちの経済状況、親父おやじさんがランプの魔神じゃなくなって、実はけっこう苦しくなってきてるのか？　これは俺のメモだ。伊い勢せ神宮に聖櫃アークがあるっていう……」

「汚い字ね。まるで読めないんだけど、ペン習字でも習ったら？　あと、考えてみたら、警察に電話はまずいわ」

　と、シエラは受話器を陣の手から奪って置く。

「やっぱり、誰だれか殺した前科があるのか」

「やっぱりって何？」

　シエラのこめかみに、ぷくっと血管が浮く。

「そうじゃなくて、警察なんか来たら、住所氏名聞かれるでしょ。わたしとあなたが同じ部屋に泊まっただなんて学園の男子が知ったら、八割がた絶望して自殺するわよ」

「おまえにしては謙虚だな。自殺するのは、八割どまりなんだ？」

「あとの二割は、あなたを殺しに行かなくちゃいけないからね。ファンの夢を破るわけにはいかないのよ」

　シエラは自信たっぷりの態度でそう言って、長い髪をかきあげながら、うちわを取った。風ふ呂ろから上がったばかりで暑いので、窓辺の応接椅い子すで涼むつもりだ。

「今のは、笑うところでいいか？」

「ええ、笑っていいわよ。今までの人生を、走そう馬ま灯とうのように思いだしたいのならね」

「やっぱりおまえ、誰だれか殺したことあるだろ……。とりあえず、夕ゆう也やは俺おれを殺しそうだから、やめておくか」

　陣じんのルームメイトの宇う多た田だ夕也は、シエラの大ファンなのである。

（確かに……この状況を見られたら、即殺されそうだな）

　陣は部屋の中を振りかえる。広い部屋の中、寄り添うように布団ふとんが二組、敷かれていた。

（って言うか……俺、今夜ここで寝るのか？）

　陣は、ゴクッと息をのむ。シエラのことなんて、もちろん何とも思っていない。

（たしかにちょっとばかり顔は可愛かわいいのかもしれないけれど、生意気だしわがままだし傲ごう慢まんだし乱暴だし……）

　いや。ちょっとばかり、ではないのだ。とくに、湯上りのピンクに火照った頬ほおで浴衣に身を包み、ガラスの応接テーブルに汗をかいた缶ジュースを置き、うちわで自分をゆっくりと扇ぎながら窓辺の応接椅子に座って、かがり火が燃える庭を見ている、今まで見たことのない和風バージョンの姿は、大人っぽく艶つやめいた感じもあって……。

（ああ。こいつ、ほんとに魔神だ……）

　どんなに厄介な目に合わされても、ついつい言うことを聞いてしまう自分がふがいなくもあり、そういうシエラの悪女っぷりが憎たらしくもあり、しかし憎たらしいという気持ちがまたどことなくくすぐったさを秘めていたりもするので、タチが悪い。

　とんでもない奴に見込まれたものだ、と陣は妙な敗北感をおぼえて、四つんばいになり、うなだれた。

「ふー、やっと汗が引いたわ」

　シエラが立ちあがる。陣は、まるで追っ手に怯おびえる逃亡犯のようにギクッとした。

「とにかく、痴漢の出る宿なんて気持ちが悪いわよね。今夜はもう遅いし、仕方なく一泊するとして……朝イチでチェックアウトするから、今日はもうとっとと寝るわよ」

「ね。寝る？」

　どきん、と陣は座ったまま三センチほど宙に浮く。寮が停電したときに、シエラと同じベッドの中に潜りこんだときのことが、よりにもよってこのタイミングで思いだされる。

　陣じんの心臓が、ドッドッドッドッ、と壊れたエンジンのような音を立てていた。

「で……では、俺おれが壁がわでいいかな」

　上ずる声を必死に抑えて、陣は窓から遠いほうの布団ふとんに手をかける。シエラは、寝癖がつかないように長い髪を三つあみにしながら尋ねた。

「いいけど、どうして壁がわ？」

　浴衣姿で三つ編みをふたつ作ると、シエラはますます和風になって、大正時代の女学生のようでもある。清せい楚そで愛らしい。たとえ中身は魔神でも。

　陣はなるべく彼女から離れるように、布団を壁のほうへ壁のほうへと引っぱっていく。

「ま、窓がわは幽霊が出るって言うからな」

「あら。それじゃ、わたしだって窓がわは嫌よ」

「魔神は幽霊より強いからだいじょうぶだ」

「それに、あの痴漢がまた来たら困るじゃない」

「だいじょうぶ。さっきの火事場のバカ力で秒殺できるだろ」

「殺しちゃう危険があるから困るのよ。セレブのわたしに刑務所は似合わないわ」

　と、シエラは布団を引っぱっていった陣を追うように、自分の布団を押してくる。どんどんシエラの布団が近づいてくる。陣は焦って、心臓がばくばくする。

「そ、そうだ。変身して寝ろよ。コーレムを呼びだして不寝番ねずばんさせるんだ、ばっちりだ」

「ばかね、あんなくつろげない格好で寝れるわけないでしょ。コーレムのかわりに、あなたが不寝番すればいいことじゃないの」

「明日は朝イチって言ったよな？」

「記憶力が悪いようだけど、物忘れがひどくなった？」

「俺の睡眠時間に関する配慮は無しですか」

「命と睡眠時間を削ってご主人様に仕えるのは、召使いとしての心意気ではなくて？」

「待て待て待て待て！　入れ替わってる！　俺がご主人様で、おまえがランプの魔神！」

　漫才をぶっているうちに、陣の布団がぴたっと壁にくっつき、シエラの布団が追いついて、陣の布団にぴたっとくっつく。もはや、逃げ場が無い。

「じゃ、おやすみー」

　シエラはあっさりそう言って、布団にもぐり、寝てしまう。

　陣は呆ぼう然ぜんとして、布団の上に座っていた。シエラは、疲れていたのかさっさと寝てしまう。すー、すーと可愛かわいい寝息が聞こえてくる。白い頬ほおに長いまつげが影を落としている。

（不寝番しろって命令されなくても……寝れない！　この状態では、布団に入れない！）

　ここで自分の布団に入ると、シエラと二人で並んで横たわることになる。いちおう二組の布団に分かれているとはいえ、それはまるで、シエラと「いっしょに寝ている」かのようだ……というか「いっしょに寝ている」ということばそのものがまた、陣の頭の中をこだまのように行ったりきたりして、彼の心をかき乱す。

（あーもー！　伊い勢せ神宮にも行けなかったし、新幹線でこいつに会わなければ……！）

　シエラの顔を見ていたらムラムラ、（じゃなくてイライラ！）

　してくるので、陣じんはシエラに背を向け、壁のほうを向いて背中を丸め、まるで岩壁に向かって座禅を組みつづけた達だる磨ま大たい師しのように座りこむ。

「すー、すー」

　シエラの寝息が聞こえてきても、聞かないように陣は無視する。

（色しき即そく是ぜ空くう、空くう即そく是ぜ色しき……）

　般はん若にや心経の一説を心の中で何度もつぶやいたりしながら、陣はシエラのイメージを心の中から追い出そうとする。と、

「ガツン！」

　後頭部を襲った、頭ず蓋がい骨こつが割れそうな衝撃と鈍痛に、陣は前のめりに倒れる。顔面が壁に激突して、また鼻血がポタポタと流れた。

「なっ、何だっ？」

　今度こそアークダイモンの襲撃か、と思って陣は慌てて振りかえる。

　そこには、寝乱れたシエラの姿があった。掛け布団ぶとんをはねのけ、浴衣も乱れて、胸元や脚が見えている。どうやら陣を襲ったのは、寝返りをうったときのシエラのかかと落としらしい。そんな寝相にもかかわらず、本人はいたって熟睡しているようで、すーすーと安らかな寝息を立てていた。

（……っこいつっ！　思いっきり寝相悪いくせに、なんでくっついてきたんだ！　俺おれが寝てなかったから良かったけど、寝てたら鼻が折れてるか、口から内臓吐くかしてたぞ！）

　鼻を押さえながら、陣はシエラをにらむ。シエラはそんなことはお構いなしに、すやすやと熟睡している。鼻をつままれても目が覚めなさそうだ。自分がかかと落としを食らわせたとは夢にも思わないだろうから、起きてからそのことを糾弾して謝罪を要求しても、『はあ？　何それ、わたしがやったという証拠でもあるの？　無いでしょ、つまりそれは妄想ということよ。実際に起こらなかったことで不当に謝罪を要求されて、わたしは著しい精神的被害を受けたわ。慰謝料と損害賠償を請求するわ！』

　とか言うに違いない。それとも、

『鼻血のあとが証拠ですって？　わたしの寝ている姿を見て、それで出た鼻血ではないの？　この変態、わいせつ罪で訴えてやるわ！』

　こっちだと非常に不本意でもある。それでも相手をしてくれるだけましだが、あるいは、『庶民のことばなど、セレブの耳が聞くには値しないわ』

　と、スルーされるか。いずれにしたって謝るわけがないが、それでは腹立ちが収まらない。自分は眠れないのに、すやすや寝ているシエラの顔を見ると、どんどんムラムラ、もとい、イライラしてきて、

（そうだ、まぶたの上に目玉を描いて、寝ていても起きてるみたいにしてやろう。鏡を見てもわからないけど、周りで見ている人間には見えるから笑い者にされて、知らぬは自分のみ……という、超性格の悪いラクガキだ。ざまーみろ）

　と、幼稚なことを考えてリュックの中からペンを探す。

　ごそごそしていると、背後から、シエラの声が聞こえた。

「庶民」

　ぎくうっ、と陣じんは背中の毛が全部逆立ってしまうほど驚いた。

「い、いや違うんだこれはその」

　慌てて、必死に弁解しようとしながら振りかえる。だが、シエラは相変わらず眠っていた。スースー寝息を立てながら、どうやら夢を見ているようである。

「……庶民……」

「俺おれの夢？」

　陣は、シエラの顔をのぞきこむ。夢で見るほど、自分のことを気にしているとは、ふだんの彼女の態度からしてまったくそうは思えないのだが……。

　安心しきった顔でぐっすり眠っているシエラを見ていると、毒気が抜かれてしまって、陣じんはため息をつきながら、壁に背をくっつけ、座りこんだ。















　痴漢に遭ったのにこんなに安心しているというのは、陣がそばにいて守ってくれていると思っているからだろうか。それほど陣を信頼しているということなのだろうか。そして、信頼されるとそれを裏切れないのが、古いタイプの陣の性分である。

（これは、本気で不寝番ねずばんになりそうだよなぁ……）

　陣はため息をつく。お姫様を守っている騎士ナイトになったような気がして、それはそれで、俺おれなにファンタジー入ってんだよ的に気恥ずかしい。無防備すぎるシエラが、ちょっと心配なような、

（あと、俺にだって少しは警戒しろよな……）

　というような、複雑な気持ちが胸にうずまいて、まんじりともできなかった。



　翌朝……。

　二人は、予定どおり朝イチで宿を出た。今日こそは、陣の今回の旅の目的地である伊い勢せ神宮に行かなくてはいけない。

　だが、陣の足取りはフラフラとして、おぼつかない。徹夜明けの太陽が、黄色く見える。五月の緑はまぶしくて、目がくらむ。陣の目のまわりは、睡眠不足のため真っ黒である。

「わあ！　見て庶民、真珠貝の缶詰ですって！　真珠貝って食べられるの？」

　伊勢神宮には外げ宮ぐうと内ない宮くうがあり、二つの宮は距離にして五キロ弱離れている。

　内宮にむかう参道はおかげ横丁と言って、広い範囲に渡り、さまざまな土産みやげ物屋が立ち並んでいる。今日こそ感謝ゲージをたっぷり上げていくつもりのシエラは、朝からメイド姿に変身するという気合いの入れようで、嬉き々きとして、一軒一軒をのぞきこんでいた。お嬢様のシエラにとって、こういう観光客でごったがえした雑踏そのものが珍しいらしい。

　陣の返事が無いので、シエラはつまらなそうに振りかえり、ゆらゆらしながら立っている陣のわき腹に軽くひじ鉄をくらわせた。

「ちょっと庶民。わたしが声をかけたら返事しなさいよ、それが礼儀ってものでしょ？」

「徹夜明けの脳に、おまえのキンキン声はこたえるんだよ」

「あら、寝てないの？　ひょっとして枕まくらが変わると眠れないタイプ？」

「反論する気力も無いが、もう少しいたわれ」

「目の周りがどす黒いけど、それって死相じゃない？　気をつけてね♪」

「おまえのいたわり方は、あまりにもオリジナリティーにあふれすぎだ」

「だいぶ口がなめらかになってきたじゃない。というわけで、あらためて。真珠貝って食べられるの？」

　シエラは、缶詰を手にとって陣に尋ねる。魔神だけあって、どこまでも無敵である。自分が何を言おうと勝ち目などあるはずがないのだ……と、陣は肩を落とす。

「真珠を作るアコヤ貝の貝柱は、珍味で有名なんだ。昔から、燻くん製せいにしたり粕かす漬づけにしたりして食べられてきた。タウリンたっぷりで、滋養強壮にいいらしい」

「燻製と粕漬けか。使用人たちにお土産みやげ買って帰ってあげようと思ってるのよね……お土産って、食べ物が一番、当たり障りないでしょ？　庶民は、どっちがいいと思う？」

「っていうか、いつになったら内ない宮くうに着けるんだ」

　陣じんはへとへとになりながら、死んだ声で尋ねた。後ろからは、五体のコーレムが、よたよたしながらお土産の山を運んでいた。わざわざお土産を持たせるため「だけ」に、気の毒にも召喚されたのである。

「何言ってるの。旅行といえば、グルメとショッピングじゃない」

「女の買い物は疲れるんだ。さんざっぱら迷った後、『ねーねーこの服とこの服とどっちが似合う？　えーこっち？　こっちほんとに似合う？　こっちだよ？　んーでもあなた趣味悪いからなー。ほらこの間もベルボトムにブルゾン合わせてたでしょ？　あれってどうかなーって思うんだよね。ねえほんとにこっちのほうが似合うわけ？　ふーん』とか、最初から答えは決まっている出来レースだし。あげく『まっ今日はいいわ』とか言うしな」

「そこがまた、女の可愛かわいさってやつだな、って思っているでしょう」」

「そうか。今、心の奥底にわいてきたこの甘酸っぱい気持ちが『殺意』ってやつなんだ」

　疲れきって黒いオーラを出している陣は、腰にウエストポーチをくっつけて、その中に魔法のランプを入れている。ゆうべ泥棒が出たことで、「そのへんに置いておいて、誰だれかに盗まれたら、わたしが見も知らぬ誰かの魔神にされてしまうかもしれないじゃない！　これからは、常に持っておきなさいよね！」と、シエラに命令されたからだ。

（もちろん、このウェストポーチひとつ選ぶにも、座ざ堂どうがカラーコーディネートからカラーセラピーから風水まで持ちだして、たっぷり三十分悩んでくれたわけだがな）

　陣は疲れ果てて、うなだれる。ウエストポーチを観光地で腰にくっつけているのは、いかにもおのぼりさんっぽくて格好悪い。しかも、そのおのぼりさんといっしょにいるのは、メイド服の美少女である。周りの人々の、この状況をどう把握していいのかわからない複雑な視線が痛い。こらえきれずに、陣はシエラに苦言を呈する。

「……それと、おまえ。その格好でいいのか？」

「いいじゃない。旅先だから誰も見てないし、そういう服かと思うでしょ」

「確かに観光地とかだと、半分コスプレみたいな奴も多いが……」

　そして、さすが日本の主神・天あま照てらす大おお神みかみを祀まつっているだけあって、伊い勢せ神宮には修学旅行生も多い。シエラのメイド服を見て、中学生女子などがうらやましそうに「ゴスよ」「ゴスだわ」とささやきあっている。男子は陣に、羨せん望ぼうと嫉しつ妬とのまなざしを向ける。

「あの娘こ、すげー可愛いな。アイドルの撮影か何か？」

「カメラ無いから普通にデートじゃない？　後ろから男来てるし」

「あんな楔くさび形がた文字にしか興味無さそうな奴がカレシ？　もったいなくねー？」

「……一見で、よくそこまで俺おれのパーソナリティを見抜いたものだ」

　陣じんは硬い声でつぶやいた。シエラは、つまようじにさした試食用のお菓子を陣の口に放りこむ。

「観光地でブスッとしてるからよ、せっかくなんだからもっと楽しめば？　ほら、試食」

　その姿を見て、中学生男子たちがギャドオオオンッと沸いた。

「楔形文字があんな可愛かわいい娘をカノジョにできるだけでも奇跡なのに、そのカノジョにメイドコスプレさせてデートなんて、変態野郎！　しかも人前で『ご主人様アーンしてください』的メイドプレイかよ！　あの楔形文字、許せねえ！」

「なんで初対面で見ず知らずの中坊に、勝手なあだ名つけられてるんだ、俺」

　陣はうんざりした顔で、うらめしそうにシエラを見つめる。

「それに、そのカッコは俺がさせてるわけじゃねーし。おまえ、変身をとけよ」

「やーよ。観光しながら魔神モードで感謝ゲージをためるチャンスじゃない」

「怨えん恨こんゲージならめいっぱいたまったが、頭なでてやろうか。何か、よからぬものがたっぷりと出てくることうけあいだ」

「それ、何ていう稲いな○ピー淳じゆん二じ？」

「おまえだって、俺のカノジョなんて呼ばれるの嫌だろ」

「ペットを恋人だと思う人はいないでしょ？」

「五月の太陽はまぶしいな。涙が出てきそうだ」

　陣は涙がこぼれないように空を見上げ、腕を目に当てる。五体のコーレムたちも、人々の注目を集めていたが、

「アシモ、小さくなったよな」

「前は宇宙飛行士っぽかったけど、ハニワ方面に傾いてなくね？」

　などという会話を聞くと、どうやら二足歩行ロボットだと思われているようだ。

　そのとき、シエラの後ろからドン、と誰だれかがぶつかってきた。

「わっ！」

「きゃ！」

　シエラはよろけて、ぺたんと尻しりもちをつく。陣は思わず、シエラに手をさしのべた。

「大丈夫かっ？」

「え……あ。う、うん」

　シエラは、少し驚いたような顔で、頬ほおを赤らめ、陣の手を取る。陣は、自分がついうっかりシエラに優しい態度を取ってしまっていることに気づかないまま、相手をにらんだ。

「おいっ、気をつけろよ！」

　シエラは立ちあがっても、陣の手を握ったまま、彼をぽやーんと見つめていた。

（ちょっと庶民ったら、わたしのために怒ってくれてるわけ？　わたしのことなんか眼中に無いとばかり思ってたのに……男らしいとこ、あるじゃない）

　シエラにぶつかった人物が、慌てたようすで振りかえった。

「あ……どうもすみません」

　ハスキーなアルトの声が、陣じんの耳をくすぐった。黒いつば広帽と黒いワンピースに黒いサングラス、全身黒ずくめで、淡いベージュ色の長い髪。背が高く、真まっ赤かな口紅とばさばさしたマスカラ。厚化粧だが、大人っぽくて美人だ。陣のタイプではまったくなかったのだが、なぜか彼女を見た瞬間に胸がドキッとした。心を奪われた。陣は慌てて、頭を下げる。

「い、いえ、うっかり乱暴な言い方をしてしまってすみません。外国の方ですか？」

　シエラはムッとして、握っていた陣の手を、ぐいーっっと逆手にねじり上げた。陣の腕の関節が、メキメキッときしんだ音を立てる。

「痛い痛い痛いっ！　おいこら、いきなり何するんだ！」

「自分の胸に手を当ててごらんなさい！」

　シエラは腕組みをして陣に背を向け、ぷーっと頬ほおをふくらませている。陣は、シエラが何をそんなにプンスカしているのか、さっぱり理解できず、

「……わけわかんねーやつだな」

　と、頭をポリポリかいた。シエラの心の中は、ふつふつと煮えくりかえっている。

（何よ、庶民のやつ！　こんな偽にせメ○テルみたいなうさんくさい年増女にデレデレしちゃって、趣味悪すぎるんじゃないの？）

　シエラは嫉しつ妬とのあまり、親指の爪つめをキューッとかみしめている。そんなシエラに、女はちらっと流し目をくれてから、真っ赤な唇であでやかに微笑ほほえみつつ、陣に尋ねた。

「ええ、観光来ました。わたし、歴史に興味あります。このあたりキング・ソロモンに関係する遺跡があるの噂うわさ、聞きました。あなたとても賢そう、もしやご存知ないですか？」

「あ。それは、そこの伊い勢せ神宮のことですよ」

　と、陣はおかげ横丁の向こうを指さす。女は手を目の上にかかげて、そちらに目を向けた。二人が仲良さそうなので、シエラはますます面白くない。

（ああ、そうだったわ。マニアというのは、自分の興味のあることを聞かれたら、懇切丁寧に説明せずにはいられない人種だったんだわ。わたしじゃなくても、誰だれにでも、親切にそうやって説明するわけね……）

　昨日、新幹線の中で陣に温泉と火山帯についての説明を受けたことをシエラは思いだし、ますますムカムカした。陣を放っていこうかと思ったが、絶対に彼は自分を追いかけてくることなく、というか美人の外人女性に自分の興味の範囲にストライクど真ん中の質問をされて、説明するのに夢中で、舞い上がりまくって、シエラがいなくなったことにすら気づかないに違いない。それって、めちゃくちゃ腹が立つし、むなしいので、シエラはじりじりしながらも、その場で待っているしかない。

「イセジングー、二つありますね？　外げ宮ぐうと内ない宮くう……この向こうにあるのは？」

「内宮です。参道に並ぶ灯とう籠ろうには、ソロモンの六芒星ヘキサグラムが描かれています。日本では籠かご目め紋もんと呼ばれてますが、籠かご目めもその中に悪あく霊りようなどを封印する呪じゆ符ふです」

「形も働きもソロモンの星と同じですね。神社とソロモン、深い関かかわりありそうですね」

「ただ、伊い勢せ神宮は建物そのものが神格化されているので、塀が張り巡らされて、外からは屋根ぐらいしか見ることができないんです。ましてその中におさめられているものは見られないんですが……何とか、神主さんに頼んで確かめられればいいと思って、伊勢まで足を運んだんです。神社とソロモンには、籠目紋以外にも共通点があって……」

「というと？」

「たとえば伊勢志し摩まの海あ女まは、海の悪霊を防ぐため、セーマンドーマンという五芒星ペンタグラムの模様を着物につけます。一筆書きの模様の中で悪霊が堂々巡りをして道に迷うというものですが、文献などで確認できる最も古い五芒星ペンタグラムは紀元前三千年のメソポタミアのもの。伊勢志摩の五芒星ペンタグラムも六芒星ヘキサグラムも、中近東からインド洋をこえてきた海の民、海人族によってもたらされたのでしょう」

　このあたりの時間の流れを補足しておくと、ソロモンのエルサレム神殿が破壊され、そこに保管されていた聖櫃アークが失われたのは紀元前五八六年。そのおよそ六百年後、日本武尊やまとたけるのみことの叔お母ばであり、彼に天叢雲剣あめのむらくものつるぎを与えた守護神のような立場でもあった斎さい宮ぐう……すなわち政治をつかさどる大おお王きみに対する巫み女こ王であった倭やまと姫ひめの命みことが、天あま照てらす大おお神みかみの神託を受け、神体・八や咫た鏡かがみをおさめるべき神殿を建てたのが、伊勢神宮である。

「伊勢神宮にある八咫鏡が十じつ戒かいの石板で、鏡を入れる御み樋ひ代しろという箱が失われた聖櫃アークじゃないかと、俺おれは考えてるんです。『神宮を建てる場所を探して近きん畿きをさまよった』倭姫という人物として伝えられている、中東からやってきた人々が、『アークをおさめるために遠くこの日本までさまよってきた』んじゃないかって。倭姫が伊勢の地に神宮建こん立りゆうを決めたのは、ここが当時は日本の東の果て……つまり、神である太陽の世界にもっとも近い場所だと思われていたからで……」

「アークを運んだ人々も、世界を左右する巨大な力を持つアークが見つからないように、ユーラシア大陸の果てであるこの日本までやってきたのだとしたら、彼らがそれをおさめる所は当然、果ての国日本のさらに最果て……この伊勢に違いない、いうことですね？」

　すらすらと女は答える。陣じんは感心して、目をまるくした。

「そ……そうです。すごいな、マニアックな話題なのに、話が合う人に出会えるなんて」

　陣は感心して彼女を見つめ、シエラは面白く無さそうに爪つめを噛かんでいた。

（何よ、それはわたしとじゃ話が合わない、って嫌味？　たしかに二人が何言ってるのか、ちっともわからないけど、少なくとも今回は寝ないようにがんばってるわよ！　っていうかムカムカして眠れないだけかもしれないけど、それでも寝てないには違いないんだから、評価してもいいんじゃなくて？）

　大好きな話題で相手が乗ってきてくれるという珍しい状況に、陣じんはすっかり嬉うれしそうだった。ふと、シエラは不審そうに眉まゆをひそめる。

（……待てよ。いくら相手と話が合うにしても、瓜うりのツルにナスビはならぬ、ということわざもあるわ。庶民のような究極ムッツリ無愛想男が、こんなにフレンドリーに接するなんて、ありえない！　何かおかしい！）

　ちなみに、ことわざの用法を間違えている。不審そうなシエラの前で、陣はすっかり心を許した様子で女を見上げた。

「あなたもアークのことに詳しいんですね。それじゃ、いっしょに伊い勢せ神宮の神主さんに、ご神体を見せてもらえるように頼みませんか？」

「でもご神体ですから、頼んでもまず見せてもらえない、思いますね」

「まあ……そうかもしれないですが」

「それじゃ、頼むだけ無駄ですよね」

　女の赤い唇が、笑みの形に歪ゆがむ。そのとき、シエラが反射的に、呪じゆ文もんをとなえた。

「砂魔法ラツムール！」

　ザアッ、と砂を巻きこんだつむじ風が巻きおこった。陣は驚き、シエラをどなりつける。

「おいっ、座ざ堂どう！　いきなり何するんだ、観光地で周りに人がいっぱいいるってのに！」

　シエラの呪文の有効範囲は、声が届く距離である。砂すな嵐あらしはおかげ横丁を包み、周囲半径数十メートルほどの人々を、ことごとく眠らせてしまう。路上の人々が、睡魔に襲われて次々と崩れるように眠りこんでしまう中、女だけは不思議そうな顔で立ちつくしていた。

「？　今、あなた、何をとなえた？」

「思ったとおりだわ、人間じゃない！　庶民、その女から離れて！」

　シエラは鋭い声でどなる。ハッ、と陣は女に目を向けた……そこにいたのは「女」ではなかった。銀色の鎖や鋲びようやドクロや炎のモチーフで飾られた黒い服、白い顔には左目の周りに黒い逆五芒星ペンタグラム。黒いつば広帽にも鋲やドクロが飾られ、サングラスを投げ捨てると、真まっ赤かな目がゆっくりと開く。シエラは顔を真っ赤にし、男を指さす。

「あっ、こいつ……！　ゆうべの痴漢！」

　男はモデルのように、クールな立ちポーズを決めて、シエラを見つめる。

『わが名はセーレ……低レベル魔神とあなどって、油断していたようだ。昨夜は誰だれにも見つかるはずのない速度で動くわたしの姿をとらえ、今日はわたしの正体を見破っ……』

「死ね痴漢！」

　シエラはそばにいたコーレムの足をつかみ、ハンマー代わりに振りまわして、セーレの頭にクリティカルヒットをかます。ごいんっ、と鈍い音がし、セーレの首が肩にめりこむ。

『まっ待て、まだ自己紹介のセリフが終わっ……』

「よくもわたしの裸を見たわね！　その記憶をこの世から消し去るためには、生かしておくわけにはいかなくてよ！」

『ぷきゃー！』

　武器にされてしまったコーレムも悲鳴を上げていた。ほかのコーレムたちは、シエラを見上げてガクガクブルブルと震えている。タコ殴りにされているセーレを見ているうちに、陣じんのぼんやりとしていた頭が、だんだんクリアになってきた。

（セーレ……どこかで聞いたような。たしか、ソロモン王に封印された七十二柱の魔神のひとりで、盗む者、だったか。なるほど、それで俺おれの心もうっかり盗まれかけて、俺らしくもなくベラベラとおしゃべりしてしまったんだ。そして俺から『情報を盗む』気だったんだな……ってことは、こいつの目当ても聖櫃アークか？　アークダイモンなら自分たちを再び封印しようとするアークを探して壊そうと考えるのはわかるが、ソロモンに封印された魔神には関係ないじゃないか？　アークを手に入れて、アークダイモンたちを思いのままにする『権力』を手に入れる気なのか？　そのへんを、ちょっと聞いてみたいんだが……）

　陣は半なかば呆あきれながら、視線を移した。シエラは、まったく攻撃の手をゆるめない。

『おいっ……ちょっ……やめっ……！』

「見たでしょっ、見たんでしょっ？　どこまで見たの、言いなさい！　ああやっぱり言わなくてもいいわ、どっちにしたって殺すから！」

『痛い痛い痛い！　魔神のくせに肉弾攻撃をするなっ、それと自己紹介ぐらい全部言わせろ！　わたしが何者なのか、気にならないのか！』

「死にゆく者の名など興味はないわ！」

（こいつ、本気で殺す気なんだな……）

　陣はなまぬるい目で見守っている。シエラはコーレムを使ってセーレをガスガス殴りつづけていたが、たまりかねたセーレは、ピューッと口笛を吹いた。

『あーもー中止！　名乗るのは中止だ、どうせ聞いてもそのすぐカッとなるカラッポ頭では覚えきれまい！』

　セーレの足元の地面に黒い魔法陣が現れて光り、銀色の馬がせり上がるように現れた。全身、金属のような光沢があり、ロボット馬のように見える。胴体にはワシのような翼が生えている。それはグリフィンの翼であり、やはり金属のような質感で、羽根の一枚一枚が金属の細工物のようだ。馬は魔法陣からせり上がってくるときに、セーレを背中に乗せ、シエラたちから引き離した。陣はさすがに驚いていたが、シエラはどこまでも自分ルールで動いているので、セーレを見あげてキーキー怒る。

「ちょっと、逃げる気っ？　卑ひ怯きよう者もの！」

　シエラはコーレムを片っ端からつかみ、セーレに向けて投げつける。

『ぷっきゃーっ！』

「おいっ、やめてやれ！　コーレムがかわいそうだろ！」

　一体目のコーレムはセーレの頭にスコーンと当たり、二体目三体目はセーレと馬に取りついた。四体目五体目は届かず、

『ぷきゃああああぁぁ……』

　と、悲鳴を上げながら落ちていく。

『痛いではないか！　どこまで無茶をする気だ、この小娘！　だが二匹しか届いておらぬぞ、こんな土人形でわたしを倒せるか！』

　セーレはコーレム二号と三号をつかんで、引き剥はがそうとする。シエラの口元に、ニヤリと不敵な笑みが浮かんだ。

「人の話を聞いていなかったようね、ピエロさん。わたしの魔法は、呪じゆ文もんが届くかぎり有効だって……。二体届けば、それでじゅうぶんなのよ」

　シエラは、空中のセーレをビシッと指さし、魔法書を手に呪文をとなえた。

「泥魔法トウイーン！」

　ドッ、と伊い勢せ神宮の敷地内の土が吹き上がり、二体のコーレムにまとわりつく。コーレムは雪だるま式に巨大化し、どんどん重くなっていった。

『ブヒヒーン！』

　セーレの馬が、苦しげな声を上げる。必死に羽ばたくが、コーレムが重くて、よろよろと落ちてくる。陣じんはシエラの執念深さに、思わずゴクリと息をのむ。

（こいつ、狙ねらったらさいご、絶対に逃さないタイプなんだな……。あんまり目をつけられないようにしたほうが、いいかもな）

　ぐんぐん高度を下げる馬の上で、セーレは苦しげに顔をゆがめた。

『くそっ……盗みはスマートに、誰だれにも見つからず迅速に……が、このセーレのモットーだというのに。人を傷つけるのは盗みではなく強盗であり、泥棒紳士であるわたしの美学に反するが、こうまで邪魔をされてはやむをえまい！　出いでよ、サダフ！』

　セーレが命じると、海のほうから何かがギュルギュルギュル……と回転しながら飛んできた。ＵＦＯのような……それは、陣とシエラを押しつぶすように、落ちてきた。

「危ない！」

「きゃっ！」

　陣はシエラをかばって、彼女を抱きながら横とびに避よける。シエラの集中力が切れた隙すきに、セーレは二匹のコーレムを振り落とし、ひらりと伊勢神宮のほうへ飛んでいった。

「あっ、あいつ神宮のほうへ……っ？」

「ちょっと、何するのよ！」

　自分の上に覆いかぶさっている陣じんに、シエラは真まっ赤かになりながら平手打ちを食らわせる。セーレの馬は内ない宮くうの庭に降り立つ。地面に敷き詰められた玉砂利が、チャラチャラッ、と小さく音を立てる。セーレは、ひらりと飛びおりた。

「そうか、あいつアークの場所がわからないから、俺おれを張りこんでたんだ！　それでゆうべも、何か手がかりがあるかと思って本を盗んだってわけだな」

「……つまり、わたしを狙ねらった痴漢じゃなかったってこと？」

「そういうことだ。良かったな、座ざ堂どう」

「このわたしより、あんなボロい楔くさび形がた文字の本のほうが目当てなんて！　許せない！」

「えっ？」

　シエラが何に対して怒っているのか、陣にはさっぱりわからない。その怒りは、シエラより楔形文字のほうが大好きだ、という、彼女の目の前にいる別の人間に対して向けられたものかもしれなかったのだが。

『ギュルルルルンッ！』

　サダフとは「貝」の意味。十じつ戒かいのひとつ「むさぼってはならない」を破ったアークダイモンで、象のように巨大な二枚貝である。大きく口を開き、陣とシエラに近づいてきた。

「おっと！　これは、逃げたほうが良さそうだな」

　陣は立ちあがり、シエラの手を引っぱって逃げだす。シエラは、その手を振りほどいた。

「わたしに命令しないでよ、庶民のくせに！」

『ガガガガガ！』

　サダフは、海底を走るホタテのように地面をはねながら、貝とは思えない猛烈な速度で追いかけてきた。口を閉じるたびに、ばくんっ、ばくんっ、と音が鳴った。

　苦しまぎれに、シエラが屋台の後ろに隠れる。だがサダフは、屋台の鉄板やガスボンベまで一緒くたにガリガリッとかじり取ってしまう。

「歯が強いわね、こいつ。リンゴをかじっても、歯茎から血の出ないタイプね」

「ここじゃ眠ってる人たちが巻き添えになる。内宮のほうへ行こう、あっちなら広い！」

「さっきも言ったけど、庶民のくせにわたしに命令……」

　サダフはパックマン状態で口をパクパクしながら、すさまじい勢いで追いかけてきた。ブルドーザーのようなその姿に、シエラはごくりと息をのむ。

「……いや。取りあえずその件は、後でいいわ」

　二人は必死に逃げる。サダフは口の中に入った鉄板などのゴミを、プッと吐きだした。それらは、サダフの唾だ液えきにコーティングされて、虹にじ色いろの真珠となっている。

「あっ。あいつを使えば、魔法が無くても大金持ちになれるんじゃないか？」

「庶民の考えは短絡的ね。真珠ならいいってものじゃないのよ、色や形や巻きの厚さがポイントなのよ。あんなクズ真珠、カルシウム剤の材料にもならないわよ」

「詳しいな」

「観光ガイドを読まなかったの？　ミキモト真珠島の説明に書いてあったわよ、まん丸の養殖真珠を世界で初めて作ったのがすごい功績だって。だから伊い勢せ志し摩まが真珠の名産地だってわけよ。そもそも真珠というのは、貝の中に入ったゴミを貝が吐き出せなかったとき、体が傷つかないように真珠質の物質で包みこんで……」

「この状況で、よくうんちくをかましてられるな」

　二人はおかげ横丁を猛烈に走りぬけて、五十鈴いすず川にかかる宇う治じ橋を渡り、内ない宮くうの杉並木に駆けこむ。サダフは宇治橋の欄らん干かんを砕きながら、進んでくる。

「だめだわ、止まらない！」

「あんな貝野郎、アルフがいれば刀シヤムシールで薄造りにして食ってやるのに」

　アルフ・シャムシールは、陣じんがよく行くペルシャ料理の食堂の看板娘だ。剣の魔神でもあり、反り返った刀・シャムシールの姿となると、陣の武器となる。もっとも、彼女本人が戦ったほうが戦闘力は高いような気も、ちょっとするけれど。

「あなたって庶民は、この状況で、まだ行動原理が食欲なわけ？」

「比ひ喩ゆだから。そのへん、空気読んでくれ」

「それに、わたしといる時に他ほかの女の子の話だなんて、礼儀知らずにもほどがあるわ！」

「そういう甘ずっぱい系のことばを使う状況とは、少々違うようだが気のせいか？」

「あの娘このことなんて忘れさせてあげるわ！　最強の魔神は、このわたしよ！」

　意地になったシエラは、足を止めて後ろを向く。サダフはすぐそこまで迫っている。

「バカ、足を止めるな！　食われるぞ！」

「このセレブのわたしが、マリニエールの材料なんかに食べられるものですか！　泥魔法トウイーン！」

　周囲は伊勢神宮の境けい内だいで、土は山ほどある。体長十メートルにもなる巨大な泥の巨人ゴーレムがムクムクと立ち上がり、サダフに襲いかかった。

『ギャドオオオオッ！』

　ゴーレムは恐ろしい咆ほう哮こうを上げながら、サダフの口に手をつっこみ、上下にこじ開けようとする。二枚貝のふたが貝柱からはずれてしまうか、ちょうつがいの部分が脱だつ臼きゆうすれば、ふたを動かせなくなるからだ。サダフは、必死に口を閉じようとする。しんとした神域の杉並木を背景に繰り広げられる激しい争いを前に、陣は思わず一観客となってしまった。

「おお、すごい。怪獣大戦争」

「さあ、一番強い魔神は誰だれかしら？　言ってごらんなさい？」

　シエラは腰に手を当て、得意げに胸をそっくり返らせる。

「その前に、マリニエールって何だ？」

「船乗り風、を意味するフランス語よ。二枚貝とエシャロットを、白ワインと魚のブイヨンとバターで煮込んだフランス料理。庶民はご存じなくて？」

「エシャロットがもうわからんのだが。それと……ひょっとして、負けてないか？」

「え？」

　シエラは振りかえる。サダフの口をこじ開けようとしていたゴーレムだったが、サダフの貝柱の筋力に負けて、腕を食いちぎられてしまった。

『ゴガアアアアアッ！』

　劣勢となったゴーレムは逃げようとする。その背中にサダフがのしかかり、ゴーレムの体を片っぱしから噛かみちぎって、もとの土くれに戻してしまった。

「ま……負けてるじゃない」

　シエラの顔から、サッと血の気が引く。ゴーレムを破壊しつくしたサダフが、クルッと向きを変えてシエラのほうを見、カチッ、と一度口を鳴らした。シエラの背中が、冷水を浴びたように、ぞっくうん……とする。

「エシャロットは、小さいタマネギの仲間。それから、逃げるわよ！」

「おまえ、意外にきちんとしてるな」

　二人は、ふたたび逃げだした。だがサダフはギュルギュルギュルッと回転すると、遠心力を利用し、ＵＦＯのようにギューンと飛んできて、陣じんたちの目の前に着地した。

「わ！」

「こっちよ！」

　退路をふさがれて、別方向に逃げだす。しかしサダフははじけながら回転するベーゴマのごとく、そちらに跳ね飛んできた。その動きにはまったく死角がない。

「だめだ。座ざ堂どう、逃げろ」

　陣は覚悟を決めて、シエラに言った。シエラは驚き、目を丸くする。

「逃げろって、何それ？　あなたはどうするの？」

「ここで奴の気を引く。奴も、二人同時には追いかけられないはずだ」

「わたしのために……自分を犠牲にするって言うの？」

　シエラの胸が、きゅんとする。胸を手で押さえると、シエラはキュッと固く唇を引きしめ、凛りんとした顔を上げた。

「……いいえ！　セレブのプライドにかけて、庶民を犠牲にするわけには行かないわ。中世、ヨーロッパの貴族はふだんは年貢を取って裕福な生活をする一方、いざ戦いとなれば領民を守るために命がけで戦場に赴いたのよ。これぞ高貴な者の義務ノーブルス・オブリッジ！」

　シエラは両足を肩幅の広さにザッと開き、魔法書を持ちながら、両手を顔の前でクロスさせて精神を集中する。動きを止めた彼女を、絶好のチャンスとばかり、サダフが襲った。

「危ない、座堂！　逃げろって言ってるだろ！」

　陣が叫ぶ。サダフは大きな口を開け、空中高く飛びかかる。シエラの目が、カッと開いた。サダフをビシッと指さし、呪じゆ文もんをとなえる。

「砂魔法ラツムール！」

　ザアアッ、と激しい砂すな嵐あらしが起き、サダフの口の中にドドドドッと入りこんだ。陣じんは眉まゆをひそめる。

「いったいどういうつもりだ、砂魔法ラツムールなんかでアークダイモンを眠らせられるわけがないぞ！」

「戦闘能力の無い人間は、せいぜいそうやってわたしのための解説係に徹するがいいわ」

　シエラはさらにサダフに対し、魔法を連発する。

「砂魔法ラツムール！　砂魔法ラツムール！　砂魔法ラツムール！」

『ガフッ！　ガガフッ！』

　サダフは砂を吐き出そうとするが、ものすごい量の砂が口の中に流れこんできて、かなわない。ついに砂の重さで地面に落ち、砂に埋もれて窒息してしまった。

　サダフの動きが止まり、じゅぶじゅぶっと白い泡を吹きあげたかと思うと、ゆっくりと溶けて、消えていった。後に残った砂山に、陣は恐るおそる、近づいてみる。

「……すごい。勝ったのかよ」

「これだけ大量のゴミは、さすがに真珠にできなかったようね。しょせんは食材ということよ、ほほほのほ」

　シエラは勝ち誇って、口に手を当て高らかに笑う。

「おまえ、ほんとに魔神だな」

「何かおっしゃった？」

「さて、あの痴漢野郎を追いかけるか！」

　陣はシエラを先導して、杉林のあいだを、内ない宮くうに向かって駆けて行く。周囲にはちらほらと観光客がいたが、声が届く範囲の人々は、今シエラが使った砂魔法ラツムールの呪文に巻きこまれて、バタバタと倒れ、眠っていた。

「盗みをしちゃいけない、っていうのも十じつ戒かいだったわね。じゃ、あいつも十戒の妖魔アークダイモンなの？」

　走りながら尋ねるシエラに、陣は答える。

「いや。あいつは魔王だ、セーレって名乗ってただろ。ソロモン王に封印された七十二柱の魔王の一人だ。『ソロモンの鎖骨』の書によればトウモロコシ色の長髪の美男子で、グリフォンの翼を持つ銀色の馬に乗り、神出鬼没でどんな物でも盗みだす泥棒貴公子……」

「あれが魔王？　ブラックメタルの歌手、あるいはピエロみたいな格好をしてたわよ」

「とにかく盗みの能力で、あれが欲しいこれが欲しいって願いをかなえてくれるらしい」

「願いをかなえるって、人から盗んでくるんでしょ。どこが貴公子よ、パシリじゃない」

「おまえだって、お金に困ってるなら、セーレに頼めば取ってきてくれるんじゃないか。相手は魔王だから、生いけ贄にえとかささげたり、魂とか売らないといけないかもしれないけど」

「パシリのくせに、自分を貴公子だなんて勘違いしてるヤツとつるむなんて、汚らわしいわ。セレブというものは、まず心の高貴さがなくてはいけないのよ。たとえお金を失っても、プライドだけは捨てない！　それがセレブの心意気よ！」

「武士は食わねど高たか楊よう枝じ？」

「そのことわざは、何となくみみっちいイメージが強いので却下！　とにかく、パシリのくせにセレブを名乗るあいつは許せないわ。セレブ代表として、やっつけてやる！」

　シエラの全身から、怒りのオーラが燃え出ている。シエラの理屈と価値観はいまいちよくわからなかったが、熱くなっているシエラの真剣な横顔は、ちょっと可愛かわいい。

（……って、おっと。聖櫃アークが奪われかけてるってときに、何を考えてるんだ、俺おれは。座ざ堂どうなんかより、ずっと追いつづけてきた聖櫃アークのほうが、俺にとってははるかに大事だろうが！）

　なかば自分に言い聞かせながら、陣じんはブルブルッと首を横に振った。



　陣たちがサダフと戦っているころ、セーレは塀で囲まれた神宮の内部にいた。

　神宮の建物は、全すべて木造だった。高床式にかやぶき屋根、窓は無く板壁が張りめぐらされているという、弥生やよい式しき住居のデザインだ。屋根の上には金色の飾り木が置かれ、板壁の外に欄らん干かんつきの廊下がぐるりと一周している。

　高床式の住居の長辺の真ん中に入り口の扉があり、そこに上がるために木の階段が作られていた。高い塀に囲まれてふだん観光客は見ることのできない内側には、いくつかの建物があり、瓦かわら屋や根ねつきの木造の廊下で結ばれている。階段にも、瓦屋根がつけられていた。

『建物がいくつかあるのだな。どこにあるのか……まあ、ゆっくり探せば良かろう。あの邪魔者どもは、サダフが始末してくれるだろうからな』

　低い声で笑いながら、セーレはゆっくりと屋根つきの階段を上がっていった。扉の鍵かぎは、彼が指を触れるだけで、カチャカチャッと自動的に回って錠がはずれてしまう。

　一番大きな建物の中に入ったセーレは、ガランとした部屋の中に、大き目のテーブルほどの大きさの木の台・御み船ふな代しろがあるのを見た。その上に、直径五十センチほどの寿す司し桶おけのような御み樋ひ代しろが載っている。セーレは御み樋ひ代しろを手に取った。ずしり、と重い。

『これが、あのソロモンの知恵持つ少年が探し当てた聖櫃アークか……！　ずいぶん小さいようだが……これで「あのお方」も喜んでくださるだろう』

　セーレは御み樋ひ代しろを小こ脇わきにかかえ、建物の外に出て銀色の馬にまたがって、舞い上がった。

　内ない宮くうを囲む塀の外までやってきていた陣が、御み樋ひ代しろを抱えて飛びたつセーレを見あげ、息をはずませながら叫んだ。

「ああっ……遅かった、聖櫃アークが！」

　セーレは陣たちに気づいて、空から地上を見下ろし、ニヤッと笑った。

『おや、これは驚いた。生きていたのか……少々見くびっていたな。だが、手遅れだ！』

　セーレは天高く舞いあがる。シエラはそれを見あげて、呪じゆ文もんをとなえた。

「そうはいかないわ、わたしの感謝ゲージの糧となりなさい！　泥魔法トウイーン！」

　だが、セーレの位置は高すぎて、シエラの魔法の有効範囲から外れていた。砂は彼まで届かない。セーレはしばし空中に足をとどめ、陣じんたちを眺めて考えこんでいる。

『どうするか。このついでに、彼らを倒しておくか……だが、万一これが聖櫃アークでなかったとしたら、本物のアークを探すのにソロモンの知恵はまだ必要だし……』

　シエラはそれを見あげて、ムカムカしている。

「何よ、あいつ！　魔法が届かないところで、これ見よがしに！」

「魔法は……届かないか？」

「声が届かなければ効果がないわよ、何度も言ったでしょ？」

「っていうか。魔法だと、届かないわけだよな」

　陣はビシッと上空のセーレを指さし、シエラに命令した。

「座ざ堂どう。あいつに、思いっきり泥魔法トウイーンで泥をぶっかけてやれ」

「届かないわよ？」

「いいから、やれ。五分ぐらい立て続けだ」

「ヤケクソでどうにかなるものじゃないわよ」

「まあ、やってみろって。俺おれを信じろ」

　陣がシエラの目をじっと見つめ、ぴんっと親指を立てる。シエラはきょとんとしていたが、陣のときどきそういう、ぐいぐいっと引っぱって行ってくれるところが頼もしく感じて、でもそれが気恥ずかしく、恥ずかしくなった自分が腹立たしく、真まっ赤かになってぷいっとそっぽを向きながら、わざとつっけんどんに答えた。

「わっ、わかったわよ、やってみてあげるわよ。そのかわり無駄な抵抗だったら、『役立たず』って紙に書いて背中に貼はるからね！」

「基本的な攻撃だが、なんか嫌だな」

「行くわよ、泥魔法トウイーン！」

　シエラはセーレに向かってビシッと指をさす。内ない宮くうの地面がボコボコッと掘られ、泥がセーレに向かって飛んでいったが、ことごとく届かずにボトボトと地面に落ちる。セーレは、怪け訝げんそうに首をかしげた。

『いったい何をしているのだ……？　ソロモンの知恵を持つ賢者だとばかり思っていたが、単にヤケクソになっているだけではないか……？』

　シエラも、ひたすら呪文をとなえつづけて、だんだん疲れてきた。喉のどが痛くて、声がかすれてくる。泥を掘っていった穴はどんどん深くなり、数十メートルほどにもなる。穴の周りには泥の山がいくつもできて、陣もシエラも土ボコリですっかり汚れていた。

「しょ、庶民……こんなことして、いったい何になるわけ？」

　シエラは、ハアハアと肩で息をする。陣じんは穴をのぞきこんで、石を放りこんでみる。

「これぐらい掘っても出てこないってことは、ここは不発だったのかな……」

「な、何のこと？」

　陣が投げこんだ石が「コツン」と音を立てた。その刺激で、周囲の土がゴロゴロゴロ……と揺れ動きはじめた。陣はハッとして、穴から離れる。

「当たった！」

「な、何が？　この音、何なの？」

「いいから！　離れろ！」

　陣はシエラの手を引いて、ダッと逃げだす。その背後で、穴の中からブシューッ、と熱い温泉が吹きだした。沸騰した温泉は水蒸気の圧力で押されて、百数十メートルの高さまで舞いあがり、セーレの位置に達した。シエラは目を輝かせて、噴水を見あげる。

「なるほど、土を掘って温泉を出せば、わたしの呪じゆ文もんよりも高いところまで届くというわけね！　すごいわ庶民、あったまいー！」

『うわっ！』

　セーレは思わず、手で顔をかばう。そのひょうしに御み樋ひ代しろが彼の手から落ちる。

『うっ、しまった……！』

　御み樋ひ代しろは地面にぶつかり、パカーンと割れた。陣とシエラは、愕がく然ぜんとして立ちつくす。

「ア……アークが壊れた」

「前言撤回！　あんな高いところにいるやつを襲ったら、こうなることぐらいわかりそうなものじゃない！　バカバカバカ！」

　降りそそぐ温泉の噴水の中で、シエラは陣の頭をポカポカ叩たたく。空気の中を通っているうちに冷えた噴水は、ほどほどに温かい。陣は腕で頭をかばいながら、シエラに言った。

「お、おい！　こんなことしてる場合じゃない、もっと離れないとビショビショに濡ぬれて風邪ひくぞ！」

　はっ、とシエラは自分の服に目を向ける。メイド服がぐっしょりと濡れ、胸の膨らみに沿ってべったりと貼はりついている。

「きゃー、びしょ濡れー！」

　体にまとわりつくスカートが気持ち悪くて、シエラはお姫様のようにスカートをつまみ上げた。濡れたスカートからボタボタッと水がしたたり落ち、ニーソックスに包まれた脚もぐしょ濡れになって、幾筋もの水が垂れ落ちていた。その何気ない姿が、陣の心の琴線にふれた。鼻の奥が「プチッ」と、小さくはじけるような音を立てたのが聞こえた。

（や、やばっ……！）

　陣はガバッと鼻を押さえ、鼻血を必死に止めようとする。シエラなんかを見て鼻血が出たと思われても、不本意である。というか、すごく恥ずかしい。

　陣じんが必死に鼻を押さえて血を止めようとしていると、境けい内だいの中でものすごい音がした上に噴水が吹きだしたことに気づいて、神主姿の神職たちが数人、慌てて駆けつけてきた。

「いったい何があったんですか！」

「あ……えーと」

　陣とシエラは顔を見合わせる。どこから説明しても、理解してもらえる自信が無かったので、ここは取りあえず、一般人の振りをすることにした。

「よ、よくわからないんですぅ♪　デートの途中で、いきなり爆発音がしてぇー♪」

　シエラが甘ったれた声で答えながら、陣の腕に両手でぎゅっと抱きつく。陣はシエラの突然の行動と、全身濡ぬれていたシエラの姿を思い浮かべてしまい、赤くなってとまどった。が、冷静に考えれば彼女の作戦に乗るのが最善だと思い、話を合わせる。

「そ、そうなんですよ。なんか、天変地異の一種ですかねー？」

「あっ、御み樋ひ代しろがこんなところに！」

　神職たちは、地面に落ちて割れてしまった寿す司し桶おけのような御み樋ひ代しろを、震えながら手に取る。陣は、あまり興味を持っていない風を気取りながら、ドキドキして尋ねた。

「そ……それって、壊れたら、大変なことになるんじゃないんですかね……？」

「もちろん大変だとも！」















　神職たちは割れた御み樋ひ代しろの中から、白い布に包まれた、もう一回り小さい寿す司し桶おけのような容器を取りだす。パカッと開けると、中には銅鏡が入っていた。

「ああ、良かった。さすがに、中身は布で包んでいたから大丈夫のようだ」

「あっ、それ開けちゃだめじゃないですか！」

「おっと！　き、君たち、このことは内緒だからな！」

　神職は、人差し指を唇の前に立てて、シーッと言った。

「御み樋ひ代しろはどうします？　壊れてしまいましたが……」

「そうだな。新しく作り替える次の式年遷宮まで、まだ七年もあるし……困ったな」

「新しく作り替える？」

　陣じんは驚いて、目をぱちくりする。

「御み樋ひ代しろって古いものじゃないんですか？　伊い勢せ神宮の歴史は二千年だと聞きましたが」

「神宮の歴史はそうだが、御み樋ひ代しろは二十年ごとにある式年遷宮のたびに新しいのを作るから、まだ十三年しか経っとらんよ」

「えーっ！」

　陣は、開いた口がふさがらなかった。上空のセーレも、チッと舌打ちをした。

『くそっ、あれはアークではなかったのか。中身も、ただの古い鏡だったし……早まって、あの少年を殺さないでおいて良かった。本物のアークは、どこにあるのだ……？』

　セーレは姿を消した。御み樋ひ代しろを片づけている神職たちを、陣とシエラは呆ぼう然ぜんとして眺めていた。噴きあがる温泉の噴水が、きれいな虹にじを作っていた。

「……無駄足だった、ってことね」

　シエラは、ジト目で陣をにらむ。

「べ、別に、あれが絶対アークだっていうふうには、言ってないだろ。それを確かめに来たわけだし……それに、本物の八や咫た鏡かがみが入ってたわけだから、日本の宝を守れたっていう意味では……」

　陣は、おどおどしながら、なぜか言いわけしてしまう。

「貝に食われそうになって、ドロドロになって、ビショビショになって、そのうえあんな奇妙なやつに裸を見られて……それが全部無駄？」

「感謝ゲージ、思いっきり頑張って上げていくから。それでチャラってことで、な？」

「黄金週間ゴールデンウイークめいっぱい、わたしの召使いとして忠実に仕えてくれなければ、チャラにはならないわよ！　まず、濡ぬれた服のかわりに新しい服を買いに行くので、めんどくさがらずに買い物につきあいなさい！　それから、伊勢志し摩ま鳥と羽ばの観光名所を全部、余すところなく、案内すること！　わかったわね！」

　シエラは怒って、陣をビシッと指さす。陣は肩を落として、はーっとため息をついた。

「俺おれにとっては暗黒週間ブラツクウイークだな……」

　しかし。裏を返せばそれは、シエラが「ゴールデンウィークいっぱい、自分のそばで観光デートに付きあえ」と言っているということなのだが……鈍い陣じんは、気づかない。

「いいから行くわよ！　ついてらっしゃい！」

　何だかんだ言いながら、狙ねらいどおりにことが進んで、シエラはつっけんどんな態度を取りながらも、ちょっと嬉うれしくて頬ほおが赤らんでいた。



　ぺたぺた。ぺたぺたぺた。

　……ぺたぺた。ぺた？

　ぺたっ！　ぺたぺたぺたぺたぺたぺたぺたっっ！

「きゃーきゃーきゃー！　ペリカーン！」

　真新しいワンピースのすそをひるがえして、シエラは子供のように目を輝かせながら、ペリカンを追いかけている。

　嘘うそではない。ペリカンを追いかけている。もちろん舞台はまだ、伊い勢せである。

　シエラの変身をといても、下着は濡ぬれたままだった。そこで新しい下着と服を買って、陣が真っ先に彼女を連れてきたのが、鳥と羽ば水族館である。

　屋内型の水族館としては世界最大級。館内にはブルーの光があふれ、天井からは巨大なクジラの模型が吊つられて、まるで通路を歩いている人間も海の中を遊泳しているかのような錯覚におちいる。ジュゴンやオウムガイなど、他ほかの水族館にはない珍しい動物がいるのも魅力だし、デートコースとしても人気があるのかおしゃれなレストランが併設されているのも魅力である。だが、何よりも陣がここを選んだのは、（水族館ならさすがの座ざ堂どうも、アシカのショーを見るとか、ジュゴンが色とりどりのサンゴの中を泳ぐロマンチックな水槽を見るとか、俺おれにあれこれ命令したりわずらわせたりせず、おとなしくしててくれるだろう。俺もゆっくりそのへんのベンチで腰かけて、休めるという寸法だ）

　という、日曜日のマイホームパパ的な下心からだった。

　しかし、その期待は見事に裏切られた。水族館の落ち着いた雰囲気を楽しむ前に、ちょうどお散歩の時間で通路を歩いていたペリカンに遭遇してしまったからである。なお、さっきぺたぺたぺたぺた言っていたのは、のんびり散歩していたら、追いかけてくるシエラに気づいて、慌てて逃げだしたペリカンの足音である。

「ペリカーン！」

「やめろ座堂！　飼育員さん、すごい目が怒ってる！」

　静かに腰かけて休むどころか、ぺたぺた走りまわるペリカンを追いかけて、ちょろちょろ走りまわるシエラを陣は追いかけて、やっと捕まえたかと思うと、するっと逃げられる。

「うふふふふ。捕まえてごらんなさい。っていうかペリカン、絶対捕まえる！」

「なんで、そんなテンション上がりまくってるんだ？」

　シエラは、ペリカンにひしっと抱きついた。ペリカンは迷惑そうに、じたばたしている。

「ペリカンのくちばしの袋の中には、手紙がいっぱいつまってるのよ」

「いきなりカッ飛ばしてるな。何のアニメ見たんだよ」

「いちど確かめてみたかったの。長年の疑問がこれで解けるわ」

　ペリカンに腕をからめつつ、シエラはくちばしを開こうとして手をかけた。

「ちょっと待て！　今のメルヘンは、本気かよ！」

「ペリカンって大きいのねぇ。あそっか、定形外サイズ？」

「おまえが何を納得しているのか、俺おれにはさっぱり見えん」

「もうっ、嫌がらずに見せてごらんなさい！」

「ブァオッ！」

　ホルンを思いっきり吹いたような音が耳のすぐ横で炸さく裂れつし、シエラは尻しりもちをついた。

「きゃっ！」

「ブァオッ！　ブァオォーッ！」

　ペリカンは大声で鳴きながら羽をバタバタさせ、走って逃げた。シエラは床にぺたんと座っている。

「か……怪獣かと思った」

「動物をいじめるからだ」

　陣じんがたしなめると、シエラは尻もちをついて乱れたスカートのすそを慌ててササッと直し、顔を赤くしながら立ちあがった。

「べ、別にいじめてないわよ」

「飼育員さん、ごめんなさい。こいつガキだから、珍しいところだとはしゃぐんです」

　陣は、目を三角にしている飼育員にぺこりと頭を下げる。その後頭部を、シエラがぽかぽかっとグーで殴った。

「誰だれがガキよ！　庶民のくせに、生意気っ！」

「いてて！　おまえのかわりに、謝ってやったんだろうが！　それに、ペリカンの口の中に手紙が入ってるなんて思ってるのは、ガキだけだ！」

「違うの？」

「ペリカンのくちばしは、魚を入れるんだよ」

「クール宅急便？」

「いや、だから送らないから」

「ペリカンは手紙を届けないの？」

「そうだ。科学的に考えろよな」

「ふーん。そうか……」

　いつになく、シエラがすなおに納得してくれたので、陣じんはホッと胸をなでおろす。シエラは、いつも宿題を使用人にやらせているうえ、テストのときは世界的に著名な占い師にヤマをはらせているので、テストの成績だけはいい。けれどそんな調子だし、世間知らずのお嬢様だということもあって、びっくりするようなことを割と知らない。

「でも、ペリカンが手紙を届けないなら、コウノトリも赤ちゃんを届けないの？」

「当たり前だ。迷信だ、子供だましのお話にすぎん」

「それじゃ、赤ちゃんはどこから来るの？」

　シエラは、陣の顔をじっと見つめて尋ねた。ものすごく本気の目だ。本気で知らないし、本気で知りたいらしい。陣はギクッとする。焦って、全身から嫌な汗が浮いてきた。

「ちょっ……えっ？　あ、赤ちゃん？　な、何でそんな厄介な方向に脱線だ」

　陣はおろおろして、周囲を見回す。どこにも助けてくれる人も、かくれる場所もない。

「あ。赤ちゃんは……」

　陣の全身から、だらだらと脂あぶら汗あせが流れだす。シエラは顔をじっと上げて、真剣な目で陣を見つめている。ついに陣はがくっと首を落とし、しぼり出すような声で答えた。

「……コウノトリが、運んでくるんだ」

「わたしの言ったとおりじゃない」

「そ、そんな話はどうでもいいじゃないか。あっほら、家族にお土産みやげを買っていこう」

　陣はシエラの背中を押して、土産店のほうに連れていく。

「何か、ごまかそうとしてない？」

　シエラはうさんくさそうに、陣をにらんだ。だが土産店の前にくると、シエラはそんな疑惑など、きれいに忘れてしまった。伊い勢せ名物の真珠が、さんぜんと輝いていたからだ。

「わー、真珠がいっぱい！」

「さすが女は、ヒカリモノが好きだな」

「コハダもアジもおいしいわよね」

「それは寿司のヒカリモノだ、といちおう言ってみよう」

「見て！　真珠の宝石箱よ！」

　シエラが喜んで、陣の襟首を引っぱった。陣は首が絞まって、鈍いうめき声を出す。

「悪いが、一面の花畑が邪魔して、真珠が見えない」

「それ、死期が近づいてるのよ」

「誰だれのせいかな。心当たりあるんじゃないか？」

「この宝石箱、こんなにふんだんに真珠を使っていて六百八十万円なら安いわよね」

　シエラが手にしているのは、模造真珠を張り巡らせた、小さなハート型の箱である。

「万要らないから」

「えっ？」

「それ、模造真珠だから」

「こんなに可愛かわいいのに？　っていうことは……たったの六百八十円？」

　シエラは、驚いて目をまんまるっこくする。

「修学旅行、持って行ける小遣いの上限決まってるからな。こういう修学旅行生がたくさん来る所は、百円ぐらいでも買える安いおみやげをちゃんと置いてくれてるんだよ。家族のぶんだけでも、じいさんばあさんイトコまで合わせたら十人以上になるしな」

「よく知ってるわね」

「ま、日本各地、あちこち発掘旅行してるし」

「わたし、営利誘拐を恐れて修学旅行に行かせてもらってないのよ。珍しいわ……」

「修学旅行に行ってない？」

　ふと陣じんは、さっきペリカンを追いかけていたシエラの姿を思いだす。

（そうか……それで、ペリカンが珍しくてテンション上がりまくってたのか。お嬢様ってのも、大変なんだな……）

　陣は、シエラが少しかわいそうになった。いつも猫をかぶっているというのも、考えてみれば、息苦しいだろう……誰だれも知っている人のいない旅先で、せめてのんびり自由に振る舞っているのかもしれない、と思った。

　そんな同情の視線にも気づかず、シエラはお土産みやげ品をせっせと選んでいる。

「この、ペンキで色をつけた貝を組み合わせてラメで飾った置き物って、何に使うの？」

「おまえ、明らかに『自分用のおもちゃ』買ってないか？」

「星砂のびんとか、びんの中に青い水とヨットが入ってるこれは、何の役に立つもの？」

「海のおみやげ、というくくりだ。それ以上は求めるな」

「海あ女ま人形も、用途がわからないし高いけど可愛いわ」

「修学旅行価格に慣れると、座ざ堂どうでも四桁けたを高価と感じるようになるのか」

「あっ……これ！　こんなところにあったのね！」

　シエラが目を輝かせて手にしたのは、フックにかかっていた首飾りだった。模造真珠とも呼べない、ツヤのあるプラスチックの玉が連なり、その先に模造真珠を糸で編んで作った人形がついている。模造真珠を連ねた手足がプランプランしていて、ペンキで描かれたシンプルな顔からは昭和の香りが色濃く漂う。陣は、首をかしげた。

「……何だ、これ？」

「見てわからない？　真珠人形のネックレス」

「いや、それは見ればわかるが。海のおみやげの一環で、よく見るし」

「わたし、十年ぐらいこれを探していたけど、全然見つからなかったのよ。よく見るなら、買っておいてくれれば良かったじゃないの。気がきかない庶民ね」

「俺おれ、ほんの一ヶ月前に入学したところなんだが」

「幼稚園の友達がこれ着けてたのよ。両親と海水浴に行ったお土産みやげとか言ってた。すっごく可愛かわいくて欲しかったんだけど、行きつけのティファニーには売ってなかったのよね」

「思いっきり高級宝石店だからな」

「そっか。こんなところに売ってたんだ……」

「そんなに欲しかったんなら、その友達に、どこの店で買ったか聞けば良かっただろ」

「聞いたわよ、だけど……『シエラちゃんも、お父さんとお母さんに海水浴に連れてってもらったら？』って言われたんだもん」

　シエラは表情をくもらせた。少しすねた、寂しそうな顔を見て、陣じんは胸がドキッとする。

　シエラの両親……ランプの魔神の血を引く父親は、いつも部屋にこもり、魔神の力でせっせとカネを出していた。そのカネを、妻がせっせと使っていた。世界中を飛びまわっている妻を父親が追いかけて、両親が長期間、家を留守にすることも珍しくなかった。シエラを育ててくれたのは両親ではなく、何十人もいるメイドや使用人たちだった……。

　シエラが一人前の魔神にならないかぎり、座ざ堂どう家は破産してしまう。そうなれば、母は父と離婚するかもしれない。家族が本当のバラバラになってしまう……誰だれに対しても傲ごう慢まんで怖いもの知らずのシエラではあったが、それだけが心配の種だった。だから彼女は、陣に少しでもたくさん呼びだしてもらって、一刻も早く一人前の魔神にならなくてはいけないのである。

（お父様お母様といっしょに、ここに来たかったな……）

　寂しくて、シエラはうつむいてしまう。

　ふと「チャラッ……」と、安っぽいプラスチックがこすれあう音がした。シエラが顔を上げると、目の前で陣が、真珠人形のネックレスを手にして、シエラのほうに突きだしていた。人形には、買い物をすませた印の、店のシールが貼はってある。

「やる」

　陣は短くそう言った。相変わらずぶっきらぼうで、目を完全にそらしている。どうも、かなり恥ずかしいらしい。こういう照れ方は、幼稚園男子レベルである。シエラは面食らって、呆ぼう然ぜんとしていたが、陣が自分のために真珠人形を買ってくれたのだということを理解して、ほわんっと頬ほおに赤味がさす。

「か……買ってくれたの？　わたしに？」

　陣は答えず、くるっと背中を向ける。肩をすくめ、背中を丸めて、ちょっと恥ずかしそうにちぢこまっている。シエラは、ドキドキしながらネックレスをかけようとする。だが子供用なので、少し短く、耳に引っかかる。

「あれ……」

　困って、シエラが小さく声をもらす。気づいて陣は振りかえり、少しためらっていたが、赤いムスッとした顔で、シエラの手からネックレスを取った。

「あ」

　シエラの大きな目が、ぱっちりと見開かれた。陣じんは、シエラの首にネックレスをかけてやった。ふわっ、と陣の手がシエラのサイドの髪をなでる。するり、と真珠の粒がサラサラした髪をすりぬけて、彼女の首にかかった。人形が、ゆらゆら揺れている。

　シエラにネックレスをかけた陣は、またクルッと背中を向ける。シエラは頬ほおを赤らめて、首からかけた真珠人形を手に取り、まじまじっと見つめていた。

「あっ、あの……ありがと、庶民。大事にする」

　陣の背中に向かって、シエラは拳こぶしで胸を押さえながら、ちょっと上ずった声で小さく言った。シエラにしてはすなおな感謝のことばに、陣はますます何か居心地が悪いような気持ちになった。

（バカ。そういう態度取られると、自分で自分が恥ずかしくなるだろ。正視できねーし……）

　思わず不慣れなことをしてしまったものの、不慣れゆえ次のアクションをどう取ればいいのかわからず、陣は戸惑っている。シエラはそんな陣の背中をじーっと見ていたが、ふと、スタスタスタッと近づいてきて、いきなり陣の腕にぎゅっと抱きついてきたのだ。

　陣は、心臓が口から飛びだしそうになる。シエラは頬を赤らめ、目を閉じている。

「な、ななななな……何してんだ、おまえ」

「わたしたち、他ほかの人には、デートしてるみたいに見えてるのよね？」

「ま、まあそういう噂うわさもあるが」

「恋人同士に見えてる、ってことよね？」

「そう……かも、しれないが」

　シエラは、陣を見あげた。何か、言おうとしているようだ。つややかな唇が、ぷるん、と動く。陣の心臓は、止まりそうになった。全身が緊張して、こわばってしまう。

『ただいまより、パフォーマンススタジアムにおいてアシカがショーをいたします。観覧されるお客様は、お急ぎください』

　館内放送の声が、その緊張を砕いた。シエラはくるっと別の方を向き、目を輝かせる。

「足あし利かがショーっ？」

「そうそう。足利尊たか氏うじが樽たるに乗ったり、キャッチボールをしたり」

「すごいわ、足利ってショーをするのね。賢いのね」

「どうして話が綺き麗れいに繋つながるのかと思ったら、ボケたんじゃなくて、本気で海驢アシカのことを『アシカガ』だと思ってたんだな」

「これは、見逃すわけには行きますまい！　行くわよ、庶民！」

　シエラは陣の手をぐいっと引っぱり、ぐんぐん走りだす。美少女が長い髪をなびかせて走る姿は廊下にいた観客たちの目を嫌でも引き、振り返らせる。カップルの男すら振りかえって、カノジョに正せい拳けん突づきを食らっていたりする。陣はよろよろと引っぱられながら、

「あ、あの、おい……おまえ、さっき、何か言おうとしてなかったか？」

　と、尋ねた。シエラは陣じんのほうを振りかえらず、

「忘れたわ」

　と、あっさり流す。後ろにいる陣にはわからなかったが、シエラは嬉うれしそうに笑っていた。その首にかけられた、陣に買ってもらった真珠人形のネックレスが、ウキウキと踊るように揺れていた。












二話　追いかけて追いかけて





　ゴールデンウィークまっただ中。町や学校からはひと気が消え、しんと静まりかえっている。

　春はる紗しや学園の男子寮・橘たちばな寮も、寮生はほとんど帰省してしまい、ひっそりしている。寮生がいないのだから食事当番や掃除当番なども無いわけで、休み中に寮で暮らそうと思えば、食糧は食堂かコンビニで調達、風ふ呂ろは銭湯に行くしかない。

「つまり、絶対に外に出てこざるをえないというわけよ……フフフ」

　寮の庭の茂みに隠れて、一眼レフデジカメを構えているのは、生徒会副会長にして高等部二年生の氷ひ室むろ江え利り子こである。前分けのセミロングヘアとメガネが知的な印象で、様々なアルバイトを経験している苦学生でもある。

　ゴールデンウィークだというのに、いい若い娘が茂みの中に一日中ひそんでいるのには、理由がある。説明すると長くなるので、思いっきりはしょると、「江利子は生徒会長の三年生・近衛このえ右う京きようが好き」→「右京は大和撫子やまとなでしこのお嬢様・座ざ堂どうシエラが好き」→「シエラは新あら木き陣じんの部屋にどうも出入りしているらしい」→「その尻尾しつぽをつかんで、傷心の右京を癒いやすのはこの氷室江利子！」とまあ、こんな感じなわけである。

　弟の氷室啓けい太たの情報によれば、陣の両親は家を売り払って海外に考古学の発掘調査に行ってしまったらしい。すなわち、彼はゴールデンウィーク中、この男子寮以外にいるところはない、と江利子は結論づけたのだ。その推理は、思いっきり間違っていたのだが。

「フフフ……今日こそわたしの勝ちよ、座堂シエラ！　女人禁制の男子寮に入りこんでの、不純異性交遊の現場を、ばっちり盗撮してみせてよ。お嬢様ぶったその化けの皮を、このわたしがはがしてさしあげるわ！」

　江利子はすでに勝ち誇った気持ちで、高らかに笑うのだった。

　しかし、待てど暮らせど誰だれも出てこない。夜になっても、寮の部屋は真っ暗である。ただひとつ……灯りがついていたのは、二階の角部屋だ。

「あら？　あの部屋は……？」

　江利子はカメラを望遠にして、部屋を見る。窓辺に、右京の横顔が見えた。すらりとした背、長い髪、整った鼻筋……江利子の頬ほおが、ポッと赤くなる。

「か……会長！　帰省していらっしゃらなかったの？　もしかして、寮の留守番に？　何という責任感、この氷室江利子、ますます尊敬してしまいます！」

　江利子はあたふたとアタッシュケースを開いて、ありったけの望遠レンズをカメラに装着する。このあたり、手際がいいのは、写真館でアルバイトしていたことによるらしい。

　思いっきり望遠すると、右う京きようのどアップが見えた。もう、陣じんの部屋どころではない。

「ああ、今日はいつも邪魔な幹部寮生たちもいないので、お一人でゆっくりと時間を過ごされているのだわ。いつもは剣道着を着ていらっしゃるけれど、本当のプライベートのときは、意外にスウェットスーツでいらっしゃるのね」

「読んでいらっしゃる本の題名は……新に渡と戸べ稲いな造ぞうの『武士道』！　生徒会長という権威ある座にありながら、腐敗も退廃も寄せつけず、常に腹を切る覚悟で凛りんと職務をまっとうされているその責任あるお姿は、まさに侍ですわ！」

「あら、おなかがすかれたのかお食事を……。まあ、会長ともあろう方がコンビニのお寿司、しかも一番安い助すけ六ろくとは！　中途半端な時間に行ってしまって、買うものが無かったんですのね、お気の毒に……。コンビニでバイトしていた経験からすると、深夜に行くと、実は麺めん・パスタ類の補充がありますのよ。お教えさしあげたいけれど、ここで覗のぞき見していることがばれてしまうので……申し訳ありません、会長。今夜は助六で我慢してください。まあわたしは海の苔り巻まきもおいなりさんも好きですけどね」

「次は竹刀の素振り……まさに、文武両道、才色兼備、近衛このえ右京に死角無し、ですわ！　惜しむらくは、着物姿でもろ肌脱いでの素振りではないところですが……取りあえず写真を撮っておきましょう。ってあら、もうメモリーが満杯に……」

　江え利り子こは残念そうにカメラを下ろす。右京も素振りを終えると、電気を消してしまった。

「あら、お風ふ呂ろは？　わたしが気づかないうちに、入られたのかしら……残念。こんなことなら、もっとしっかり見張っておけば良かった。くそぅ」

　すでに、シエラを追うという当初の目的を忘れて、江利子は持参していた寝袋に潜りこんだ。簡易テントと寝袋、それに飯はん盒ごう炊すい爨さんセット一式は、山小屋でアルバイトしていたときに貰もらい受けてきたものである。

「明日は早起きして、コンビニで新しいメモリーカードを買い、何が何でも会長の寝起き顔の写真をゲットしなければ！」

　間違った方向に情熱を燃やしつつ、江利子は眠った。

「おやすみなさい、会長」

　隠し撮りした右京の姿がたっぷり入った、メモリーカードを抱きながら……。



　翌朝、江利子がまだ目覚める前に橘たちばな寮に甲高い声が響いた。

「ちょっと、何してるんですの？　女を待たせるなんて、どういうおつもり？」

　ぎょっ、として江利子は寝袋ごと跳ね起きる。橘寮に女の声がするはずなど、ありえない。しかも寮の玄関に立っているのは、モデルのように豊満な体型と、左の口もとのホクロが大人っぽい、女子寮・桜寮の寮長にして右京のクラスメイト、雅みやび麗れい亜あだったのだ。

（ど、どうしてあの女がここに！）

　江え利り子こは、状況を把握できずプチパニック状態になっていた。私服の麗れい亜あは、前で縛ったヘソ出しシャツにショートパンツにブーツ、というエロアクティブファッションだ。ウエストはきゅっとくびれて、余分な肉などどこにも無い。さらに、信じられない光景が……右う京きようが、橘たちばな寮から出てきたのである。それも、白い炎を描いたブラックメタルふうの黒Ｔシャツにブラックジーンズという、普通の男子のようなファッションだ。

「か、かか、会長……い、いったいその軽けい佻ちよう浮ふ薄はくな格好は……」

　江利子は茂みの枝にかじりつきながら、ドキドキして様子を見ていた。二人が何やら話しているが、よく聞こえない。手近な枝を二本折り、両手でかかげて、擬装しながらゆっくりと近づいていく。

「わたしが待たせたわけではない。きさまが早すぎるのだ」

「当然でしょ、さっさと行かなくちゃ全アトラクションを回りきれないではないの！　昨日、電話でそう約束したはずよ！」

「急せいてはことを仕損じる、と言うぞ。阿あ鼻び叫きよう喚かん絶叫パークは、十時開園だろう」

「とにかく行くのよ！　この日が来るのを、ずっと楽しみにしていたのだから！」

　麗亜が、右京の手をぐいっと引っぱる。江利子はドキッとして、胸を押さえた。

「それはこちらの台詞せりふだぞ、雅みやび」

　右京が微笑ほほえんだ……その瞬間、江利子の目から、せきを切ったように、ドドッと涙があふれてきた。

「あ……あれあれあれ？　どうしちゃったのかしら、わたしの目……」

　江利子は慌てて目を押さえる。けれど涙は止まらない。

（阿鼻叫喚絶叫パークといえば、絶叫マシンがてんこもりで、カップル御ご用よう達たしの遊園地。高校生のデート先としては、あまりにも定番……！）

　シエラを仮想敵にすえている間に、麗亜の侵略を見落としていたのか……と、江利子は肩を落とす。右京と麗亜は寮長同士、反目しあっていたはずである。てっきり麗亜とは敵同士だとばかり思っていた。彼女とつきあうことなど、絶対無いと信じていた。

（で……でも、よく考えてみれば雅さんと会長はお似合いなのだわ。二人とも、成績優秀、眉び目もく秀しゆう麗れい、寮生たちからの人望も厚く、寮長同士話も合うだろうし……）

　何度見ても、キラキラと輝くほどのベストカップルだった。麗亜と比べれば、江利子は何ひとつ勝てるところなどない。どこひとつとっても、とにかく地味だ。堅実な性格がそのまま現れている、地味な髪型、地味なメガネ。知的……と言えば聞こえはいいけれど、（本当は見栄えがパッとしない分を、勉強をがんばって補おうとしているだけ、かもしれない……。けれど、男子が好きなのはやっぱり雅さんや座ざ堂どうさんのような、見た目が良くて華やかな女の子なんだわ……）

　胸が痛んで、苦しくなる。しかし勤労女子高生でもある江え利り子こには、大おお晦日みそかの年賀状の仕分けのアルバイトで培った、不屈の忍耐と根性、という武器がある。

（い……いえ。諦あきらめていてはだめ、自分に華やかさが無いのなら、それをゲットすれば良いのよ！　わたしは努力して勉強してきたのだもの、おしゃれにだって努力できるはずだわ！　会長が雅みやびさんを好きだというなら、雅さんの良いところを盗んでみせる！　座ざ堂どうさんは素顔美人だから努力してもかなわないけれど、雅さんなら半分ぐらいは雰囲気で稼いでいる雰囲気美人だもの！）

　江利子は拳こぶしを握って、雄々しく立ちあがる。右う京きようたちの姿は消えていたが……行く先は、わかっていた。

「阿あ鼻び叫きよう喚かん絶叫パーク！　今日一日、雅さんをじっくり観察させていただきます！」

　もちろん、右京が他ほかの女の子とデートをしているところを見ることになるので、辛いであろうことは覚悟している。悲痛な決意を胸に、江利子は二人を追ったのだった。



　電車を乗りついで、右京と麗れい亜あは阿鼻叫喚絶叫パークに到着した。

　阿鼻叫喚絶叫パーク……それは富士山をのぞむ樹海に作られた、広大な遊園地である。絶叫マシンだらけで、生きては戻れない、とすら言われている。深い緑の中に、富士山を背景にバンジータワーがそびえている。高さ五十メートルはある。ジェットコースターも、最大高八十メートルで、ぐるんぐるんループしている。

「さて。どれから乗りましょうか？」

　麗亜はフリーチケットを唇で軽く噛かみ、右京の顔をのぞきこむように首をかしげる。高校生とは思えないコケティッシュさだが、右京の表情は動かない。

「わたしは、どれからでもかまわぬ」

「あら。わたくしも、どれからでもかまいませんよ」

　乗り物を選びながら歩いている二人の後ろから、何かがついてくる。ペタ、ペタ……と、濡ぬれたような足音に気づき、麗亜はギョッとして振りかえった。

「だ、誰だれっ？」

　後ろにいたのはサンマのぬいぐるみだった。サンマだが、頭がちょんまげになっている。阿鼻叫喚絶叫パークのマスコット「さんまげ」だ。一説には「意味がわからない」「阿鼻叫喚と何の関係もない」「日につ光こう江え戸ど村むらのアレのパクリくさい」「生臭そう」「そもそも可愛かわいくない」などと、あまり評判の良くないさんまげである。その中身は江利子だった。

（フフフ……バイトでぬいぐるみショーをしたこともあるのよ。これなら絶対にわたしだとばれない、二人についていっても怪しまれる心配もない！）

　江利子は悦に入っている。別の意味でものすごく怪しいのだが。

「ど……どうして、ちょんまげのサンマがわたくしたちについてきてるのかしら」

「目を合わせるな。妙な気迫を感じる……」

　麗れい亜あと右う京きようは緊張した表情で、振りかえらずに歩いていった。ふと、目の前に現れたのはバンジー台である。

「あ、これこれ！　これをやってみましょう、近衛このえ君」

「こ、これを……か？　五十メートルぐらい……ないか？」

　バンジー台を見あげて、右京はごくりと息をのむ。麗亜は、ちらりと視線を向けた。

「……怖いのならけっこうですよ、わたくし一人で行きますから」

「に、日本男児の辞書に怖いということばは無い！」

　右京は半なかばヤケクソ気味にそう言って、麗亜とともに、すさまじく高いバンジー台の階段をのぼっていく。バンジーをカップルで飛ぶときには、抱きあって一本のコードで飛ぶのだ。江え利り子この心に、嫉しつ妬との炎がメラメラッと燃えあがった。

「あの女！　一発目からいきなりバンジーですって？　臆おく病びようでか弱い女を演じながら、会長に抱きつくつもりね！　何て計算高いの！」

　江利子・イン・さんまげは、バンジー台のそばの茂みにかくれ、双眼鏡で二人のようすをじっと見ている。バンジー台の上の麗亜と右京は、係員に誘導され、ぴったりと抱き合った。二人いっしょにバンジーロープをつけるためだ。

「すみません、もっとくっついてください」

　係員に指示され、麗亜は右京のほうに近寄った。さんまげが、愕がく然ぜんとする。

（ああっ、あの女！　わたしの会長にそんなにくっついてー！）

　ワイシャツに包まれた麗亜の豊満な胸が、むにょん、と右京のわき腹に押し当てられた。右京はギョッとして、麗亜を見下ろす。麗亜は襟元のボタンを開けているので、押しつけられた胸が鏡かがみ餅もちのようにひしゃげ、両方の胸がくっついて深い谷を作っていた。

「……あ、あんまりくっつくな」

　右京は慌てて上を向く。ぷつぷつぷつっ、とジンマシンが全身に出る。麗亜はニヤッとして、小悪魔のような上目遣いの視線で右京を見つめる。

「くっつかなくてはバンジーができないでしょ？　それともわたくしが怖いのかしら？」

　麗亜は色っぽい目で右京を見つめ、挑発するように、人差し指で彼の顎をなでる。

（あの女ーっ！　ちょっと胸があるからって、わたしの会長にそんな色仕掛けを！）

　さんまげは、嫉妬の炎で今にも焼きサンマになりかけていた。右京は固まりながら、麗亜の肩を押さえて、自分から少しでも引き離そうとする。

「武士道といふは死ぬことと見つけたり！　常に死を覚悟している侍たるわたしに、怖いものなど存在せぬ。ただ、男女七歳にして席を同じうせず、という格言をわたしは重んじているのだ！　このような戯ざれ事ごと、二人でやる必要など無いだろう！」

「何言ってるんですの。二人のほうが重くなって加速がつき、よりスリリングでしょ？」

「加速度は重さに関係ないぞ。ガリレオ・ガリレイがピサの斜塔から、重い玉と軽い玉を同時に落としたら同時に着地した、という実験を知らんのか」

「あら、あの実験は作り話だそうですわよ」

「何っ？　で、では本当はどうなのだ？」

「さあて。それを、わが身で調べてみてはいかが？」

　麗れい亜あはニヤリ、と笑うと右う京きようの体をガシッとつかみ、

「レーッツ、バーンジー！」

　麗亜は、スカッと明るい笑顔を浮かべて余裕の表情で、バンジー台から飛び降りる。

「……っ！」

　右京は、限りなく素……というか、固まっているような表情だ。びょーんびょーんびょーん、とゴムのバンジーロープに引っぱられて、二人は水風船のように上下する。麗亜の大きな胸が、思いっきり慣性の法則にしたがって、ぷるるんっ、ぷるるんっ、と右京の視界の中で大いに揺れる。茂みのかげで、さんまげはカリカリと地面を引っかいた。

（あっ、あの女～！　どうしてデートでいきなりバンジーかと思ったら、自分の胸の豊潤さを見せつけるためだったのね！　なんて計算高い！）

「オホホホホ！　あー楽しかった、少し高度が足りなかったですけどね」

　バンジー台の下のマットに着地して、ロープを外されながら麗亜は笑う。右京は真まっ青さおな顔をして、少し足元がふらついていたが、

「そ、そうだな。ちっとも怖くないぞ、つまらんぞ」

　と、ロボットのように硬い声でつぶやいていた。



　次に、急流すべり。ぷかりぷかり、とのんびり流れていく丸木舟の、前に麗亜、後ろに右京が乗っている。その後ろからひたひたと、さんまげが乗った丸木舟が迫る。

（また、デートらしからぬ妙な選択を……。ここの急流すべりは、落差三十メートル、最大勾こう配ばい六十度のモンスター級らしいのに。デートなら、ボートとかそういう、もっと平和的でいちゃつけるものに乗るものではないかしら？）

　さんまげの心に疑念がうずまく。麗亜は、後ろに乗っている右京に声をかけた。

「今ならまだ、そこの非常階段から逃げられてよ？」

「余計な世話だ。きさまこそ、逃げたければ逃げて良いのだぞ」

　後ろにいるさんまげには、二人が話をしていることはわかるのだが、水の音が邪魔で、何を話しているのかわからない。やがて、右京たちの丸木舟が斜面を一気に滑り降りた。

「キャッホー！」

　麗亜は基本にのっとり両手を上げる。右京は、相変わらず無言で固まっている。斜面を下りきると、丸木舟が着水し、ドザアッ、とすさまじい水しぶきが上がった。

「あはははは、ずぶ濡ぬれだわ」

　麗れい亜あは明るい笑い声を立てながら、丸木舟からプラットホームの上に降りる。右う京きようは、また少しよろよろしているようだ。

「大丈夫かしら？　次の乗り物に行っても？」

「も、もちろんだ。当然だ。当たり前だ」

　右京はそう答えるが、目はかなり泳いでいる。

　急流の上までやってきたさんまげは、プラットホームを見て愕がく然ぜんとした。頭から水を浴びた麗亜は、髪も服もずぶ濡れになっている。服が体にくっついて豊かな胸の谷間のラインをあらわにし、レースの下着が透けて見えている。さんまげは、怒り心頭に発した。

（そ、そういうことか！　会長を誘惑するために、わざとずぶ濡れになるこの急流すべりを選んだのね！　何とあざとい！）

　怒りがさんまげの胸の中に膨れあがるが、同時に、冷静に分析している自分もいる。

（でも……男の人は、それぐらいあざといほうが好きなのかも？　そうよ、フェロモンも、出さなくては気づかれないわ！）

　その瞬間、ガクン、と衝撃があり、さんまげの丸木舟が急流をすべり始めた。

「やっ、ちょっと……高い高い高い高い！　速い速い速い速い！　怖い怖い怖……キャーッ！」















　ほとんど垂直落下のような角度とスピードに、さんまげは悲鳴を上げた。プラットホームにフラフラしながら立っていた右う京きようが、ハッと顔を上げる。出口に向かっていた麗れい亜あが、怪け訝げんそうに振りかえった。

「どうかして？　次に行きますよ」

「今、聞き覚えのある声が聞こえたような……」

　そのときはすでに、さんまげの丸木舟は水につっこんでおり、上にいるさんまげの姿はすさまじい水しぶきにかくれて見えなかった。麗亜は、ふんと鼻で笑う。

「行きたくないなら、そうおっしゃれば？　リタイアして逃げてもかまいませんよ」

「だ、誰だれが……！　どんどん次に行こうではないか！」

　右京はむきになって、ドカドカと出口から出ていった。麗亜はニヤニヤしながら後を追う。ずぶ濡ぬれになり、魂も半分ほど抜けかけたさんまげがプラットホームに上がったときには、二人の姿はもうなかった。

　さんまげは、恐怖と、水に濡れた寒さに、カチカチカチカチ震えていた。

（こ……怖すぎ！　デート用には、女の子がキャーとか余裕ぶっこきながら男の子に抱きつけるていどの難易度でないと無理！）

　さんまげはばくばくする心臓を押さえつつ、右京たちを追いかける。

　彼らは急流すべりを出て、歩いていた。麗亜はへっちゃらな顔で歩きながら、うーんと片手を上げてのびをする。濡れていた服も、じょじょに乾き始めている。

「急流すべり、けっこう面白かったのではなくて？」

「フッ、何ヲ。ウルサクワメイテ、ミットモナイ」

「何か、表情も台詞せりふも硬いんですけど？　あと、右手と右足が同時に出てるわよ」

「き、着物のときには着崩れを防ぐため、同じほうの手足を同時に出すのだ！　ここここここのわたしが、これしきの乗り物に動じると思うか！」

「今日は洋服ですが？」

「とっ、とにかく！　ギャーギャー騒いでいたきさまのほうが、臆おく病びよう者ものということだ！」

　右京は麗亜をビシッと指さす。麗亜は面白くなさそうに唇を尖とがらせて、小高くなった場所にある四階建ての建物を指さした。

「それじゃあ、次はアレ行ってみましょうか」

「……何だ、あれは？」

　右京は不審そうに眉まゆをひそめて目をこらす。後ろにいたさんまげは愕がく然ぜんとした。

（あっ、あれは阿あ鼻び叫きよう喚かん絶叫パーク名物、ギネスにも認定された超巨大お化け屋敷！　本物の廃校を移築してきて、本物の人間が脅かすリアル学校の怪談！　っていうか、半分ぐらいもともとの学校についてた『本物』が混じっているけれど、人件費がかからずにお客を脅かせるのでそのまま放置してあるという噂うわさの……！　な、なんでこの人たちはデートだというのに、こんな心身を消耗するようなアトラクションばかり選ぶわけっ？）

　右う京きようは、ごくりと息をのむ。

「お化け屋敷だと……あんなに大きな？」

「入り口から出口まで二キロ。怖いなら、リタイアしていいですけど？」

「だ、誰だれが！　きさまこそ、途中で泣き出して、お化けに非常口から連れだされぬよう気をつけろ！」

　売り言葉に買い言葉で、右京はどなった。

（えぇーっ！　行くですかっ、あのお化け屋敷に！）

　さんまげは震えあがる。



　実を言えば、江え利り子こは夏場、お化け屋敷の幽霊のバイトをしていたことがあった。

　ところが、バイトが終わって日当を貰もらうとき、何度数えても「封筒が一枚余る」というできごとが続いたのである。つまり、お化け屋敷の中で誰かがいなくなっているのだ。でも誰がいなくなったのか、誰にもわからない。江利子も、どうしても思い出せなかった。

　毎日一人ずつ減ってゆき、ついにある日、残るバイトが江利子だけになってしまった。

　明日バイトをすれば、消えるのは確実に自分だ……そう思った江利子は、翌日、バイトを無断欠勤した。雇い主から何度も何度も電話があったが、留守電にしたまま、出なかった。

　翌日、江利子はどうなっただろうと思ってお化け屋敷に行ってみた。すると、そこはお化け屋敷など無い、ただの空き地だった。通りかかった人に聞くと、そこは昔墓地だった、という。それでは、自分が働いていたあのお化け屋敷は？　消えたバイトたちはどこへ連れて行かれたのだろうか？　そして「もしきのう、あのままバイトに行っていたら、わたしはどうなっていたのでしょうか……ゴゴゴゴゴ」状態である。

　江利子は慌てて家に帰り、留守電を再生してみた。雇い主から何度もかかってきた呼び出しの電話である。震える指で、恐る恐る再生ボタンを押すと、電話からは、低いうめき声が聞こえてきた。うぅ～……うぅ～……。来い……いっしょに来い……いっしょに……。

「おまえだーっ！」

　さんまげが空を指して叫ぶ。周囲にいたカップルたちが、びくうっとしてのけぞった。さんまげはハッと我にかえり、アセアセと額の汗をぬぐった。

（し、しまった。ついうっかり、文脈上脈絡なく、いきなり『わーっ！』とか『おまえだーっ！』とか叫んで安直に脅かすという、幼稚なオチでシメてしまったわ。それ以前に、うっかり、きれいな短編にまとまった怪談をフルコーラスで回想してしまった……。要するに、そういうわけで、わたしはお化け屋敷が苦手なのよ！）

　その結論を導きだすまでに、ずいぶん長い遠回りをしたものだが。取りあえず、右京たちがお化け屋敷に入っていくのを横目で眺めつつ、これは外で待っておこう、とさんまげは出口の横のベンチによっこらしょと座った。

　しかし……出口から出てくるカップルは皆、べったりとくっついている。

「あぁ～ん、怖かったぁ♪」

「だいじょうぶだって。マリマリの事は俺おれが守ってやるっつったろ♪」

「きゃあん♪　ヒロヒロって、頼もしぃ～ん♪」

「ははは。マリマリは可愛かわいいなあ♪　こーいつぅ～♪　つんつん♪」

「やぁだヒロヒロ～♪　仕返しだぞっ、つんつん♪」

「つんつん♪」

「つんつん♪」

「つんつくつん♪」

　ちちくりあっているカップルを前にして、さんまげの背からゴゴゴゴゴ……と炎のようなオーラが上がった。さんまげはダッと立ちあがり、ちゃぶ台返しの勢いで、ベンチを引っくり返す。

「ガー！　イチャイチャするなー！」

「キャー！　サンマが荒れてるー！」

　いちゃついていたカップルは、慌てて逃げだした。さんまげはヒレで胸を押さえ、ドキドキしながらお化け屋敷を振りかえって、ごくりと息をのむ。

「……ま、まさか。会長と雅みやびさんも……」

　お化け屋敷の中で、先ほどのカップルのようにいちゃついている二人を想像してしまい、さんまげはいてもたってもいられなくなって、お化け屋敷の中に駆けこんでいった。



　お化け屋敷の中では、警備員の格好をした血まみれのゾンビが、ゆらゆらしながら歩きまわっていた。

「ウォォ～……。ウォォ～……」

　低い声で、ゾンビがうなる。そこに、すさまじいスピードでドドドドドッと走ってきたさんまげが、必死の様相でゾンビの胸ぐらをつかみあげた。

「ちょっと！　ここに、髪が長くて背が高くて目元涼しく鼻筋の通った美形の若者と、美人だけど性格悪そうで俗っぽい下品な女、こなかった？」

「ウォォ～……」

「返事は『はい』か『いいえ』でしょ！　親のしつけがなってないわね！」

「お化け屋敷では、お客を不愉快にしないよう、お化けはお客様にさわったり言葉をしゃべってはだめなんですが。あと、その二人なら十分ほど前にここを通過しましたよ」

「十分ほど前ね！」

「あの二人の知り合いなら、ちょっと注意しといてくれませんか？　あの女の子のほう、先週も来たんだけど、フリーチケットなのをいいことに一日中何度も何度もお化け屋敷をグルグルされて……。こっちも客がいると、人員不足の関係上、いちいちお化け屋敷の中を走り回って何ヶ所かで脅さないといけないんで……」

　ゾンビの愚痴の途中だったが、さんまげは聞く耳無くゾンビを突き飛ばして、

「わかったわ！」

　と、走っていく。突き飛ばされたゾンビを、他ほかのゾンビが助け起こした。

「さんまげはいったい、何をしてるんだ？」

「さあ……」

　呆あきれて見送るゾンビたちを背に、さんまげは校舎の中をぶっちぎって走る。

「ウガー！」

　給食室の大鍋なべで人間をゆでていた、給食のおばさんの服装をしたゾンビが、出刃包丁を振り上げて襲ってきたが、さんまげの胸ビレアタックで倒される。

「キシャー！」

　理科室では骨格標本や人体模型などが飛びだしてきたが、さんまげの尻しりビレキックで粉粉に打ち砕かれる。

「ドッギャアアアア！」

　音楽室では、ベートーベンやモーツァルトらが額縁から抜けだし、楽器を振り上げて襲ってきたものの、

「邪魔するなー！」

　さんまげは「自動演奏する血まみれのグランドピアノ」を振りあげ、襲いくる作曲家たちを次々になぎ払う。

（このデート、黙って見守るだけのつもりだったけど……耐えられない！　会長と雅みやびさんがさっきのカップルみたいにいちゃつくなんて、絶対許せない！　何が何でも阻止しなくては！）

　倒れてエクトプラズムが出かけている作曲家たちを後に、さんまげは走りつづけた。暴れているうちに着ぐるみが破けはじめ、中身の江え利り子この姿がちらちらと見えはじめていた。



　そのころ、右う京きようと麗れい亜あは出口に近づいていた。右京は真まっ青さおな顔をしてガタガタ震えていたが、麗亜は平気な顔で高笑いする。

「オホホホホ！　口ほどにも無さそうですわね、こんな作り物のお化けが怖いとは」

「う、うるさい黙れ！　誰だれも怖いとは言っておらぬ！」

「でも先ほど視聴覚室で呪のろいのビデオがかかった瞬間、悲鳴をかみ殺していましたが？」

「あ、あれはしゃっくりだ！」

「ホホホ……ま、そういうことにしておきましょうか。では、もう一周いたします？」

「も、もう一周？」

　右う京きようの顔が引きつった。にやり、と麗れい亜あはしたたかな笑みを浮かべる。

「そうですよ。怖くないのなら、ヘッチャラピーでしょう？」

「うぐぐ……」

　右京のこめかみが、ピクピクする。麗亜は目を細めて、ニヤッとした。

（ふふふ……わたしは、すでに先週さんざっぱら予行演習をして、どこでどのお化けが出てくるのか全すべて把握しているのよ。二周目でも、お化けが出てくるタイミングに合わせて脅かして、今度こそドロップアウトさせてさしあげてよ……）

　突然、ドドドドド……と、お化け屋敷が揺れた。

「なっ、何っ？」

「地震かっ？」

　麗亜と右京はギョッとして周囲を見回した。次の瞬間、麗亜の背後の壁がボコッと崩れて、白い腕が伸びてきた。

「ガーッ！」

「きゃあああああ！」

　腕は麗亜の髪をつかんだ。麗亜は絶叫し、前後不覚におちいってお化け屋敷を飛びだす。

　右京は、麗亜のその取り乱しようにむしろびっくりして、呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。崩れた壁が、パタンと倒れる。木材にベニヤ板を張っただけのしろものだ。ぼろぼろに破れたさんまげの着ぐるみを引っかけた江え利り子こが、壁と一緒に倒れてきた。

「きゃっ！　メガネメガネ……」

　暗い中で疾走しすぎて、壁に激突してしまったのだ。近眼の上にお化け屋敷の中は薄暗いので、メガネが無いと江利子は何も見えない。必死に手探りしている江利子を、右京は驚いた顔で見下ろしていたが、自分の足元にメガネが転がっているのを見つけると、拾いあげて江利子に手渡した。

「ここだ」

「あっ、どうもご親切に、どこのどなたか存じませんがありがとうございます」

　丁寧に礼を言いながら、江利子はメガネをかける。ぼんやりした視界がクリアになった瞬間、そこに右京の姿を見つけて、江利子は心臓が口から飛びでるほどびっくりした。

「かっ……かか、会長っ！」

　江利子はあたふたする。

（ま、まさか尾行していたなどとばれるわけにはいかないわ。会長のまっすぐな性格では、尾行のような陰湿な行動は嫌われてしまうにちがいない……けれど、この状況では言いわけしようもないし。まさか、壁を突き破って会長に鉢合わせしてしまうなんて……！）

　パニックを起こしかけている江利子は、麗亜がいなくなっていることにも気づかない。

「す、すみません、会長。こ、これには理わ由けが……」

　真まっ赤かになって焦って、かなり困っている江え利り子この様子を見て、ふと、右う京きようは優しくほほえみ、彼女の肩をポンポンと二回叩たたいた。

「ここでは落ちついて話ができん。何か飲もう、わたしがおごる」

「えっ……」

　ドクン、と江利子の心臓が跳ね上がる。右京とは生徒会室でいつも顔を合わせているが、外でいっしょにお茶するなどということは一度もなかったのだ。

　破壊され、引っかきまわされたお化け屋敷の中で、お化け役の役者たちが騒いでいるのを後にして、二人は少し離れたカフェテラスに移動した。



　白いテーブルに、カラフルなパラソルが刺さっている。白い椅い子すに腰かけて、江利子はカチンコチンに緊張していた。

　二人の前に、カフェテラスの女店員がコーヒーとオレンジジュースを置く。右京はコーヒーをブラックで飲み、破れたさんまげの着ぐるみを着ている江利子に話しかけた。

「ゴールデンウィーク中まで……偉いな、副会長」

「えっ？」

　なぜ誉ほめられるのかわからず、江利子は目をぱちくりとする。

「マスコットのアルバイトをしていたのだろう。女子には恥ずかしいものだろうが、恥じることなどないぞ。弟の学費のために、身を粉こにして働くというのは、実に立派だ。おまえのそういうところを、わたしはいつも尊敬している」

「え……あ！」

　江利子は、破れた着ぐるみ姿の自分に視線を落とす。どうやら右京は、都合よく勘違いしてくれているようだ。慌てて、江利子はこくこくっとうなずき、話を合わせる。

「そ、そうなんです。まさか会長にお会いするなんて、ものすごい偶然です！」

　と、江利子は白々しくすっとぼける。右京は、心配そうに彼女に尋ねた。

「氷ひ室むろ啓けい太たは優秀な寮生なので、寮費は免除したのだが……ゴールデンウィークにアルバイトをせねばならんほど、まだ経済状況が苦しいのか？」

「あっ……い、いえ、そうではないんです」

　プルプルプルッと江利子は手を顔の前で振る。

「そ、それより会長はお一人で？」

　自分から話をそらそうとして、江利子はとぼけながら右京に尋ねる。右京は、麗れい亜あが逃げていったほうに視線を向けて、フッと笑った。

「いや。女子寮の寮長といっしょだった……挑戦状を叩きつけられてな」

「挑戦状？」

　意外なことばに、江え利り子こは目が点になる。

「ラブレター……の間違いじゃないんですか？」

「あの女が、なぜわたしに恋文なぞ渡さなくてはならん？」

「というか……挑戦状で、なぜ遊園地に」

「男子寮対女子寮の戦いは、座ざ堂どうシエラの働きで女子寮の勝利に終わった。だが、座堂は女子寮の寮生ではない。すなわち、わたしと雅みやびの戦いに、正式には決着がついていないのだ。そこで、遊園地で乗り放題のフリーチケットを買い、絶叫マシンに片っ端から乗って度胸試しをしないかと、彼女のほうから持ちかけてきたのだ」

「度胸試し？　遊園地で、ですか？」

　デートにしては、絶叫マシンにばかり乗るのはおかしいと思っていたが、そういうことだったのか、と江利子は納得する。先ほど、警備員のゾンビたちが言っていたことを、江利子は思いだした。あのときには、気にもとめず聞き過ごしていたが……。

「そ、そうか。彼女は会長に勝つために、先にこの遊園地で下調べしていたのだわ！」

「そのようだな……このお化け屋敷で、一気にわたしをつぶすつもりだったのだろう。怪物が出てくるタイミングを彼女は熟知していたようで、奇妙だと思っていたのだ。熟知していると自負しすぎるあまり、予定外のおまえの登場に肝を冷やしたということだろう……おかげで、この戦いはわたしの勝ちということで決着がついた」

「会長のお役に立てたのでしたら、光栄です」

　江利子は心からそう言った。そして、デートが自分の勘違いだったということに、ホッとした。右う京きようは、着心地が悪そうに、Ｔシャツの襟元を引っぱる。

「乗り物に乗るので、動きやすく引っかかったりしないような服装を、と言われて実家から送られて来た洋服を着てみたのだが、どうにも着慣れぬ、不快きわまりない。寮に帰って着替えるか……」

「もうお帰りになるんですか？」

　ドクン、と江利子の心臓が鳴った。

　右京と麗れい亜あはデートではなかった。そして今、自分と右京が同じ遊園地にいる。麗亜のことは好きになれないが、学んだこともある。彼女が右京を誘惑しようとしているというのは、江利子の勘違いだったのではあるが……。

（でも雅さんのようにフェロモンも少しぐらい出さなくては、身持ち硬く殻の中に閉じこもっているばかりでは、伝えたくても伝わらないかも。わたしが会長を好きだというアピールを何かしなくては、気持ちが伝わるはずもないわ）

　しかし、男女七歳にして席を同じうせず、の右京に、あまりあからさまに伝えても、戸惑われるか軽けい蔑べつされるか、困惑されるかもしれない。

（それでは、今までのような会長・副会長の関係が崩れてしまう。どうすればいいの？）

　江え利り子こはドキドキと動どう悸きが早く打ち、心臓が破裂しそうだった。ぎりぎりの勇気を出して、江利子は声をしぼり出す。

「あ、あの、会長……」

　右う京きようが、江利子に視線を向ける。涼しいその目に、江利子はますます緊張する。

「……せっかく、乗り放題のチケットを買ったのですから、度胸試しの競争だけではもったいなくありませんか？」

　江利子は早鐘のように打つ胸を、苦しげに手で押さえる。右京は少しだけ首をかしげた。

「もったいない？」

「だから……閉園まで、乗り物を楽しまれてはどうかと」

　そう言うのが精一杯だった。どうしても、告白することはできなかった。

（ああっ、わたしってやっぱりダメ！　たとえ雅みやびさんがいてもいなくても、同じだわ！）

　自分で自分がふがいなく、江利子は顔を覆ってしまう。

　右京は、不思議そうな顔でそんな江利子を見ていたが、ふと、

「いい考えだ、が……男が一人で遊園地の乗り物に乗っている姿は、恥ずかしくないか？　それに、わたしはあまりこういうところに来たことがないので、よくわからないのだ」

　と、言った。江利子が顔を上げると、右京は温かい目で微笑ほほえんでいた。

「おまえがいっしょに乗ってくれるなら、それもできるだろうと思うのだが」

「え……わ、わたしが会長といっしょに？」

　江利子は目の前がチカチカした。本当は、自分が右京にそう言いたかった。信じられない、右京のことばだった。

「それとも、わたしとでは嫌か」

「い……いえ！　まさかそんな！」

　ブルブルブルッ、と江利子は首を横に振る。

「ではまず、何に乗る？　わたしにはわからないので、おまえが乗りたいものにしよう」

「わ、わたしが乗りたいものでいいんですか？」

　あせあせ、と江利子は周囲を見回す。

　日が傾いて金色に染まりはじめた空を背に、そびえる大きな観覧車が見えた。どちらかといえば、地味な乗り物であるところの観覧車。けれど、江利子は派手な絶叫系の乗り物よりも、その地味なところが好きである。

（何よりカップル御ご用よう達たしといえば観覧車！　誰だれの手もとどかない密室で二人っきり……）

　ドキドキしつつも、ここで勇気を出さないと後悔すると思った。右京はあまり遊園地に来ない、とさっき言っていたのだから、これが最初で最後のチャンスかもしれないと。

「あ……あの、観覧車に乗って、いいですか？」

　おずおずと、江利子が尋ねる。ドクン、ドクンと心臓が鳴る。祈るような気持ちだった。

（もともとあんまりツイてないわたしだけど、一生分の運を使いきってもいいから、神様お願いします！　どうか会長といっしょに観覧車に乗れますように……！）

　硬く目をつぶって、必死のオーラを出している江え利り子こに、右う京きようはちょっととまどっていた。遠い観覧車のほうに目をやって、静かな瞳ひとみで、

「……ああ。いいな」

　と、答える。江利子は、信じられなくて嬉うれしくて照れくさくて、頬ほおを赤く染めた。



　が……ドキドキ、でもかなりワクワクしながら江利子が観覧車の列に並んで、いざ乗りこもうとしたとき。係員が無情にも、

「あっすみませーん、混こんでるので相席でいいですか？」

　と、言った。愕がく然ぜんとしていると、右京があっさり答えてしまう。

「ああ、構わんが」

（えぇーっ！）

　江利子は愕然とした。しかも、六人乗りの大型ゴンドラの中で、自分たち以外は小学生以下の四人兄弟である。きゃいきゃい、ドタバタとゴンドラの中で大騒ぎしている。

「きゃっほー、たかいたかい！」

「このおにいちゃん、毛ぇーながい！　おんなのこみたい！」

「わーい、おれにもひっぱらせろー！」

「みちゅあみにちてもいい？」

　江利子はがっくりと、うなだれていた。

（ああ……ほんとにさっきので、一生分の運を使いきってしまったんだわ。ちょっとぐらい、残しておけばよかった……）

　右京は三つ編みをされながら、じっと黙って、子供たちを見ている。江利子はおそるおそる、右京に言った。

「す、すみません。何か落ちつかなくて……」

「別に、わたしはこれぐらいのほうが落ちつけるが」

　右京は、座席の上で後ろすわりをしたり、窓ガラスに取りついて景色を見ながら騒いでいる子供たちに視線を向けながら、涼しい顔で言う。

「万まん葉よう集しゆうにも『しろがねもくがねも玉も何せむにまされる宝子にしかめやも』とある。子供を大事にするのは日本古来の精神、伝統を重んじる和の心だ。それに親しん戚せきの子供が多いので、子供には慣れている」

「でも、こんな地味で退屈な乗り物につきあっていただいた上に……」

「たしかに地味で退屈かもしれないが」

　と、右京はどこまでも遠慮がちな江利子のことばを途中でさえぎる。

「スリルを求める派手な乗り物は、わたしには合わぬ。こういう昔ながらの、堅実で落ちついた乗り物のほうが、わたしの好みには合っている」

「え……」

　江え利り子こはドキッとして、右う京きように目を向ける。自分が思っていたのと同じことを彼が言ったのでドキッとしたのか……それとも自分のことを言われているようでドキッとしたのか。

（いや、これが暗あん喩ゆというのはわたしの考えすぎ、思いあがり、むしろストーカー的妄想！　身のほどをわきまえなさい、江利子！）

　あくまで江利子は、自分を押さえつけようとする。けれどやっぱり聞いてみたい。右京がシエラのことをどう思っているのか。そして、自分のことをどう思っているのか……。

「あ、あの、会長」

　上ずった声で尋ねようとしたとき、ゴンドラが頂点に達し、窓ごしにオレンジ色の光がパアッとさしこんできた。右京が、パッと窓の外に視線を向ける。

「ああ、富士山が見えるぞ」

「えっ、どこどこー！」

　子供たちが嬌きよう声せいを上げながら、窓にべたっとはりつく。三つ編みになった右京は窓の外を指さしながら、嫌な顔ひとつせず子供たちの相手をしている。

「そら、ジェットコースターの右のほうだ」















「わかんなーい！」

「あっ、あったあったー！」

　夕ゆう陽ひをあびてあかね色に染まる右う京きようの横顔は、いつもの厳しい表情とはどことなく違って見える。温かさや、やわらかさを感じさせる。

（うん……今日は聞かなくていいわ。この空気を台無しにしちゃうかもしれない……）

　観覧車が地上に着くまで、あと五分ほど。子供たちが騒いでいる声、相手をしている右京の優しい声、そしてその場にいっしょにいる自分が……江え利り子こが幼いころの、両親や弟と観覧車に乗ったときの思い出と重ねあわされて、まるで自分と右京が結婚して子供を持ったような錯覚に陥る。江利子の胸は、切ないほどの幸福感にきゅーんと締めつけられた。

（何だかんだ心配したけれど、そういえば座ざ堂どうシエラの張りこみのこともコロッと忘れてたけど、結果的に、会長と観覧車に乗れて良かった……。髪型はちょっと変だけど……）

　ほんのわずかな間だけ、この架空の時間を楽しもう、と江利子は思った。子供に囲まれている三つ編みの右京を見つめる江利子の顔も夕陽に染まって、幸せそうに赤らんでいた。



　そのころ、麗れい亜あは遊園地の案内所に駆けこんで、

「ほんとです！　お化け屋敷に、ほんとうに幽霊がいたんです！」

　と、必死に訴えては、案内係たちに、

「はいはい、うちのお化け屋敷リアルですからね。でも、それ全部、役者ですからね」

　と、苦笑されながらたしなめられていた。

「違います、何度も行ったからお化けの出る位置は全部覚えてるんです！」

「あー、何度も来てる女の子がいるって役者さんたちが言ってたのは君か。そんなオカルト趣味だから、変な妄想を見ちゃうんですよ」

「ほんとなんですったらー！」

　観覧車が平和に回る園内に、麗亜の叫びが響きわたっていた。












三話　家庭科部破壊王決定戦！





　ゴールデンウィークが明けると、急に日差しが強くなる。

　放課後の刺すような日差しの下、春はる紗しや学園の中庭の木陰でいつもの「お茶会」を開きながら、座ざ堂どうシエラは退屈していた。女生徒たちが詩を朗読する声もろくろく耳に入らない。

『庶民へ。最近わたしを呼びだしてないけどどうなってるの？ 』

『呼びだしなさいって言ってるでしょ？ 』

『ちょっと庶民！　返信ぐらいしたっていいでしょっ？ 』

「……シエラ様。シエラ様、どうかなさいましたか？」

　女生徒のひとりが、心配そうに声をかける。シエラは、ハッとして顔を上げた。携帯メールを一心不乱に打ちすぎたようだ。焦って、やや口もとの引きつった笑みを浮かべながら、シエラはせいいっぱい、いつもの猫をかぶって、上品さをよそおう。

「え……っ。あ、い、いえ。何でもありませんのよ、おほほ」

「でも、すごく鋭い表情をしていらっしゃいましたので……もしかしたら何かよからぬメールが来たのかと、心配でしたの」

　お茶会に集まった女子はみんなお嬢様っぽい娘こばかりで、真剣に心配していたらしく、他ほかの女生徒もうんうんとうなずいた。

「いえ、ほんとにだいじょうぶですの。おほほほほ。おほほほほ」

　怪しまれまいと意識しすぎると、逆に緊張して、笑い声が思いっきり硬くなってしまう。笑顔の下でこめかみに青筋を立てながら、シエラの胸は新あら木き陣じんへの怒りに燃える。

『庶民のやつ……おかげで、変な目で見られたじゃない！　ほんと、何やってるのよ！』

　陣に呼びだされなければ、ランプの魔神としての感謝ゲージが上がらない。つまり、いつまでもシエラは、一人前のランプの魔神に成長することはできないわけだ。しかし、陣はなかなかシエラを呼びだそうとしない。ランプが盗まれないよう常に身につけていろ、そして他人の目が無くなったらすぐ呼びだして回数を稼げ、と命令しているというのに。

『どうして、こんな可愛かわいいわたしを呼びださずにいられるのか聞きたいものね。むしろ、小一時間問い詰めたい勢いね。催促しても、うんともすんとも返事が無いとは……このわたしを無視しているわけなのねそうなのね。庶民のぶんざいで、上等じゃないの！』

　携帯電話を握るシエラの手が、怒りと悔しさにプルプルと震える。携帯電話がミシミシッとひび割れはじめ、周囲でようすを見ていた女子たちが、怯おびえてざわざわしはじめた。

『それなら、無視できないようにしてやるわ。あいつの弱点はわかっているのよ……』

　シエラの目が、ぎらりと光った。女生徒たちが、おどおどと遠慮がちに声をかける。

「あ、あの。シエラ様、ほんとにだいじょうぶですか？」

「ええ、だいじょうぶですとも。『おほほほほ』」

　貼はりつけたように不自然な笑い声を立てるシエラの目は、笑っていなかった。女生徒たちは、不安そうに顔を見合わせていた。



　ぞくり。

　春はる紗しや学園図書館で本を読んでいた陣じんは、背筋にかき氷を流しこまれたかのような悪寒を感じて、震えあがった。

「おかしい。妙な殺気を感じたのだが……」

　ひと気の無い放課後の図書館で、陣が読んでいるのは、日本の歴史に関する本である。何冊も机の上に広げ、その何倍もの本を積み上げていた。

　伊い勢せ志し摩まで陣は、自分が楔くさび形がた文字で書かれたメソポタミアの歴史に詳しいほどには、日本の歴史のことを知らないことにようやく気づいた。聖櫃アークが日本にあるという確信は今も変わっていないが、日本の中のどこにあるかは、日本の歴史を知らなければ手も足も出ない。……というわけで、陣は熱心に、図書館にこもっているのだ。

　この図書館は高等部と中等部の共用になっている。大きな窓からは緑色の木の葉ごしに穏やかな木漏れ日がさしこみ、チリひとつなく丁寧に掃除された館内は居心地がいい。

「陣、これゆがんでないか？」

　声をかけたのは、クラスメイトにしてルームメイトの宇う多た田だ夕ゆう也やだ。図書館の掲示板に、手書きのチラシを貼っている。

「バンドメンバー大募集！　当方ヴォーカル。ギター、ベース、ドラム、キーボード、募集中。男女問わず、でも可愛かわいい女子優遇。ジャンルは何でもこなせます！　申し込み多数の場合、オーディションを行います」

「チラシはゆがんでいないが、おまえの世間を見る目がゆがんでいる」

「何それ、とんち？」

　わかっていない夕也は、明るく笑った。陣は深いため息をつく。アウトドアが限りなく苦手な夕也は、色も白く髪も茶色っぽく目も細く、しかも軽薄で、まったく印象に残らないタイプの容姿だ。軽音楽部員なので中等部の女子にはそこそこ人気があるが、高等部の女子はじゅうぶん世間を知っていて夕也のバカさ加減もよくわかっており、相手にもしない。

「んー。ソロモンの秘宝は徳島の剣つるぎ山さんにあるという仮説が多いが、信しん憑ぴよう性せいはどうなのか」

「信じる人の心の中にあるのさ」

「おまえにしては、ずいぶん婉えん曲きよくなケンカの売り方だ」

「この俺おれを、あからさまに無視するからだ」

「だいたい、作曲コンクールの一次選考に通った後でメンバー募集とは、泥縄式にもほどがある。というか、よくあれで通ったよな」

「ネットでの一般投票で圧倒的な好評を得たそうだからな」

「そう言えば、インターネットカフェにはもう通わなくていいのか？」

「別にズルしたわけじゃない。ただ、審査員の古い頭じゃ、俺の音楽が理解できないからさ」

「俺もそう思う。あと四十億年ぐらいすれば、たぶん時代がおまえに追いつくだろう」

「わかってるじゃん、陣じん。さすが俺の親友！」

「親友呼ばわりはやめてくれ。バカがうつる」

　首に抱きついてきた夕ゆう也やを、陣は無表情で押して離そうとする。

　この図書室をほとんど一人で切り盛りしているのが、長い黒髪とメガネの中等部三年生、本ほん田だ聡さと子こだった。ほかの図書委員が当番をサボる中、そのたびに自分が交代してやって、結果的に、昼休みも放課後も聡子ひとりが、主のように図書室にいついているのだ。

　聡子は、書架の本にハタキをかけながら、にぎやかな陣たちのほうに近づいてくる。ハタキを持っていないほうの手には、表紙に逆さの五芒星ペンタグラムが描かれた革装丁の古めかしい本を持っている。

「どうかいたしましたか、新あら木き先輩。ククククク……」

「いやだから。そこの『ククク』の意味がわからない」

「日本史がすぐわかる本、ほかにもお選びしましょうか。この間、新たに何冊か入れたんですよ。神田の古書店を一日かけて回って。ククク……」

　聡子はハタキの柄を軽く肩にかけながら、陣が読んでいる本をのぞきこむ。

「おまえ、すごい情熱だよな」

「図書館の蔵書は、わたしの喜びですから。全すべての知識を収蔵した、完かん璧ぺきな図書館作りがわたしの夢なんです」

「偉いな。利用者のために……」

「いいえ、自分のためです。コレクターというのは、そういう性さがなのです」

　メガネの底の聡子の目がキラリと光った事に、陣は気付かなかった。

「ま、ゆっくりやるさ。そもそも、考古学者の親父おやじたちが何年もかけて見つかってないものが、そんな簡単に見つかるわけがなかったんだ」

「わたし、おまじないや占いにこっていると以前言いましたでしょう。この学校に入学してから二年ちょっと、ひとりで図書室の番をしているあいだに、この中の本は全て読みました。わたしが知らない知識は無いというわけです」

　聡子は、逆さの五芒星ペンタグラムが書かれた本に視線を落とす。陣に向かって何か含みがあるようすだったが、横から食いついたのが夕ゆう也やだった。

「図書委員、おまじないとかできるのか？　風水とかできる？」

「わたしには、本ほん田だ聡さと子こという固有名詞があります」

「成績の上がるおまじない、教えろよ」

　それを聞いて、本を読んでいた陣じんは驚いたように目をパチクリとする。

「ついにバカを治す気になったのか、夕也」

「陣。子供のころのこと、覚えてるか？」

「いや、あんまり」

「そうか。では、走そう馬ま灯とうのように思いださせてやろう」

「意味がよくわからないが」

「だーかーらー！　おまえは俺おれを怒らせたからブチ殺すから、最期の一瞬に走馬灯のように……って、もー！　こういうの説明するの、めちゃくちゃカッコ悪いんだぞ！」

「おまえの言いかたがわかりにくいからだ。座ざ堂どうなら、同じ脅しのことばも、もっとずっと場数を踏んだ感じで、こなれて……」

「座堂がどうしたって？」

「いや、こちらの話だ。取りあえず、おまえはもっと国語の勉強をすべきだってことだ」

「だから今、成績の上がるおまじないを教えてもらおうとしているところだろうが」

「ああ。脱線するかと思っていたら、あんまりきれいに戻ってきたんでびっくりした」

「成績って……具体的に、どの教科ですか？」

　無表情の聡子が尋ねる。夕也は指折りながら、

「だからまず国語と、それから英語と数学と……ま、取りあえず、座堂が尊敬しそうな教科全部入りで」

「座堂の気を引くために成績を上げるって？」

「軽音楽で気を引けるかと思ったが、今のところバンドメンバーが集まらないからなあ」

「言っとくがあいつは勉強できるやつを尊敬するような殊勝な性格じゃないぞ。敵てき愾がい心しん燃やして、陰で『ガリ勉』とか『ヤマが当たっただけじゃないの』とかつぶやくタイプだ」

「またまた。図書委員、こいつに言ってやってくれよ。おまえ座堂を勘違いしてる、あと楔くさび形がた文字って女子に絶対受けませんからって」

「わたし、本田聡子です」

「ま、いいけどな……」

　陣は、シエラについて多くを語ることはできない。どうせ誰だれに言っても信じてもらえないし、シエラのファンは根拠の無い中傷だと怒る、何よりシエラが激怒する。

「取りあえず、成績を上げるにはまず早起きしてください」

「あ、よく言うよく言う。朝一番の朝露を紅茶に入れて飲むとかだな？」

「早起きして、きちんと朝ごはんを食べ、午前中の授業に集中します。それから、家に帰ったあと、成績を伸ばしたい教科の予習と復習をします。そして寝る前に『エロイムエッサイム』と七回唱えれば、たいていの教科の成績は上がります」

「エロイムエッサイムだな、よしわかった！　図書委員、ほんとに何でも知ってるな」

　夕ゆう也やは、熱心にメモを取る。陣じんは硬い声でつっこんだ。

「それ、明らかにエロイムエッサイム以外の部分が効いているぞ」

「そしてわたしは、本ほん田だ聡さと子こです」

　聡子は無表情に、しかしやはりスルーできないようすで、きちんと訂正する。

「よし、メモった！　これで完かん璧ぺきだ、成績を上げて座ざ堂どうを振りむかせてみせる！　さっそく寮に戻って予習復習のおまじないをするぞ！」

　夕也は意気揚々と、図書館から走りだす。陣は硬い目でその背中を見送り、つぶやいた。

「確かに、成績は上がるかもしれないな。間違いなく、バカなままではあるだろうが」

「先輩は、ちゃんとしたおまじないを教えてほしいですか？」

　聡子は試すような目をして、陣の肩に手を置き、なれなれしくくっついてくる。ストイックな印象の聡子にしては、意外に積極的で、陣はそのギャップにいささか戸惑った。

「俺おれは、言われなくてもちゃんと予習復習してるぞ」

「そういうのじゃなく、本物のおまじないです。おまじないとか魔術って、邪教のものと言われて……モーゼの十じつ戒かいにも違反しているんですよね。ククク……」

「十戒？」

　そのことばに、陣は違和感を覚える。ふだんの日本人の日常生活ではめったに使わないことばだったからだ。が、

（まあ……本田は物知りだし、俺がソロモンの秘宝を探していることも知ってるから、ソロモン神殿から失われた聖櫃アークに関係のある十戒のことを口にしても、何もおかしなことはないか）

　と、思いなおしていると、何者かが陣の背後を通ろうとして、ぶつかった。

「きゃああ！」

　彼女が持っていた本の山が、バラバラバラッと陣の頭の上に落ちる。続いて豊かな胸の谷間が陣を襲い、そのまま彼を机の上に押しつけた。

「いてててて！　あと酸素が無い！　苦しい！」

「あっ、ごめんなさーい」

　陣の上に覆いかぶさるような形で倒れ、彼の顔を大きな胸で押しつぶしているのは、中等部三年生の安あん藤どう奈な津つだ。彼女はあわてて謝り、身を起こす。陣はホッと息を吐いた。

「ったく……。窒息死するかと思ったぜ」

　陣は深いため息をつきながら、奈津に視線をむける。中学生にしてはプロポーションが良く、長い髪をピンでとめているところが元気っぽい。ちなみに家庭科部部長である。

「……安あん藤どうさん、図書館の本は大切に扱ってください。わたしの大事なコレクションでもあるんですから……」

　聡さと子こが、散らばった本に視線を落としてつぶやく。奈な津つは頭をかきながら、あたふたと本をかき集めた。陣じんは後頭部に巨大なタンコブを作って、机の上につっぷしている。

「ごめんごめん、前見えてなかった。アメあげるから許して、さとっち」

　奈津はスカートのポケットから、紙に包まれたアメを取りだして聡子に渡した。

「さとっち？」

　陣はズキズキする後頭部をさすりながら、怪け訝げんそうに奈津を見る。地味で無口な聡子とは正反対っぽいが、どうやら奈津は彼女の友達のようだ。

「……ですから安藤さん、図書館にお菓子とか持ちこまないでください」

　さすがの聡子も、奈津のマイペースぶりには辟へき易えきしているようである。

「あっそうだ、さとっち。また、探しといてほしい料理本があるんだけど。スポーツドリンクの作り方レシピ書いてる本って、なかなか無くてさ」

「まったくひとの話、聞いてらっしゃいませんね……」

「そのアメ、あたしが部活で作ったんだよ。あ、こっちの先輩にもあげます。料理のうんちくには自信と一いつ家か言げんあるんで」

　と、奈津は陣にもアメの包みを渡す。中身は、金色をしたアメである。

「料理じゃなくて、料理のうんちくに自信あるのかよ。なんか面倒くさそうだな、肉料理には赤ワインを合わせて魚料理には白ワインを、でも七面鳥ターキーはあっさりしてるから肉だけど白ワインでとか、そんな話だろ？」

「ひとぉーっつ！　アメを作るときには焦がさないよう、ガスコンロではなくホットプレートで温めると便利！」

　奈津は陣の目の前に、ビシィッと人差し指を立てて出す。無駄に自信たっぷりだ。

「へぇ～」

　その微妙なうんちくは、役立たないというほどでもないが、まあしょせんは中学生なので意外というほどのものでもなく、なんとなくへぇ～、ぐらいのレベルである。しかし奈津は、周囲の空気をまったく読まず、ひたすら突っ走る。

「ふたぁーっつ！　ホットプレートでアメを作るとき、砂糖と水をアルミカップに入れたものを載せて温めると、あとの掃除が楽！」

「へー」

「みィィーっつっ！　このとき、お酢を一滴混ぜておくと、アメの甘さがアップする！」

「ふーん」

　陣はなまぬるく感心した。聡子が、低い声で口をはさむ。

「酢を混ぜて加熱すると、酢の酸による触媒作用で、砂糖すなわちショ糖が、ブドウ糖と果糖に転化します。果糖は糖類の中でもっとも甘みが強いので、アメを作るときに酢を混ぜておくと甘さがアップするというわけです。先日、書庫に加えた本に書いてありました」

「そうだったんだ！　知らなかった、でもなっとく！　すごいなおまえ、さすが図書館中の本を読んでるって豪語してるだけのことはあるぜ！」

　陣じんは思わずおののき、聡さと子こを誉ほめそやした。

「てへ」

　いつもどおりの無表情ながら、聡子は片手でぺんっと頭をおさえ、ちょっと舌を出して、照れた記号を作ってみる。それを横目で見ていた奈な津つは、生あたたかい瞳ひとみでほほえんだ。

「ふーん」

「その『ふーん』は、何言ってんのかわからなかった『ふーん』だろ」

「あれっ、その図書カード『新あら木き陣』って……先輩、もしかして香か住すみの幼なじみのっ？」

　奈津はいきなり机の上に身を乗りだして、陣を指さした。上半身をかがめている上、胸が大きいので、制服の胸元から奥のほうが見えてしまいそうだ。陣は慌てて、目をそらす。

「親のしつけがわかるな。人を指さすなよ、あと机に乗るな」

「あたし、家庭科部の部長なんですよ。香住愛あい花か、いつも先輩のこと、お兄ちゃんお兄ちゃん呼んで話してますよ」















「あ、家庭科部だったのか」

　陣じんはちょっと驚いたように、目をぱちくりした。愛あい花かは彼の幼なじみである。思わず、陣は「お兄ちゃん」らしい優しい表情になって、笑った。

「そりゃ、愛花が世話になってるな。あいつ、ちょっとドンくさいけど頑張り屋だから、長い目で見てやってくれよな」

「うーん許容範囲ギリギリですけどね」

「よっぽどなのか」

「それにしても、これが香か住すみがお兄ちゃんお兄ちゃん言ってるお兄ちゃんなのかぁ」

　奈な津つは陣の背後にとりついて、上下左右斜めからじろじろと眺める。

「はーへーほーふーん」

「おまえ、ほんっと親のしつけ悪いから」

「なんかイメージよりずっとカッコいいですよね、先輩。ほんとカッコいい。こんなカッコいい人だなんて思ってなかったです。マジカッコいい。いやー、カッコいい」

　奈津は陣の周りをぐるぐる回り、じろじろ眺めながら、つくづく感心したように言い続けた。中学生といえど、ちょっと大人っぽい感じの奈津に言われると、陣はどうにもむずがゆくなってきて、わざと怒ったような口調で言った。

「お、おまえみたいな中学生に誉ほめられたって、別にうれしくはないがな」

「香住から、すっごい大食らいだって聞いてたから、てっきりブヨブヨ脂肪ダルマみたいなのを想像していたんで。いやほんと先輩、カッコいいですよ～」

「そのイメージよりかはカッコいいと言われても、ほんとに全然うれしくない」

「先輩、難しそうな本読んでるんですね。本を読むの好きだって聞いてたけど、ほんと本を読むのが好きみたいですね。ちょっと安心かな」

「なんでおまえに安心されねばならんのだ」

「いやー本が好きなんじゃなくて、図書委員が好きってパターンなのかなってうがっちゃってさ。青春の一ページにはよくあることじゃないですか？」

　と、奈津はいたずらっぽい笑みを浮かべて聡さと子こを指さした。聡子は無表情だったが、陣は過剰反応して真まっ赤かになり、奈津をどなりつける。

「おっ、おまえ変なこと言うなよな！　本ほん田だは俺おれが考古学のこといろいろ調べてるから、親切に協力してくれてんだ！　そんなふうに見たら失礼だろうが！」

　聡子は、陣にゆっくりと無表情な視線を移す。無表情だが、見あげるその目は、少し感動しているのだろうか？　聡子は両手を胸の前で組んで、陣を見あげた。

「新あら木き先輩。そんなに感謝してくれてたんですか」

「勘違いだったですか、こりゃ失礼。でも先輩、聡子はあたしの親友だし、愛花はあたしの後輩ですから！　どっち泣かしても、あたしが容赦しませんからね。んじゃ！」

　奈な津つは陣じんにビシッと釘くぎをさしてから、バタバタと、本をかかえて走り去っていく。走りながら、奈津はさわやかにフフッと笑った。

（あれが『お兄ちゃん』か……香か住すみのやつ、なかなかセンスいいじゃない。高校生って、やっぱり大人っぽいよね。いいなぁ、香住の『お兄ちゃん』でなきゃ……いやいやダメダメ、あたしは香住の頼れるセンパイなんだから、香住を応援してやらなくちゃ！　そんなはざまで悩んでるあたしって、何だか青春まっただ中だなあ♪）

　陣の場合それは「大人っぽい」ではなく「じじむさい」ではないかというのは、中学生の奈津には見分けがつきにくいところである。あと、奈津は悩んでいるのではなく、恐らく、悩んでいる自分に、悲劇のヒロイン願望で酔っている。

　台風一過。嵐あらしのように来て去った奈津を、陣はさっぱり理解不可能状態で見送っていた。

「……あいつ、いったい何なんだ？　勝手に脳内で、どんどんストーリー組み立てやがって。っていうか、あの限りなく少女漫画のヒロインの親友的な、おせっかいでちょっぴりそそっかしい勘違い屋さんな性格は何なんだ」

「先輩。アメ、おいしいですよ」

　聡さと子こは何事もなかったかのように、奈津にもらったアメをモグモグと食べている。陣が驚いて、つっこんだ。

「おい。図書館の中は飲食禁止だろ」

「いいんです。図書館の中では図書委員が法律ですから」

「三冊ほど延滞しちまってるんだけど、命だけは助けてくれ」

「考えておきます。それはそうと、これをお渡しするのを忘れていました」

　と、聡子はずっと手に持っていた逆五芒星ペンタグラムの革表紙の本を陣に渡す。

「ん？　新しい資料か？」

　陣がページを開くと、各ページに一体ずつ、奇妙な動物が描かれていた。全部で七十二ページ。シエラが持っている魔法書と似たような大きさと体裁である。

「それは、わたしの自慢のコレクションのひとつで、『ソロモンの鎖骨』という本なのです。『ゲーティア』とも呼ばれる、ソロモンが封印した、七十二柱の悪魔の呼びだしかたを書いた本……」

「ああ、一九一六年に復刻された本の、さらに復刻版だな。これとか『黒い雌鳥』とか、魔法書と言われてるものはたいてい復刊されてるな。いいよ、その本なら俺おれも版違いで何冊か持ってるから。紀き伊の国くに屋やとかの洋書コーナーに置いてあるし」

「あら、そうなんですか？」

「せっかく探してくれたのに、悪いな」

「いえ……いいんですよ。あんまり珍しい本じゃなかったんですね」

　聡子は、別段がっかりしたようすもなさそうだったが、陣はちょっと申し訳ないことをしたような気にもなった。しかし、本物の「ソロモンの鎖骨」とは、本ではなく「ソロモンの鍵かぎ」とも呼ばれるソロモンの指ゆび環わのことだと、陣じんは知っている。魔物を封印することができるその指環は、ポケットの中にしまってある。この指環をはめてランプをこすることで、ランプの魔神である座ざ堂どうシエラを呼びだすことができるのだ。

（だとしたら、ソロモンの鎖骨なんていう本は、後世の人間が書いたトンデモ本なのかな？　考えてみりゃ、本物の魔法書がポコポコ印刷されて、そのへんの本屋に並んでるってのも、おかしな話だし。魔法書の多くは、魔女裁判がはやったときに、不安商法で書かれて売れたって言うしなぁ。そういうトンデモ本が混じってるから、ソロモンの秘法の本当のありかになかなかたどりつかなくて、迷惑するんだ）

　ちょっとイラ立った気持ちで、陣は手に持っていたシャーペンで机をつっつく。そのとき、聡さと子こが表情をうかがわせない声で口をはさんだ。

「いえ。ソロモンの鎖骨は本であり鍵なのです。他人に読まれないように鍵のついた日記をつけたことはありませんか？　あんなふうに本と鍵がセットになっているのですよ」

　ギョッ、と陣は顔を上げる。聡子は不思議な表情をうかべていた。なにやら底しれぬ、笑顔のような、人の心を見透かすような……。

（な、なんだ？　俺おれ、うっかり考えてること、口から出ちまったのかな？　一人暮らしが長いと、独り言が増えるって言うしな）

　陣は焦って口をおさえる。取りあえず、これ以上長居して、いろいろ独り言が口に出ると困る。怪しい奴と思われるのも不本意だが、それ以上に、シエラが魔神であるということや、それに関連すること……封印された聖櫃アークの妖よう魔またちのことなど、うっかり口に出してしまっては大変だ。シエラにちくちくと、針でつつくような嫌味を、枕まくら元もとに正座されて三十六時間ぐらいぶっつづけで聞かされそうな気がする。むしろ確信する。

「あ、あの、本ほん田だ。資料探してもらって悪いけど、今日はもう帰るわ。ここの本ぜんぶ、明日まで貸し出し扱いで、どっかにまとめておいてくれるか？」

「あら、そうですか。了解しました、ククク……」

　逃げるように立ち去る陣の背中を見送りながら、聡子は、にたり、と笑みを浮かべた。



　図書館の中で一人きりになった聡子は、机の上の「ソロモンの鎖骨」を手に取った。

「本は秘密を書き記すもの。鍵がその封印を解くのです。ソロモンの鎖骨は、その本だけでは何の役にも立ちません。悪魔を野にはなっても、それを封印する指環が無いわけですから、ブレーキのついていない車のようなもの……そんな欠陥商品を運転しようなどという者はいません。ですから、ただの無害な本だと思われて、印刷され複製されて広まったのです。まるで無限増殖するＤＮＡのように……」

　聡子は目を細め、ページをぱらぱらとめくりながら、つぶやいた。

「つまり、『鍵かぎ』となる『指ゆび環わ』があれば、何百万部と印刷された『本』から悪魔を解きはなって操ることができるわけです。でもね……たとえ『鍵』があっても、その能力が低いと、強力な七十二柱の魔王を封印することは困難。ですからやっぱり、かんたんに悪魔を解きはなつわけにはいかないというわけです。野獣を檻おりから出す前に、まずは確実に檻に戻す方法を考えないといけないように……まずは『鍵』の力、確かめてみなくては」

　ふと、ページをめくる聡さと子この目に、一柱の魔王の姿がとまる。

「そうですね……このあたりが、ちょうどいいでしょうか」

　表紙に描かれた五芒星ペンタグラムを指でなぞり、聡子は口の中で消え行くように、ぶつぶつと呪じゆ文もんをとなえた。逆向きの五芒星ペンタグラムは、宇宙の五つの惑星の調和を乱すもの、または悪魔の象徴である二本角のヤギの姿を表す、不吉の象徴である。

「アグロン、テタグラム、ヴァイケオン、スティムラマトン、エロハレス、レトラグサンマトン、クリオラン、イシオン、エシティオン、エクシスティエン、エリオナ、オネラ、エラシン、モイン、メフィアス、ソテル、エマヌエル、サバオト、アドナイ！　我、汝なんじを召喚す……」

　呪文の詠唱をしながら聡子は胸の前で十字を切る。十字の上のほうが長い、逆さ十字を。

「然りアーメン！」

　澄んだ声で最後の呪文をとなえた瞬間、開いた本のページからブオッとすさまじい風が吹きだした。風は渦を巻いて、聡子の髪やスカートをバタバタと激しくなびかせる。

　ひと気のない図書館の中の棚という棚から本が飛びだし、風にあおられて、まるで蝶ちようのように聡子の周囲を舞い飛んだ。そして……本のページが輝き、絵に描かれていた魔王がゴゴゴゴゴ……と、嵐あらしのような音を伴いながら、ページから抜けだしてきた。人間の姿をしており、炎のように燃える髪をもった人間、猫、蛇の三つの首を持ち、火蜥蜴サラマンダーにまたがっている。手には火のついた松明たいまつがめらめらと燃え、火蜥蜴サラマンダーも炎を吹いている。登場の瞬間、ドオオオン、と雷鳴のような音が響き、稲妻が散った。

『吾わが輩はいを召喚よびだしたのは、そなたであるか？』

　すごみのある低い声で尋ねながら、彼は松明でビシッと聡子を指さした。

『この火炎侯こう爵しやくアイニを召喚よびだすとは、愚か者であることよ。そなたごときが、吾輩を御ぎよせると思っているのであるか？』

「さあて、どうでしょうね。ククク……」

　聡子はアイニを前にしながら、まったく怯おびえるようすもない。胸に『ソロモンの鎖骨』を抱きながら、アイニに挑戦的な視線を向ける。

「しかし、これからわたしが言う情報を聞けば、あなたは『その男の居場所を言え』と言う。必ずです」

『悪魔のことばを先読みするつもりであるか？』

「少しだけね。わたしは占いやおまじないに凝ってまして、ほんの少しだけですが、先の未来が見えるんです」

『思い上がった小娘め、何者も時の先を見ることはできぬのである。時を支配するのは神だけである！』

「ソロモンの指ゆび環わを持った少年がいるわけです。彼はその力でランプの魔神を召喚したり、再び封印したりしています。権力を持ったこの指環、持っていればこの本の中の悪魔は誰だれひとりあなたに逆らうことはできませんよ、火炎侯こう爵しやくアイニさんとやら。封印されるのが怖くて、みんなあなたに従うでしょう」

『なっ…何であるとっ？　その男の居場所を言うのである、小娘！』

　アイニは聡さと子この肩をつかむ。彼の目は欲に血走り、口元には獣のようなよだれが垂れる。

『炎は無限に増える破壊の力、火は人間どもに知恵と破壊の力を与え、自然を支配する力を与えてきたのである。吾わが輩はいの能力は最強である。吾輩こそ大魔王にふさわしいと、ずっと思っていたのである……！』

　予想どおりのことばを聞けた聡子は、メガネの下の目を細めて、冷たく微笑ほほえんだ。

「ではお教えしましょう、アイニさん。でもお気をつけて、彼のそばには恐らく剣の魔神アルフ・シャムシールがいますから……」

　聡子の長い黒髪が風にあおられ、蛇のようにうねり狂っていた。



　図書館が、かなり日常を逸脱した事態になっていたころ、奈な津つは本の山をかかえて、家庭科室に戻ってきていた。そこでは家庭科部の部員十名ほどが、料理の本を見ながら、いろんなジュースを混ぜつつ、考えこんでいた。

「ほい、新しい料理本来たよ！　スーパースポーツドリンクのアイディア、浮かんだ？」

　尋ねられて、困った顔で首を振ったのは愛あい花かだ。ちびっこい一年生で、どんぐりまなこやショートボブの髪型、小首をかしげるクセなど、いろんな意味でくりくりした娘である。

「あのぅ、部長。スポーツドリンクって、春はる紗しや学園から高校生マラソンに出る選手のために、給水所で配るもの、でしたよね？」

「そうよ。あたしたちの力で優勝にみちびいたとなれば、家庭科部の名も上がり、生徒会からの予算もドッチャリ来るかもしれないってことよ」

「でも、スポーツをしたこともない愛花たちが、あれこれ考えて変なもの作るより、マラソンのときって、本人が自分に向いてるものを用意するんじゃ……？」

「チチチッ、スポーツをしたことはなくても、こっちは栄養学のプロよ。とくに私は、スポーツドリンクに関しては一いつ家か言げんあるんだから」

　奈津は人差し指を左右に振り、中学生にしては立派過ぎる豊かな胸をそっくり返らせて、自信たっぷりに言った。愛花たちはそんな自信満々の奈津に感心して、目を輝かせている。

「そ、そうですよね。部長が作るスポーツドリンクって、何かいろいろすごいものが入ってそうですね」

「当然よ、家庭科部部長の名前はダテじゃないわ。いいこと、スポーツドリンクがどういうものなのか、教えてあげるわ」

　奈な津つは腕組みをしたまま、ビシッと人差し指を立てる。愛あい花かは、胸の前で手を組んだ。

（出たわ、部長のうんちく！　家庭科部の部長のうんちくだもの、たとえばスポーツドリンクはもともとお医者さんが、手術のあと点滴の余ったバッグを水分と塩分を補給するために飲んでいたのが始まりだ、とか！　そういう、あっと驚く料理の歴史みたいなのを聞けるに違いないわ）

　ワクワクしながら待っている愛花の目の前に、奈津はビシイッと人差し指を立てて出す。

「ひとつ！　スポーツドリンクは、そのまま飲むと濃いので、倍ぐらいに薄めて飲むほうが健康的！」

「へーそうなんですか」

　愛花のテンションが、一気に半減した。あいかわらず、中学生レベルのうんちくである。まあどうでもいいっちゃーどうでもいいぐらいの感じの。だが、奈津はそんなことにはまったく気づくようすもなく、自分のうんちく（というかすでに小ネタ）に自信を持って、二本目の指を立てる。

「ふたつ！　オロナミン○ピーをコップに入れた上にそっと牛乳をそそぐと、牛乳の方が軽いので二層に分かれてとてもきれい！　ちなみにオロナミンミルク自体は、オロナミン○ピーの会社のおすすめアレンジメニューだ！」

「ふーん」

「みっつ！　暑いときに冷たい飲みものを飲んで体を冷やそうとしても、冷たい飲みものの冷たさなんてたかが知れているので、逆に冷たさで体が緊張して汗が止まってしまい、体に熱がこもって暑くなる！　暑いときは、ぬるい飲み物を十五分おきぐらいに、喉のどが渇いてなくても少しずつ飲んで、汗をかくようにすれば、汗の気化熱ではるかに冷える！」

「さっきの話を蒸し返すようですみませんが、オロナミン○ピーはスポーツドリンクじゃなくて、栄養ドリンクです。あと、オロナミン○ピーってブラックライトで光るんですが、そういう派手めのうんちくは、部長、わざとはずされてるんでしょうか？」

「さ、わかったら究極のスポーツドリンク作りを開始よ！」

　奈津は愛用のエプロンをバサッと身にまとう。他人の言うことは、まったく聞いていないらしい。いつものことなので、部員たちは硬い表情で彼女にしたがった。



　しばらくしたころ、家庭科室の入り口に人の気配がした。

　彼女はグルグルメガネにマスクをしていた。髪も二本の三つ編みにしている。それは、変装したシエラなのだが、奈な津つたちはそのことに気づかない。

「あれ……先輩、何か用ですか？」

　高等部の制服を着ているので、唯一、先輩だということはわかる。奈津に尋ねられて、シエラはマスクの下から、くぐもった声で答える。

「ごほごほ。ごめんなさいね、こんなマスクで。その、料理を教えてもらおうと思って」

「料理を？」

「ええその、うちの犬がものすごく大食らいでね。最近、なつかなくなってきたので、餌えさで釣ればいいかなと思って……」

　それを聞いて、愛あい花かが口をはさむ。

「愛花のお兄ちゃんも、すごく食いしんぼです。何だか、他人事ひとごととは思えません」

　ニコッと笑った愛花を見て、シエラはハッと後ずさる。

（か、香か住すみ愛花！　彼女も、家庭科部だったのっ？）

　シエラは愛花を自家用車に乗せて寮まで送ったことがある。変装はしていても、隠しきれないセレブの匂においに気づかれるかもしれない……と、ドキドキしながら、カマをかけてみた。

「あ、あの……今までに、お会いしたこと、あったかしら？」

「えっ、先輩とですか？　むー……」

　愛花は人差し指を口もとに当て、難しい顔で考える。

「むむー……」

　なかなか記憶の底から出てこないらしく、背をそらし、頭を抱える。

「むむむー……」

　部屋の隅っこで、頭を抱えたまま、壁に向かってしゃがむ。

「すう」

「考えすぎて、ブレーカーが落ちたみたいね」

　奈津が、眠りこんでいた愛花の襟首を猫のようにつかみあげる。愛花はびっくりして、きょろきょろした。

「あれっ！　お花畑の向こうにいたおじいちゃんはどこにっ？」

「そっちは、行っちゃいけないところだ」

　奈津は愛花を下ろした。シエラは取りあえず、ホッと胸をなでおろす。

（良かった。わたしの正体には気づいてない、っていうか気づきそうもないわね）

　安あん堵どの気持ちが半分だが、心のもう半分は釈然とせず、もやもやと複雑な気持ちになる。

（それにしても……香住さんがいくらドンくさいとしても、わたしの香り立つようなセレブオーラって、これしきの変装で打ち消せるていどのものだったの？）

　しかし基本がわがままなので、全すべては自省ではなく他人への八つ当たりに向かう。

（それもこれも、庶民がわたしを呼びださないから悪いのよ！　わたしが一刻も早く一人前の魔神にならないかぎり、わが座ざ堂どう家の資産はこうしている間にもじわじわと減っていく……すなわちセレブ度が下がってしまうじゃないの！　全部、あの庶民が悪い！　ふつうの感覚なら、わたしのように可愛かわいく美しい女の子が自分の部屋に来てくれるとなれば、毎日のように呼びださずにはいられないものではないのっ？　何が何でも、わたしを呼びださせてみせるからね！）

　シエラが、陣じんに自分を呼びださせずにはいられなくするために考えついた方法……それがすなわち『スーパー料理がうまくなる作戦』なのである。

　陣をひとことで言うなれば「痩やせの大食い」だ。ほかに考古学マニアとか仏頂面とか空気読めないとか、まあいろいろあるのだが、シエラにとっての攻撃ポイントはそこである。

　寮生活をしている陣にとって、ほかの男子と同じ回数・同じ量の食事では満足できない。そのため、毎日のように学校裏のペルシャ料理屋「アルフライラ」に寄っている。

　ここの看板娘・アルフは、顔は可愛いが、実は剣の魔神で、妖よう魔まを主食としている。ソロモンの指ゆび環わの魔力をもった陣のことも、けっこうおいしそうに見えているらしい。

（彼女は、今のところは庶民と組んで十戒の妖魔アークダイモンを食べているほうが要領がいいのでそうしているだけで、どうにも油断ならないわ。状況が変わればすぐに裏切って、頭から庶民のことをかじり殺すに違いない。絶対！）















　そして陣じんも同様の不安を抱いてはいるのだが、何といっても「アルフライラ」は学生値段で、とにかく安いし量が多い。大盛りてんこ盛り、ごはんのおかわり自由で、たまにおまけに一品つけてくれて、価格は五百円までなのだから、「食われる危険を冒してでも食いたい」というようなものである。

　少なくともシエラは、陣を食う気は無い。ということは、シエラに頼んで料理を作ってもらうほうが陣にとっては安全だし、何といっても寮の部屋まできて作ってくれるわけなので、手軽である。なのに、なぜそのシエラよりもアルフの店を選ぶのかというと、

（アルフのほうが、スタイルもいいし可愛かわいいから？）

　なぜか真っ先にそっちのベクトルが発動してしまうシエラだったが、そうではなく、（それならわたしは内面、すなわち心の美しさで勝負よ！）

　という問題でもなく、

（……もしかして、わたしが庶民好みの料理を作ればいい、というわけなのかしら？）

　ずいぶんと紆う余よ曲きよく折せつした末に、ようやくその結論にたどりついたわけである。

　陣は、大食いのくせにわがままだ、とシエラは思っている。

（量をたくさん食べたいなら、ドッグフードでじゅうぶんよ）

　などと、極端なことを考えている。実際には、シエラの料理が料理と呼べないレベルだからだが。卵を割らずにフライパンで炒いためるのに始まり、最近作った自信作は、うな重。ほかほかごはんの上に、内臓を抜いていない丸ごとの生うなぎを載せるというものである。

（だって、卵かけごはんだって、あつあつのごはんに冷たい生卵を載せるからおいしいんじゃない。たとえばフランス料理でも、アイスクリームにかけるチョコレートは、あつあつのをかけてほどよく溶けているところを楽しむものなのよ？　庶民にはそういう、コンビネーションのおもむきというものが理解できないものなのよね……）

　反省とか自省とかいうことばは、シエラの辞書に無い。あと、生のうなぎには毒があるので、絶対に火を通して食べなくてはならないとか、そうでなくても生魚を温かいごはんに載っけるとムレてスゴイ臭いになるとか、そういうこともシエラは知らない。知っていたとしても、あんまし気にしない性格ではあるけれども。

（つまり、こういうことなのね。上流階級の料理を作っても庶民の口には合わないから、庶民向きの料理を覚えなくてはいけないということね。そういえば、あのアルフライラとかいうアルフの店も、大衆食堂風ですものね）

　その方向性は完全に勘違いなのだが。メイドに料理を教えてもらおうかと思ったものの、彼女らが作るのは上流階級向けの料理なので、陣の口には合わないだろうから参考にならない。何より、メアリーは大英帝国の誇りを受け継いだ正統派メイドなので、女主人が家事をすることははしたないこと、と思っているから、料理など教えてもくれないだろう。

（だからわざわざここに、庶民向けの料理を教えてもらいにきたというわけよ。庶民向けなら、家庭科部ぐらいが落としどころでしょ。偶然、香か住すみ愛あい花かも家庭科部だったということは……庶民はやっぱり、ここの味が一番好きかもしれないということかも）

　高等部には家庭科の授業が無いので、家庭科室も家庭科部も無い。下級生に教えを請うというのは、シエラのプライドが許さない。その意味もあっての、変装であった。

「先輩。十分ほど微動だにしてませんが、だいじょうぶですか」

　愛花が心配して、おずおずと声をかける。シエラはハッとして、ブルブルッと首を横に振った。ずいぶん長いあいだ、回想に入っていたようだ。

「えっええ、だいじょうぶ、だいじょうぶよ」

「……あれ？」

　奈な津つが怪け訝げんそうに、シエラの顔をじろじろと見つめる。シエラは、ギクッとした。

「ど、どうしたかしら？　わたしの顔に、何かついてます？」

「先輩、すみませんがクラスと名前を教えてくれますか？」

「えっ……そ、それは、個人情報保護法で明らかにできないの。ほら、個人情報保護法で、靴箱から名札を外したり、先生が名前じゃなく出席番号で呼んだりとかしたじゃない？」

「何となく、座ざ堂どう先輩に似てるって言われたことありません？」

　奈津は意外に鋭い。というか、愛花がにぶすぎるのかもしれないが。シエラはドキドキしながら、上ずった声で答えた。

「ま、まあそう？　光栄だわ、あんな賢くて美しくて上品でお金持ちなシエラ様と似ているだなんて。でも別人ですから」

「ほんとかなぁー」

　奈津はあごをひねっている。シエラはドキドキして、息をのんだ。

（う、疑われてる？　だめよ、ここは何が何でもしらばっくれないと……座堂シエラが変装して下級生に料理を教えてもらうなんて、あってはならないことよ。ふだんはセレブのたしなみで全然料理をしないけれども、いざ料理をしたら超一流レストランのシェフ並の腕、料理なんて全然したことないのにわたしったら筋がいいのかしら的な、勉強なんか全然してないのに百点取れちゃった的な、えー塾とか行ってないわよ的な、セレブとはそういう、嘘うそくさいまでの華が無くてはならないのよ！）

　勝手な妄想がシエラの脳内をぐるぐると駆けめぐる。愛花は、遠慮がちに奈津に言った。

「あ、あの、部長。人を疑うのは、いけないと思います……」

「そのとおりね、香住。でも、あたしには秘策があるっ！　彼女がシエラ様かそうでないか、確認する秘策がっ！」

　奈津がテーブルの上に置いてあった紙パックをひとつ、ぐいっとつかんでシエラの目の前にババーンと突きだした。びっくりして、シエラは思わず後ずさる。それは白地に青い水玉が描かれた、○ルピスのパックだった。

「先輩！　このカ○ピスで、あなたがシエラ様かどうかわかると言ったらどうします！」

「カ、カル○ス？」

　シエラは呆ぼう然ぜんとする。愛あい花かたちは、不思議そうに顔を見合わせた。

「カルピ○で、どうしてシエラ様かどうかわかるのかしら？」

「きっと部長のこと、カ○ピスにはわたしたちでは測り知ることのできない壮大な秘密があるのやもしれないわ」

「カ○ピスができたのは意外に古くて一九一九年、ベルサイユ条約の年である、とか？」

「っていうか、そのピンポイントな情報、せっかく○ルピスを伏字にしている意味がないんですけど……」

　と、愛花が、遠慮がちに指摘した。

「それ以前に、伏字の位置をあんまり考えずに適当につけてるもんだから、そもそも伏字の意味が無くなってるんだけど」

　と、シエラも、硬い声でつぶやく。

「まあ、それがどうやってシエラ様を見分ける目安になるのかは、わたしたちのあずかり知るところではないけどね？」

　部員たちはけっこういいかげんなことを言っている。シエラは、奈な津つがあまりにも自信まんまんなので、これは十中八九正体が見破られるものだと、覚悟した。

　奈津はニヤッと挑戦的に笑うと、シエラの目の前にコップをひとつ、そして水が入った水さしもひとつ、トンッ、と置いた。

「さあ、先輩。カ○ピスを作ってみてください」

　シエラは呆然とする。正体を見破られるかもという緊張感もあったが、それ以上に、（……カ○ピスって、何？　作るって、どういうこと？）

　シエラはいつも、メイドたちが作ってくれる自家製フレッシュジュースか紅茶しか飲まない。店に売っている瓶詰やペットボトル売りの飲み物は、飲んだことがないのである。むろん、作ったこともない。

（んー……。もしかすると、水さしをつけたってことは、薄めるのではないかしら？　本場イギリス風の紅茶の飲み方では、濃い目に紅茶を入れて、これにミルクやお湯を足して、薄めて飲むように、ミルクやお湯のポットをつけておくものだもの）

　というわけで、シエラはカルピ○を薄めてみた。コップに出すとけっこうドロッとしていたので、少しだけにして、たっぷり水を入れる。その瞬間、奈津は愕がく然ぜんとして、その場にガクッとひざをついた。愛花が、あわてて奈津に駆け寄る。

「部長、どうしたんですかっ！」

「あ、あたしの負けだわ……！　この人、ほんとにシエラ様とは別人よ……！」

　シエラはホッと胸をなでおろす。だが、どうして奈津がそういう結論に至ったのか、そのへんがよくわからない。怖いもの見たさで、聞いてみた。

「ど、どうしてわかってくれたのかしら？」

「カル○スの紙パックを見てくださいっ！」

　奈な津つは○ルピスの紙パックを取り、シエラの目の前にドドーンと突きだす。

「ここに、カルピ○は五倍程度に希釈するように書いてあります。これを、文字通り受け取って五倍希釈にするのはセレブだけ！　一般人は、およそ十倍希釈ぐらいにして飲むのです。思いっきり贅ぜい沢たくして五倍希釈のつもりで作ってみても、どうしても気持ち七倍希釈ぐらいのところで落ちついてしまうのが庶民○ルピス！　あなたが本当にシエラ様なら、恐らく二倍希釈ぐらいのカ○ピスを作ったはずだからですっ！」

「部長。二倍希釈はさすがに飲めなくないですか？」

　ドンくさい愛あい花かにまでツッコまれても、奈津はゴーイングマイウェイで続ける。

「というわけで、この十倍希釈のカル○スを作った先輩はまぎれもなく、あたしたちと同じ庶民！　○ルピスを飲み終わったあとの瓶に水を入れてシェイクして、二十倍希釈ぐらいのラストカ○ピスに舌鼓を打った経験のある人です！　疑ってすみません！」

「って言うか、本物のセレブはカ○ピスなんか自分で作らないんじゃないんですか？　むしろ、カル○スすら飲まないかも」

「というわけで先輩、あらためて自己紹介させていただきます。あたし、部長の安あん藤どう奈津です。料理のほうは、うんちくばっかりで頭でっかちの知識先行型ってよく言われるので、まだ中学生だし、これから実技を身につけていかなくちゃなーってとこです」

　奈津は愛花のツッコミを完全無視してシエラに手をさしのべ、握手をして、パチンとウインクする。シエラは小さな声で、無感情につぶやいた。

「知識先行型。おほほほほ。ちゃんちゃらおかしいこと」

「何か言いました？」

「あ、いえいえ、何でもないわ」

「たとえばですね。このカルピ○のうんちくですが」

「すでにだいぶ聞いたわよ。どってことのないものばかりだけど」

　座ざ堂どうシエラは猫っかぶりのお嬢様であるが、別人になっていると、性格の悪さがまったく隠されることなく、いかんなくむき出しになっている。しかし奈津もつわもので、相手が聞いていようが聞いていまいが、まるで気にしていない。そのへんが、奈津がいつまでも自分のうんちくの微妙さを見直さない原因となってはいるのだが……。

「ひとつ！　○ルピスとコーラを混ぜると、けっこうおいしい！」

　ビシッ、と奈津は人差し指を立てる。シエラは、思わず頭を抱える。

（さすが中学生……シロップの砂糖水割りとも言える、無駄にカロリーを取ることに何ら恐怖感を抱いていない、勇者のレシピね。だからこの娘こって、中学生のくせにわたしより背が高いし胸が大きいのかしら。太ももだってパンパンだし……はっ、もしかして庶民がわたしに今ひとつ冷たいのは、このスレンダーな体型ゆえ？　そういえば男と女では、美しいと思う体型が二サイズ違うとも言うわ……！）

　シエラは愕がく然ぜんとして、奈な津つを見つめる。

「と、とりあえずその○ルピスコーラをいただくわ」

「先輩。料理を教わりにきたんじゃなかったんですか。あと、表情がマジですが」

　奈津は硬い表情で、なんか必死なシエラを見つめる。ふと、愛あい花かがポンと手を叩たたいた。

「あ。そう言えば、愛花もこんなうんちく知ってます。やってみていいですか、部長」

「んー？」

　奈津は、半笑いの表情で愛花のほうを振りかえる。

「たかだか一年生のうんちくなんて、どうせたいしたことじゃないだろうけど、聞いてあげるわ。言ったんさい」

「たぶん、たかだか中学三年生のうんちくとなら、五十歩百歩でしょうけどね」

　シエラは低い声でつぶやく。くるっと奈津が視線を向けた。

「先輩、今何か？」

「わたしもうんちくを知っているわ。そう、このコーラ……」

　スポーツドリンクを作るためにテーブルの上に並んだ様々な飲料の中から、シエラはコーラの瓶を取り、奈津の目の前にドドンと突き出す。

「コーラフロートを飲むとき、まずバニラアイスを口に入れてからコーラを飲むと、口の中でシュワシュワになってコーラを吹く！」

「えーっ！　すごい！」

　家庭科部の部員たちが、いっせいに沸いた。奈津はおろおろして、彼女らを見ている。

「あ、あんたたち、そんなリアクションもできたわけ？」

「さすが高校生、すごいうんちくだわ！　帰ったらやってみよう！」

　黄色い声できゃいきゃい騒いでいる部員たちを見て、奈津は悔しそうな顔をしている。

　愛花が、遠慮がちにおずおずと口を出した。

「あの、えーと、わたしのうんちくも披露していいですか？　ダイエットコーラってふつうのコーラより気が抜けやすいんですよね。で、メントスやフリスクって表面がザラザラしてて表面積が大きいので、炭酸が一気に泡になっちゃうんです。というわけで……」

　と、愛花はシエラが手に持っていたコーラ瓶の中に、白いミント味のタブレット型のお菓子……メントスを入れた。

「ブシュウウウウウウッ！」

　シエラの手もとの瓶から、沸騰するようにコーラが吹き出し、天井に当たってビチャビチャッと四方八方に飛んだ。シエラと部員たちは、悲鳴を上げる。

「キャー！　冷たい！　っていうか、これはうんちくじゃない！」

「それを言うなら、先輩のバニラアイスだって、うんちくじゃありませんでしたよっ！」

「って言うか香か住すみっ！　家庭科室の掃除は一人でやりなよ！」

　奈な津つの引っくり返った怒鳴り声が、家庭科室にひびく。

（って言うか……家庭科部の部員でこのレベルということは、ここで料理を学んでも、ロクな役に立たないのでは……）

　変装用のグルグルメガネがコーラでベタベタになってしまい、こっそりかくれてハンカチで拭ふきながら、シエラは早速後悔しはじめていた。



　陣じんを振りむかせるため、というそこだけ見ればずいぶん殊勝な理由で料理を習いに行ったものの、まだちっとも料理のりの字の段階にも入っていないシエラであったが……肝心の陣は、学校の裏手のペルシャ料理屋「アルフライラ」で食事中だった。

　アルフライラは、江戸っ子のペルシャ人（←？）の店主とおかみさん、そして看板娘のアルフでやっている、一見昭和の香り漂う大衆食堂である。出てくる料理はシシカバブなどのペルシャ料理だが、もともとペルシャ料理には米を使ったものもあり、たいていの料理は箸はしで食べられるような形をしているということもあって、日本人の口に合いやすい。ナイフとフォークが必要なステーキとかではない。ということは、お箸でガツガツ食べられるということである。なので、陣もお箸でガツガツとシシカバブ丼どんを食べている。

「陣。いくら何でも、ちょっと食べすぎじゃないのかい？」

　銀色のお盆を片手に、エプロン姿で店に立つアルフが、半なかば呆あきれ、半ば心配そうに、陣の食欲を見守っていた。彼女は金髪に青い目、浅黒い肌で、黙っていればお姫様のような美少女なのだが、流りゆう暢ちような江戸っ子弁を話し、気風きつぷもいい。

「寮の食事が少ないんだから、ここで食っておかないと」

　陣はほっぺたにいくつも米粒をつけながら、顔を上げた。

「おやつにしても、量が多すぎだって」

「ペルシャではおやつを五時に食うのか？　日本は三時だが」

　と、陣は五時を示している店の時計を指さす。アルフは、思わず銀のお盆をカラーンと落とした。慌てて、お盆を拾い上げる。

「つかぬことを伺いますが、それはおやつじゃないってこと？」

「おやつはきちんと三時に食った。授業が終わって図書館に行くまえに、愛あい花かが昼休みに差し入れてくれたでっかいサンドイッチ食った。寮の台所で朝作ってきてくれたらしい」

「でっかいサンドイッチ？　……サンドイッチってさ、ふつう、食パンの大きさよりでかくはならないもんだよ？」

「あいつの料理って、なんかいつも巻いてんだよ。ロールサンドっていうのか？　食パンにジャムとか塗ってくるくる巻いてって、最終的に、枕まくらぐらいの大きさになってたが」

「それがおやつで、これが夕ご飯？」

「寮の夕飯は六時からだ、知ってるだろ？」

「じゃあ、この特盛りシシカバブ丼どんの立ち位置は何？」

「おやつの後の軽い食事かな」

「もしやこの後、夕食の前の軽い食事を摂る気かい？」

「剣の魔神の能力は、剣に変身してやっつけるだけかと思ったら、予知能力まで？」

「つーか食いすぎ！　あたしはソロモンの指ゆび環わと一体化して鎧よろい化するんだよ。あんたがデブデブになったら、覆う面積が広くなっちまって面倒だろ！」

　アルフは他ほかの客を気にして、小さな声でささやきながら、陣じんの胸ぐらをつかむ。

　厨ちゆう房ぼうでシシカバブを焼いていたアルフの父が、べらんめえ口調でどなった。

「おい、火事とケンカは江戸の花だが、お客さんとケンカをするんじゃねいよう！　うじゃうじゃ喋しやべってねえで、ちゃちゃっと料理を運びな！　シシカバブ丼、おかわりでえ！」

「おかわり？　まだ食うのかい？」

　さすがにアルフも、目が回りそうになった。陣は顔を赤くしながらも、食事を続ける。

「おまえんちの料理がうますぎるから、食いすぎるんだよ。ペルシャ料理って、この学校に来るまで食ったことなかったけど、ほんとに食いやすいよな。俺おれ、ステーキとかって最初に全部切り分けとかないとダメなんだ」

「それ、貧乏切りって言うんだよね」

「友達にもよくそう指摘されてたんで、外食で肉とか食べにくくてさ。シシカバブは、串くしから抜けば箸はしで食えるからいいよな。肉を切りながら食べながら、ってなんか食うペースを中断されて、苦手なんだよ」

「いかにも大食漢っぽい意見だね」

「みんなは、そんなことないのか？」

「さてねえ。あたしは、妖魔ダイモンどもの肉を断ちながら、食ってやるのが大好きだから。最初から切り分けちゃってたら、悲鳴とか上がらないじゃん？」

「上がらなくていい」

「陣は何となく、わさび醤じよう油ゆが合いそうかな」

「しかも俺を食うことを想定してるのかよ」

「だって最近、妖魔ダイモンが出てきてないじゃん。あんたは勝手に旅行に行っちゃうしさ、あんたに寄ってきた妖魔ダイモンを食うつもりなのに」

　ぷいっ、とアルフは陣に背を向ける。陣は首をかしげた。

「勝手に、って……別に、おまえに言う必要ないだろ。考古学の研究に行くって言って、ついて来るか？　興味ないだろ？」

「あたしの目は節穴じゃないよ！　旅行、あの娘こといっしょに行ったんだろ？」

　あの娘……とは、もちろんシエラのことだ。陣じんは驚いて、目をまるくする。

「すごいな。なんでわかった？」

「絵葉書が届いたんだ」

　アルフはエプロンのポケットから、絵ハガキを取りだして陣の顔に突きつけた。二ふた見みヶが浦うらの夫婦めおと岩の写真の裏に、陣とシエラが二人で撮った夫婦岩模様のプリクラが貼はられ、『ハロハロー♪　今、伊い勢せに来てまーす♪　アコヤ貝が食べられるって知ってた？　あなたにはけっこうお世話になってるので、今日送ったから、お店で出してみてね♪　あ、わたしはＧＷはパリに行ったことになってるし、庶民がいっしょってのはオフレコでね♪』と、カラーペンで書かれている。

「これなら、節穴でもわかりそうだが……。それはそうと、貝を送ったって、あいつけっこうちゃんとしてるな」

「まあ、それで今日のおすすめは貝カレーなんだけど。そこはありがたかったけど、じゃなくて！　プリクラまで撮って、ずいぶん楽しかったようじゃないさ」

「この苦渋に満ちた俺おれの顔が、楽しんでいるように見えるのか？」

　陣はプリクラを指さす。シエラが陣の襟首をつかんで引き寄せ、無理矢理写しているもので、自分の写真を撮られるのが苦手な陣は、すぐにでも逃げだしたいといった様子で顔をしかめている。

「でも、シエ……じゃない、あの娘といっしょに伊勢に行ったのは事実だろ？」

　オフレコで、と絵ハガキに書いてあるため、アルフは店内のほかの客をちょっと気にしながら、陣を追及する。陣は、どうしてアルフが犯人を取り調べる刑事のような怖い目をしているのか、わからない。

「座ざ堂どうはたまたま新幹線の中で会っただけだ。あと、なんでそんなことを、おまえに怒られないといけないんだよ」

「なんか腹立つんだよ！」

「なんかって何だよ」

「わからないけど、何となくだよ」

「無茶をおっしゃる」

「そりゃシエラはあんたの魔神だから、いっしょにいるのは当たり前だろうけど、あたしたちだって、『気』が合わないとうまく合体できないんだよ？」

　アルフは銀のお盆を抱いたまま、もどかしそうにイライラしている。陣には、アルフがどうしてこんなに機嫌が悪いのか、さっぱり理解できない。アルフは剣の魔神であり、陣がはめる「ソロモンの指ゆび環わ」と合体することで、陣を覆う鎧よろいになる。まだ陣の片腕と肩を守るていどだが、そのうちレベルが上がれば、陣の全身を包みこむ予定である。

「……よくわからんが、要するに俺おれが悪かったんだな」

　陣じんは釈然としないまま、ポリポリと頭をかく。

「お詫わびと言っては何だが、これ」

　と、制服の胸ポケットをごそごそしはじめる。取り出したのは、宝石を入れるような、青いビロード地の箱だった。アルフはきょとんとして、青い目をぱちくりする。

「何、これ？」

「旅行のお土産みやげ。いつも、メシとかサービスしてもらってるからな」

「お、お土産？　シエラといっしょだったのに、あたしへのお土産買ったのかい？」

　アルフは予想だにしていなかったお土産に、戸惑っていた。

「別に、誰だれといようと、誰のお土産を買おうと、かまわないと思うが」

「あ、うん。そ、それはそうだよね。何か、自分でもわけわかんないこと言ってるかも」

　ドキドキしながら箱を受け取って開くと、花のような真珠の髪飾りが入っていた。

「わ！　可愛かわいい！　ってこれ……真珠じゃないの？」

　アルフはドキドキして、髪飾りを胸に抱きしめる。陣はニコッとした。

「うん。なんか伊い勢せ志し摩まって修学旅行価格で、真珠が安くて。それ八百円」

「八百円っ？」

「高い真珠は高かったけど、でも俺、真珠の良し悪しとかあんまりわからないし、アルフはいつも髪縛ってるから、髪飾りとかいいかと思って」

「う、うん、すごく嬉うれしい。陣があたしのために選んでくれたんだもんね、一生大事にするね！」

　アルフはあたふたと、髪飾りを髪につけてみる。金色の髪に白い真珠と銀色の金具が輝いて、お姫様のように華やかだった。食堂にいた他ほかの客の視線も、思わず釘くぎづけになる。

「わ！　アルフ、とびきり可愛いとは思っていたが、何だあの凶悪なまでの可愛さは！」

「しまった。俺もゴールデンウィークのお土産を買ってきておくんだった」

「新あら木きのやつ、朴ぼく念ねん仁じんだと思ってたけど意外に抜け目無いな」

「これでまた、差がついちまったわけか？　ああ、やっぱり俺も楔くさび形がた文字を極めねば！」

　めらめらと嫉しつ妬とに燃える視線が陣に集中する。アルフは、頬ほおを赤らめながら陣に尋ねた。

「ど……どう、似合ってる？」

「ああ、自分で買ってきて何だけどすごく似合ってる」

「ほんとに嬉しいよ。あたしゴールデンウィークも働きっぱなしだったし……。みんな、故郷とかに帰っちゃうと、あたしのことなんか忘れちゃうし。陣はシエラと旅行してるあいだも、あたしのこと忘れてなかったんだね」

「ばかだな、当たり前だろ。俺が一瞬たりとも忘れたりするはずないじゃないか、世界のどこにいようと誰といようと忘れっこないだろ」

　いやに真剣な陣じんの瞳ひとみが、アルフの胸にきゅんと突き刺さる。アルフはドキドキしながら、お盆を強く抱きしめた。金属のお盆がメコメコと音を立てながら、へこんでいく。

「あ、あのさ、陣。あたし、陣のこと、いつも利用してやるとかそのうち食うとか、そんなふうに考えてたんだけど……人に取られそうになって初めて惜しくなるっての？　絵ハガキが届いて、あんたとあの娘のツーショット見たら、何だか急に……自分の気持ちに気づいたっていうか。たぶんそれで腹が立ってたんだよね」

　アルフは恥ずかしそうに陣に背中を向け、もじもじしながら、口の中でモニョモニョつぶやいている。

「つまりその……今まであんたのことを『食いたい』と思ってたけど、それは『食っちゃいたい』じゃなくて『食っちゃいたいぐらい』ってことで……要するに、気づいたのは、あたしはあんたを食っちゃいたいぐらい好……」

「あ、えーとそれから……」

　陣はアルフのモニョモニョ言うことばに気づかず、ガサゴソと学生カバンをあさって、

「あ、あったあった。はいこれ、おばさんに」

　と、真珠のブローチを、厨ちゆう房ぼうにいたアルフの母に渡した。アルフは「えっ」と言いたげな顔で、それを目で追う。アルフの母は、手を頬ほおに当てた。

「おや、あたしの分まで忘れずに買ってきてくれたのかい？　すてきなブローチだね」

「この店の味とボリューム、俺おれが一瞬たりとも忘れたりするはずないじゃないですか」

「忘れっこないのは『味とボリューム』？」

　アルフは愕がく然ぜんと立ちつくす。陣はそれには気づかず、マイペースでお土産みやげ配りを続ける。

「それと……これは、親父おやじさんに」

「俺にまで、買ってきてくれたのかい。イナセだねえ！」

「世界のどこにいようと誰だれといようと、親父さんのシシカバブの味を忘れっこないさ」

「食いしん坊にもほどがあるよね」

　アルフが、すっかりガッカリしたようすでため息をつきながら、肩を落とす。アルフの父は、紙袋の中から大きな三角の布を引っぱりだし、引きつった笑顔をうかべた。

「うわーありがたいじゃねえか。でっかいペナント、どうしてくれよう」

「これも、おやじさんに」

「おお、木刀に通行手形に提灯ちようちんか。これ、どこに行ってもあるよなぁ。ありがとよ」

「親父。嬉うれしくないんなら、素直にそう言っていいんだよ」

　アルフが硬い声で、父親にツッコむ。

「だいたい、みんなにお土産ってどういうことだよ！　あたしにだけ、じゃないわけ？　これじゃあんた、ただの『きちんとした奴』なんじゃないか！」

「食い物の礼は、ちゃんとしておかんとな」

「あんたの行動原理は、あいかわらず食い物なのかい」

「失礼な。俺おれは三度のメシより楔くさび形がた文字が好きだ」

「楔形文字よりも好きになるべきものが、目の前にあるだろっ？」

　アルフは陣じんの胸ぐらを両手でつかみ、ぐいぐいと締め上げた。陣は弱々しい声で答える。

「目の前には……花畑が見える」

「花畑じゃなくて！　人間だよ！」

「白いひげのおじいさんが、おいでおいでしてる……あの人の事か？　何だか好きになれそうかも」

　食堂にいた男子たちは、ドキドキしながらそのようすを見守っている。

「す、すごい。女の子からガンガン告白してる。うらやましい……」

「すごいのは新あら木きだ。あそこまではっきり告白されてるのに、なんか全然わかってないぞ」

「あんなやつにもったいない！　そこをどけ、俺がかわりにアルフに告白されてやる！」

　アルフは、陣を突き飛ばすようにして手を放す。顔は真まっ赤かで、目も真っ赤になっている。涙がちょっと、にじんでいた。

「わああーっ、陣のバカ！」

　アルフは泣きながら、お盆で陣の頭をバコバコ叩たたきまくり、食堂を飛びだしていく。

「おいこらアルフ！　てやんでえ、ほれたはれたは江戸の花よ、これぐらいでめそめそしてちゃあ女がすたるってなもんだ！　仕事を放ったらかしてどこへ行こうってんだい！」

　アルフの背に向かって、店主がどなった。アルフにお盆攻撃を受けた陣は、テーブルにつっぷしてズタボロになっている。

「お……俺、何か悪いことでも言ったか？」

「てやんでえ、女心もわからねえのかよ。この、スットコドッコイのトウヘンボクのトンチキめ。ちゃちゃっと追っかけて行って、ちょちょいっと謝ってくりゃあ、四角い豆腐も切りよで丸く収まるってのが、あたりき車力のコンコンチキってやつじゃねえかよ？」

　店主が、陣の肩をバシッと叩く。

「すみませんが、親父おやじさんの言ってることが俺には一番よくわからない」

「コンコンチキってのはキツネの意味だぜ」

「もっとわからなくなった上に、そこがわからないわけじゃなく」

　陣は疲労を感じて、ため息をつく。

「……取りあえず、百聞は一見にしかずってことわざもあるし。何を怒ってるのか、アルフから直接聞いてみます」

　陣はよっこらしょと立ちあがると、アルフを追って駆け出そうとする。が、

「おっと。食べ物を粗末にしちゃいけない」

　一度戻ってきて、テーブルの上に残っていた食べ物を一気にガガガガガッと胃に流しこみ、カラーンと食器を捨てると、

「じゃ、あらためて行ってきます！」

　と、食堂を出ていった。



　アルフは、春はる紗しや学園の外塀にもたれ、両手で顔を押さえてしくしく泣いていた。

　陣じんが、とまどいながら近づいてくる。

「……なあ。何を怒ってるのか、教えてくれよ。でなきゃ、謝りようもないからさ……お土産みやげ、気に入らなかったか？　食い物のほうが良かったか？」

　のことばは、ぶっきらぼうだけど優しい。でもアルフは、その優しさにぷいっと背中を向けてしまう。

「わ、わからないなら別にいいよ。無理にわかってもらわなくても、いいんだから」

「ところで、腹減ってないか？」

「なっ、何だよいきなり、この場でメシの話っ？　あんたほんとに、胃袋でしかモノ考えてないんだね！」

　アルフは怒りながら振りかえって、陣をにらむ。が、次の瞬間、愕がく然ぜんとして大きく目を見開いた。陣の背後に、身長三メートルはあろうかという火炎侯こう爵しやくアイニが立ち、彼の髪をつかんで宙ちゆう吊づりにしていたのだった。アルフは思わず、飛びすさる。

「な、何だよこいつ！」

「だから聞いたんだ、腹減ってないかって」

　陣は、自重で首が抜けそうになる痛みに顔をゆがめつつ、アイニに視線を向ける。

「お土産が気に入らなかったら、これが俺おれからのお土産ってことで」

「って言うか、思いっきり『助けてくれ』ってことだろ」

　アルフは胸に抱いていたお盆を、アイニに向かって投げた。

「ま、妖魔ダイモンを最近食べてなくて栄養不足気味ってのも確かだから、ここは助けてやるよ。ペルシャ伝統格闘技、ズルハネを見せてやる！」

　お盆は高速回転しながら、アイニの腕と、三つの首のうち、蛇の首を切り落とした。

　お盆はクルクルッと回転し、アルフの手に戻ってきた。陣がアイニの腕ごと地面に落ち、蛇の首も落ちた。アルフは、ニヤッと笑う。

「どうだい。あたしのお盆は、ただのお盆とはわけがちがうんだよ」

「その殺人凶器で、さっき俺は頭をバコバコ殴られたような気がするんだが」

　陣は立ちあがって、すばやくアイニと距離を取った。

　首をひとつ落とされても、アイニは顔色ひとつ変えていない。傷口から新しい蛇の頭がムクムクと盛りあがり、すぐに再生してしまった。

『グフフ……何と、愚か者どもであることよ』

「再生したっ？　ダメージは無いのかい？」

『火は一部分を消そうとしたところで、ふたたび火が回って、何度でも燃えあがるのである。すなわち、何人なんぴとにもこの吾わが輩はいを倒すことなどできないのである』

「ただのザコ妖魔ダイモンじゃなさそうだな。おまえ、何者だ？」

　鋭い目で尋ねた陣じんに、アイニは低い声で笑う。

『聞いてどうするのである？　生きて誰だれかに語ることも、もはや無いというのにである』

「妖魔ダイモンの間でも、個人情報保護法かよ？」

『個人情報保護法は、個人情報を扱っている業者が個人情報の管理をちゃんとしろ、という法律である。一般の人間が、名札を隠したり、名前でなく出席番号で生徒を呼んだりする必要は、まるっきり無いのである』

「あ、そうだったんだ」

　ぽん、と陣は手を打つ。

「それじゃ、名前を聞かせてもいいじゃないかよ」

『遠回しな言い方の通じない奴である、ちょっとは空気を読む努力をしてみろである！　生きて誰かに語ることがもはや無いと言うのは、つまりこの場できさまらを殺すということである！』

　アイニが乗っている火蜥蜴サラマンダーが炎を吐いた。炎は陣たちの周りを、ボクシングのリングのように取りかこむ。火の壁に阻まれて、外が見えない。

「何すんだ、暑いだろ！」

『グフフ……吾輩の姿を、ほかの人間に見られぬようにである。そちらの剣の魔神の娘のように、吾輩を食おうとしてハンターどもが集まってくると、ややこしいことになるのである。きさまらはこのままここで、誰にも知られず死ぬのである！』

「くそっ、こんなときは……！」

　陣は素早く、ポケットに手をつっこんだ。アイニの目がギラッと光る。

『出すか、ソロモンの指ゆび環わ！　その力がいかほどのものか、吾輩が試してやるである！』

　だが、陣が取りだしたものは、携帯電話だった。アイニの目が、点になる。アルフも、呆あきれたようすでまばたきしている。

「陣。何してんの、ちょっと」

「だから、こんなときは消防署に連絡だろ」

　陣は携帯電話で一一九の番号を押したが、炎の壁に阻まれて、電波が圏外になっている。

「圏外だ。どうしよう」

『だから空気を読めというのである！　この火炎侯こう爵しやくアイニの炎攻撃を、消防車で消そうとは片腹痛いである！』

「そうか。おまえの名はアイニだ」

　陣じんの目が光った。学生カバンを取りだすと、ものすごい勢いで電子辞書のボタンを押す。

「アイニ！　ソロモン王に封印された七十二柱の魔王のひとりで、火炎と放火をつかさどる！　なるほど、聖櫃の妖魔アークダイモンじゃあないわけか。ソロモン王は魔王を、そのへんの壷つぼとかに封印したそうだから……聖櫃アークが無くても、おまえは封印できるってことだよな？」

　聖櫃の妖魔アークダイモンとは、モーゼの十じつ戒かいに封印された人間の十の悪徳をになう妖よう魔またちである。

　十戒をおさめた聖櫃アークが壊れたため、この世に放たれた。彼らを封印するには、失われた聖櫃アークが必要だが、それがどこにあるのかは、誰だれにもわからない。

　陣の両親は、それを探して中近東に発掘調査に行き、陣もまた、それが「大地の果て」であるこの日本にあると考えて、アマチュア考古学者としてあちこち独自に発掘調査を行っている。アルフに真珠の髪飾りを買った伊い勢せ志し摩まも、もともとそこに聖櫃アークがあるかもしれないと思って、確かめに行くのが目的だったのである。

　アルフは、ぺろりと舌なめずりする。

「魔王？　食ったことないけど、それってうまいの？」

「食ってみればわかるだろ。魔王ってことは……もしかして、伊勢志摩で俺おれたちを襲ったセーレとかいうやつの仲間か？」

『ぬぬ……。目覚めたばかりだと思って、油断していたである。ソロモンの指ゆび環わを持っているだけあって、知恵もなかなか大したものである。だが、ソロモンの知恵だけでは吾わが輩はいは倒せぬ。名前がわかったところで、きさまらには何もできぬ！』

　火蜥蜴サラマンダーが炎を吹きだす。陣とアルフは、別々の方向に飛んでよけた。

　炎の外側から、ざわざわと騒ぐ声が聞こえてくる。

「おい、火事だぞ！」

　通りすがりの人々が、激しく燃え上がる火の柱を見つけて集まってきたのだ。だが、火が燃えるゴオゴオと激しい音に阻まれて、陣たちには彼らの声がとぎれとぎれにしか聞こえない。人々は、あたふたしながら学校の塀を乗りこえる。

「なんでこんなところで？　放火か？」

「消防車だ、消防車！」

「取りあえず消火器持ってこい！」

　人々はバケツで水をかけたり、消火剤を吹きつけたりする。カンカンカン、とサイレンの音が鳴って、消防車もやってきた。

「放水開始！」

　ポンプ車が勢いよく水を吹きつける。炎の輪がとぎれかけた……だがアイニは炎を指揮するように、手に持った松明たいまつを振った。たちまち、とぎれかけた炎の輪が再びつながり、のみならず、ポンプ車のほうへ吹きだしたのだ。

「いかん、引火するぞ！　離れろ！」

　慌てて、ポンプ車はバックする。アイニは高らかに笑った。

『愚か者めらである！　我輩の火炎の能力は、広範囲に強烈な破壊をもたらすのみならず、距離を取ることにも長たけておるのである！　山火事も消すことができず放置するしかないような、たかが人間の力で、この吾わが輩はいの炎を消すことはできぬのである！』

　陣じんは、火が熱くてほとんど目が開けていられない状態だったが、必死に薄目で相手の姿を確認する。

（サウナなみに暑いな……。近寄れば炎で攻撃されるだろうが、このまま何もしなくても、熱中症と脱水症状でばっちり死にそうだぜ）

　陣は、アルフに視線を向ける。

「アルフ、何か入れ物持ってるか？」

「バケツで水でもかけようっての？」

「水道がないだろ。じゃなくて、ふたができる容器があれば、ソロモンの指ゆび環わであいつを中に封印できるはずだ」

「ああ、なるほど！　かつてソロモンがそうしたように、ってことだね」

　アルフは感心して、ポンと手を打った。

「それならあんた、カバンの中に魔法のランプ持ってるんじゃないの？　シエラに、いつも持っておけって言われてたらしいじゃん」

「あの座ざ堂どうが、相席をＯＫすると思うか？」

「相手は侯こう爵しやくだろ。貴族ならセレブ同士、ＯＫなんじゃないの」

「それに、変にランプをさわってあいつをうっかり呼びだすようなミスも犯したくない」

「仕方ないねえ。えーと……」

　アルフは、エプロンのポケットを探る。魚の形をした、しょうゆのタレビンが出てきた。

「きのう、お昼ごはんにお寿司食べたときのタレビンがあった」

「ああ、それタレビンって言うのか。ちなみに……」

「かき氷のみつをかけるあれは甘露じゃくしって言うんだ、って言うんだろ」

「カレーを入れる水さしみたいなのの名前、聞きたくないか？」

「それもういいから、って言うかそういう状況じゃないから！」

「モヤモヤして夜も眠れなくなると気の毒なのでいちおう言っておくが、カレー用ソースポットだ。そして……っ！」

　陣は、ソロモンの指環を指にはめる。黄金の指環には、六芒星ヘキサグラムの印章が刻まれている。

　手紙などを封印するとき、ノリのかわりに溶かした封ふう蝋ろうを落とし、その蝋ろうの上から印章を押して封印とするものだ。ハンコのようなものだが、失わないように、指環の形で身につけられるようにとしたものもある。ソロモンの指環もその印章のひとつで、ソロモンの魔力において、封印の容器から悪魔が出てこないようにするためのものだ。

「そしてアイニ！　てめーをこのしょうゆのタレビンの中に封印してやるぜ、入れ！」

　陣じんは命じたが、アイニは微動だにしない。

『ふざけんな、である』

　アイニの三つの首が、それぞれこめかみに青筋を立てた。陣は、ハッと指ゆび環わに視線を落とす。

「そ……そうか。俺おれにはまだ、この指環に魔王に命令できるほどの権力が無い、ということか」

『あと、仮にも魔王を封印しようというのだから、礼儀としてしょうゆのタレビンはやめろである』

　アイニは松明たいまつを振りあげる。

『どうやらきさまは、まるっきり力が無いようである。恐るるに足りなかったである！　ソロモンの指環は、この吾わが輩はいが使ってやったほうが、ずっと有意義である。七十二柱の魔王を、このアイニが支配して大魔王となるのである！』

　ボボボッ、と炎が立てつづけに陣とアルフを襲う。距離を取りすぎると、彼らを取りかこむ炎の輪に焼かれてしまう。だが、だからといって前に出すぎると、アイニの炎のえじきとなる。

『くはははは！　さあ、こんがりと焼けるがいいである！』

　アルフは、暑さにボタボタと汗を流す。もともと、食堂の厨ちゆう房ぼうが暑いので薄着のアルフだが、汗まみれになると薄い服がべったりと体にくっついて、そのラインがあらわになる。特に胸の近辺の、細かい凹凸が……陣は、あわてて顔をそむけた。

「す、すまん！　でも見てない！」

「わっ！」

　アルフは、慌てて両腕で自分自身を抱くようにして、胸を隠した。でも、そういうポーズを取ると、今度は豊満な胸が左右から押し上げられ、それはそれで、谷間がくっきりと現れてしまい、陣はやっぱり正視できない。

「透けちゃってるじゃん！　アイニ、てめーよくも！」

『ど、どうして吾輩に逆ギレの矛先が向くのであるっ？』

　アイニはとまどう。アルフは真まっ赤かになって、怒鳴った。

「だって、その炎であたしたちを一発で燃やし殺すことだってできるのに！　わざと時間をかけて、とどめを刺そうとしないってことは、あたしの服を汗で透けさせるのが目的だったんだろ、そうだったんだろ！」

『思いあがるなであるっ！　魔王であるこの吾輩が人間ごときの透け乳など、見たいと思うはずがないのである！』

「すけちち？」

　ストレートな形容に、胸を隠しているアルフの顔はますます真まっ赤かになり、思わず涙までにじんできた。

「いやらしい言いかたするなっ、やっぱりそれが目的だったんじゃないかコラー！」

　効かないとはわかっていても、とりあえず気がすまないので、アルフはお盆を片手にアイニに襲いかかり、スパスパスパッとその体を切り裂く。

『いてて！　いてて！　いてて！』

　アイニはアルフの猛攻に顔をゆがめながら、松明たいまつを振りかざす。

『くそっ、思わず勢いに飲まれたである！　しかし、勢いだけで吾わが輩はいを倒すことは不可能である、そんなに一発で殺されたければ望みどおり殺してやるである。不死身の復活を遂げるといえど、こんなにスパスパ切られたら、やっぱりちょっとは痛いのである。吾輩の痛みを思い知るがいいである！』

　アイニの松明が、アルフを直撃しようとする。

「アルフ、危ない！」

　思わず、陣じんが飛びだしてアルフをかばった。彼女の上に覆いかぶさり、その身で松明を防ごうとする。押し倒されたアルフは、仰あお向むけに地面に倒れ、その上から陣がのしかかる。アルフの豊かな胸が、陣の硬い胸に押しつけられて、陣は思わず硬直する。

「じ、陣……」

　アルフは顔を真っ赤にし、拳こぶしを口もとに当てて、ドキドキしている。いつも強気で男勝りな彼女だが、それだけに、逆に男子とこんなふうにくっつくのは慣れていないようすだ。何だか雲の上に乗ったような、ふわふわととりとめもない気持ちになって、気持ちいいような苦しいような、何ともいえない感情に胸が押しつぶされそうになる。

　陣もドキドキしていた。間近で見るアルフのきれいな顔や、びっくりするほど柔らかい体。いつも、どっちかというと乱暴な江戸っ子口調なので、あまり女の子として見たことはなかったが……もしかしたらめちゃくちゃ可愛かわいいのかもしれない、と気づいてしまう。

『うぎぃーっ！　きさまら、吾輩のことは無視であるかそうであるか！』

　アイニが、陣の背中や後頭部を松明でボコボコ殴りつける。

『そんなにこの女が大事なら、吾輩が食ってやるである！　吾輩は、他人のものを食うのが好きである。しかも、ただ他人のものを奪うだけではないのである！　たとえば子供がお子様ランチを食べているとき、最後に食べようと思って楽しみに取っておいたプリンを、横からかっさらって食うのが、格別である！』

「アイスのふたも絶品だぞ」

『というわけで、この女はいただくである！」

　火蜥蜴サラマンダーがカメレオンのように舌を伸ばして、アルフの体にくるくるっと巻きついた。舌はヌルヌルしていて、しかも冷血動物なので、感触がひんやりしている。

「うわっ、気持ち悪っ！」

　アルフが顔をゆがめた次の瞬間、舌はくるるっと巻き戻り、彼女をぐるぐる巻きに縛りあげた。

「きゃあああ！」

　アルフは悲鳴を上げる。舌の力は強く、アルフの体をぎりぎりと締めあげる。豊かな胸がぎゅうぎゅうと押しつぶされ、腕や腰にも食いこんでくる。苦しくて、息もできない。

「くっ……！」

「てめぇっ、アルフを放せ！」

　陣じんが舌をつかみ、引きちぎろうとするが、舌がヌルヌルしているので手が滑ってしまう。

『無駄だと言っておろうが、である！』

　アイニは松明たいまつを振りあげ、陣の頭を殴りつけた。陣はグルグルッと回転しながら飛ばされ、地面にたたきつけられた。

「ぐふ！」

　背中をぶつけて、息が止まる。

「く、くそったれが……無駄とかって、いつ言ったよ？」

『いちいち人の揚げ足を取るなである！　剣の魔神というのも、なかなかオツな味がしそうである』

　火蜥蜴サラマンダーが、今にもアルフを丸まる呑のみにしようとして、舌を口の中に収納しようとする。

「くそっ……！　このアルフ様が爬は虫ちゆう類るいのエサになってたまるかってんだ。爬虫類のエサは、コオロギと相場が決まってるんだよ！」

　アルフは、自由になる両足で火蜥蜴サラマンダーの上あごにつっかい棒をし、食われるまいと持ちこたえた。スカートのすそからあらわになった白い脚に、火蜥蜴サラマンダーの熱い息がかかる。あごの力は強くて、脚の力が負けそうだ。だんだんひざが曲がり、上あごの牙きばがアルフの上に近づいてくる。

『グハハハ、無駄無駄であるぅ！　ワニのあごの力は一トンとも言われているのである、爬虫類のあごを見くびるではないであるっ！』

　火蜥蜴サラマンダーは、さらにあごを閉じようとしてくる。アルフの脚が筋肉疲労を起こしはじめ、プルプルと細かく震える。

「くそっ、放しやがれってんだよ！」

　陣は火蜥蜴サラマンダーのあごを両手でつかみ、何とかアルフを脱出させようとした。だが、陣もアイニに頭をつかまれ、持ちあげられてしまう。

「うわあ！」

『ゴチャゴチャうるさいガキである。吾わが輩はいは、おいしいものから先に食べるタイプである。こちらの柔らかくってジューシィそうな剣の魔神のほうから、ゆっくり味わって食うつもりなのだから、邪魔するなである。おまえのことも、後でちゃんと食ってやるから、すねるなである』

「誰だれもすねてなどいない。気をつかってくれなくていいから」

『強がり言っちゃって、困った寂しんぼさんである。よし、吾わが輩はいはとっても優しいので、おまえを先に料理してやるである』

　アイニは陣じんの首を引きちぎろうとして、両手で頭と脚とを持ち、引っぱった。頭ず蓋がい骨こつが割れそうなほど、すさまじい力である。

「痛い痛い痛い！　いてててて！　やめろよっ、優しさは時に残酷なものなんだぜ！」

　陣はアイニの手を止めようとして、両手でつかんだが、かなわなかった。相手は、機械のように力が強いのである。

「陣！」

　アルフは息をのんだ。このままでは、陣の首の骨が外れ、殺されてしまう……そう思ったアルフは、いちかばちかの作戦に出た。体をねじりながら、火蜥蜴サラマンダーのあごを支えていた脚を、急にはずしたのだ。

　火蜥蜴サラマンダーの牙きばが落ちてくる。止める間もなく、アルフの体に巻きついた舌にぷすっと突き刺さった。

『ゴアアアアアアッ！』

　火蜥蜴サラマンダーは絶叫して跳ねあがり、両前足で口を押さえながら、もんどり打った。当然、上に乗っていたアイニはその下敷きになって、何度も体の上をローリングされ、つぶされる。

『ばぎょっ！　ぐぎょす！』

　そのたびに、三つの首から阿あ鼻び叫きよう喚かんの悲鳴が上がる。舌から解放されたアルフは、アイニが投げだし、地面にうつぶせに倒れていた陣の腕をつかんで立たせる。

「ほら陣、今のうち！」

「あっ、ああ……」

　陣は慌てて立ちあがる。慌てすぎて、タイミングをあやまった。アルフが近くにいすぎた。顔を上げた瞬間、視界が閉ざされる。薄いピンク地に散った、小さな赤いイチゴ模様だけが見えた。

「うわー！　火の次は周りがイチゴだらけだ！　いったい何事だ！」

　陣は戸惑い、アルフのスカートの中で暴れる。アルフは真まっ赤かになり、慌てて、スカートごしに陣の頭を押さえた。

「バカ、陣！　スカートの中で暴れるなっ、くすぐったいだろ！」

「何の中って言った？」

「しゃべるな、バカ！　あたしはくすぐったがり屋なんだから、ってキャハハハハ！　頭動かすなって、髪の毛がくすぐったいんだってば！」

　アルフは真まっ赤かになって笑い転げながら、スカートの中の陣じんをポカポカと殴った。

『……きさまら。ちょっと吾わが輩はいへの反撃に成功したからといって、鬼の首でも取った気持ちであるか？　そんなに余裕ぶっこいてたら、痛い目見るである！』

　アイニは起きあがって、ドスドスと突進してくる。アルフはあわててスカートをめくり上げ、陣を解放した。

「こんなことしてる場合じゃない！　陣、逃げろ！」

「何だっ、一面のイチゴが一瞬にして消えた！」

　陣はまだ、状況がつかめていない。そこに、アイニの火炎攻撃。

「遅いわっ、死ぬがいい！　ドギシャアアアアッ！」

　アイニが吠ほえ、蛇と猫と人の頭が同時に炎を吐きだした。炎はまともに、アルフのほうに向かっていった。アルフはまだ座りこんでいて、立つのが間に合わない。

「アルフ！」

　陣はとっさに、アルフの前に両手を広げる。

「じ……陣っ？　あたしをかばって……っ？」

　アルフは、驚いて陣の背中を見つめる。腕っぷし自慢のアルフは、いつも自分が先陣を切って戦っていたため、他人にかばわれたり守られたりすることはなかった。

（何だか、この状況って……お姫様みたいじゃない？）















　危機的状況にも関かかわらず、アルフは胸をときめかせ、頬ほおを赤らめる。陣じんは、炎の攻撃が確実に、自分に当たったと思っていた。一瞬で消し炭になるものと、半なかば覚悟もしていた。

　だが……アイニの炎は、陣に到達する直前に、消えてしまっている。陣は、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。アイニの顔は、なぜか引きつっている。

「……なんで止やめたんだ？　おまえ、アルフを殺す気マンマンだっただろ」

『べ、別に吾わが輩はいの勝手である！』

「俺おれがかばったから止めた、ってなタイミングだったな？」

『悪魔の心を深読みするものではないのである。そこはスルーするのである！』

「すぐに殺せないわけでもあるのか？」

『えっと……そ、そうである！　命をかけて、彼女を庇かばおうとするきさまの男気に打たれたのである！』

　アイニは、必死に考えながら言った。陣は、冷ややかな目でアイニをじっと見つめる。

「人間、嘘うそをつくときは脳の関係で、上のほうを見ちまうらしいな。しかも、おまえは思いっきり脂あぶら汗あせをかいている」

『こ、これだけ暑かったら、汗もかいて当然である！』

「どうやら、そのへんにおまえを倒す鍵かぎがありそうだぜ」

　陣は、ズボンのひざをはたいて立ち上がる。アルフはスカートの前の部分をきゅっと押さえて正座で座りこみ、胸をドキドキさせていた。その手を陣はつかんで、立たせた。

「やるぜ、アルフ！」

「えと。な……何を？」

「なんでモジモジしてんだよ。おまえ、剣の魔神だろ」

「あ。そっち方向？」

　アルフは、ちょっとがっかりしながら、両手をスッと上げ、背筋をぴんとそらした。舞姫のような、均整のとれた美しい姿勢。たちまち全身が銀色に輝き、一振りの、刀身がそりかえった刀……シャムシールの姿となる。

「この状況で、他ほかにどっち方向があるんだよ」

　陣はシャムシールを手にした。刀になったアルフが答える。

『どうやって、あいつと間合いを詰めるつもりだい？』

「大丈夫。考えがある」

　陣はシャムシールを手に、意識を集中した。生気の波動を、シャムシールから伝わってくるアルフのそれと同調させ、

「アブラカダブラ！」

　と、呪じゆ文もんをとなえた。ソロモンの指ゆび環わが輝き、シャムシールと一体化して、籠こ手てとなる。

　更に腕をのぼっていって腕鎧よろいに、そして右肩を包んで片翼のように……と思ったら、そのままさらに左肩まで進んで、肩当と一体化した二枚の翼となる。

『おお。ちょっとレベルが上がってるじゃないの』

　アルフが、嬉うれしそうに言った。アイニは、苦々しげに顔をゆがめている。

『その鎧よろいは……まさか、ソロモンの指ゆび環わが変化したものであるか？』

「小学校のとき、マーガリンの袋に豆知識が書いてあったんだよ。一グラムの金は、伸ばすと三㎞キロの針金を作れるし、薄く延ばして金箔にすれば馬一頭包むこともできるんだ。ソロモンの指環ひとつで、俺おれの全身を包む鎧になったって、何も不思議はないぜ。まだレベルが足りなくて、ここまでだが……おまえと戦うには十分だ」

　肩と腕に鎧をまとった陣じんは、シャムシールを振りかざし、アイニに突進する。シャムシールが、白銀の輝きをはなった。

『魔王ってものがどんな味なのか、味見させていただくよ！』

『調子に乗るなである！　この火炎侯こう爵しやくアイニは、きさまらごときに負けぬのである！』

　アイニの松明たいまつと陣のシャムシールが、ガシッとぶつかった。ソロモンの指環はただの鎧ではなく、それが包んだものに腕力を与える、言うなればパワードスーツのようなものだ。アイニがぐいぐい押してきても、陣は決して力負けしない。

『ぬっ……！　くっ、くそっ、強いである……！』

『どうしてこんな簡単に間合いが詰められちゃったんだい？　なんで炎を撃ってこないんだろ？』

　アルフが不思議そうな声で尋ねた。陣は、ニヤッと笑う。

「金は熱に弱くて、すぐに溶けちまう。そこがヒントだ」

『さっぱりわかんないんだけど』

「アイニはソロモンの指環を手に入れたい。俺を火炎で瞬殺しちまったら、指輪も溶けて蒸発しちまうから、手を出せないってことなのさ」

　自信たっぷりに陣は言った。アイニは顔をゆがめている。

『うぬ……ぐぐ！』

「つまり、おまえはソロモンの指環からできた、この鎧にも攻撃できないというわけだ。どうやら俺の勝ちだな、おとなしくしょうゆのタレビンの中に封印されやがれ！」

　陣は押して押して、仮にも魔王であるアイニを後ずさらせた。アイニの顔が、驚きよう愕がくと悔しさに引きつる。

『くっ、くそ……抜け目の無いガキである！』

「俺たちのことは殺したい、けどソロモンの指環は手に入れたいから傷つけたくない、なんてちょっと調子の良すぎるご意見かもしれないぜ？　敵に容赦できるほど、余裕があるわけでもないはずだぜ！」

『おお、かしこい！　さすが陣、ソロモンの知恵の継承者！』

　アルフの声がはずんでいる。陣じんはシャムシールを横なぐりに振って、アイニの体を上下まっぷたつにした。切られた下半身からは、ふたたびアイニ本体が再生してくる。

『無駄無駄！　吾わが輩はいを滅ぼすことなどできぬと、何度言えば理解するのである！』

　アイニは三つの頭から炎を吹きだした。炎は、陣を包みこむ。

「うわわわわ！」

　陣は悲鳴を上げて、地面に転がり、炎を消した。すぐに消したのでひどいやけどは負わずに済んだが、地面にうつぶせに倒れてハアハアと息を荒くしているところを、アイニの火蜥蜴サラマンダーの足が踏みつける。

「ぐっ！」

　陣は苦しげな声を上げた。アイニは彼を踏みつけたまま、高らかに笑う。

『愚か者である！　吾輩は、炎の温度を自在に操れるのである。そのへんのガスコンロより、はるかに優秀なのである！』

　そのことばを聞いて、陣はハッと大きく目を見開いた。

「炎の温度を操れる、だと？」

『たとえば、ロウソクの火。明るい所は一〇〇〇度だが、中心の青っぽいところは七〇〇度。ガスコンロの青い火は一七〇〇度。そして金の融点は、一〇六三度。つまり……それよりも低温でも、肉を焼くには十分だってことである！』

「その肉って、もしかしてひょっとして、俺おれたちのことか？」

『鎧よろいに包まれたまま、じっくりと蒸し焼きにするというのもうまそうである。きさまの肉は、白ワイン向きであるか、赤ワイン向きであるか？』

　べろり、とアイニの三つの首が同時に舌なめずりした。

「さすが、魔王を名乗ってるだけあって一筋縄では行かねーな。王だけにグルメだし」

　陣は悔しげな顔で、アイニをにらむ。陣の手の中のシャムシールが、カタカタとつばを鳴らした。

『陣！　どうにかならないのかい、このまま殺やられるなんてお断りだよ！』

「そうは言っても、明らかに勝ち目無いし」

『頭いいんだから、何か考えなよ』

「頭がいいから、何を考えたって勝ち目が無いってわかるんだよ。でもまー取りあえず、無駄なあがきでもしてみるか」

　陣は手を伸ばして、学生カバンを取ると、アイニに向かって投げつけた。

『おっと！』

　アイニは手に持った松明たいまつで、学生カバンを叩たたき落とす。学生カバンの留金がはじけ、中身がバラバラッと散った。その隙すきに、陣はアイニの足の下から這はいだして、間合いを取ろうとする。が、その背後からアイニは、松明で殴りつける。

「あぐ！」

　陣じんは、ドサッとうつぶせに倒れた。アイニの火蜥蜴サラマンダーが、その上にドスンとのしかかる。アルフが泣きそうな声を上げた。

『だめじゃん、陣！』

「やっぱりな。素早さが全然違うし、かなわないのは想定の範囲内だから、まあ仕方ないだろう。取りあえず、俺おれはできるかぎり頑張ったんだが」

『そ、そんなやる気のないご意見かいっ？』

『グフフ……悪あがきはもう終わりであるか？　さすがソロモンの知恵を持つだけのことはある。そういう殊勝な態度なら、逃げる心配が無いのだから、じっくり腰をすえて、遠赤外線効果でゆっくり苦しめながら焼いてやるである！』

『なんか、それのほうが損じゃない？』

『気のせいである。さあ、久しぶりに人間の、暑さに苦しみ、もだえゆがむ顔を見れるである。それが吾わが輩はいの、何よりの喜びなのである！　グフ、グフグフ……！』

　アイニは下品な声で笑いながら、火蜥蜴サラマンダー足の下で身動きできない陣の顔を、鋭い爪つめが生えた手でつかみ、もてあそんだ。陣は暑さにダラダラと汗をかきながら、アイニをにらみつける。

『陣、これはもうどうしようもないよ。シエラを召喚しなよ！』

　シャムシールが、訴えるようにカタカタと鳴る。はじけたカバンから文房具などといっしょに、魔法のランプが転がり出ていたのを、切っ先に引っかけて陣のほうに転がした。

　手を伸ばせば、すぐに届く距離だ。だが陣は、それに手を出そうとしなかった。

「……他ほかの方法を考えようぜ、アルフ」

『何言ってんだい！　ここからどう反撃できるってんだ？』

「あの見習い魔神の座ざ堂どうが来て、このとんでもないバケモノ相手に、何ができる？」

『何がって……何かできる、かもしれない、かもしれない』

「それなら、あいつがいなくても、何かできるかもしれないかもしれない、だろ」

『遠慮してる場合かい！　シエラが呼びだせって命令しないかぎり、呼びだしちゃいけないってこと？　そんなの気にしてられる状況じゃないだろ、それにあいつはあんたの魔神なんだしさ！』

「別に、あいつがギャンギャン吠ほえるのは、いつものことだ。気にもならん」

『じゃあどうして……！』

「来ても来なくてもヤバいなら、あいつまで死ぬこたないだろ」

　ランプに、陣の顔が映っている。死を前にしているというのに、その目は涼しい。シャムシールが、ぴくんと揺れた。

『じ、陣……。あんた、けっこういい男だったんだね……』

「けっこうは余計だ」

『グハハハハ！　カッコつけても負け犬は負け犬である、その身に教えてやるである！』

　アイニは、陣じんの背中をガスガスと踏みつける。

「があああーっ！」

　背骨が折れそうな痛みに、陣は絶叫した。



　くんくん、と愛あい花かが小さな鼻を動かした。

「あの、何か焼けてるような匂におい、しません？」

　愛花は、ボウルにホットケーキミックスを入れて、泡だて器で混ぜている。

　家庭科室で、彼女らはシエラのために、ホットケーキ作りのレクチャーをしていた。愛花はシエラの助手である。

「ああ。フライパンが熱くなりすぎてんだよ」

　奈な津つが、火にかけっぱなしで黒い油煙を上げているフライパンに駆け寄り、ガスを止めた。グルグルメガネで変装しているシエラが、きょろきょろする。

「それにしても……さっきまで、もっとたくさん部員がいなかったかしら？」

　家庭科室の中は、ガランとしている。十名ほどいたはずの部員は、愛花が料理をすると聞いたとたんに、宿題があるとか、急用ができたとか、家族が危篤だとか、そんな言いわけをして帰ってしまったのである。

「みんな、けっこう付き合い悪いんですよね」

　ふう、と奈津はため息をつく。愛花といっしょに料理をすることが、生命の危険を感じさせるからだ、という理由には、思い至っていないらしい。

「まーでも取りあえず、あたしと香か住すみでがんばって料理を教えますよ。ホットケーキは初心者向けですから。ミックスに卵と牛乳まぜるだけで焼けるし、油で揚げたらドーナツになるし、衣に使ってフリッターとかの料理もできるんですよ。薄く焼いてパンケーキにしてサラダとかはさんだらごはんにもなるし、キャベツと豚肉を入れたらお好み焼きに！」

「途中から、無茶言いだしたわね」

「いや、ちょっと甘いけどソースかけたらわかりませんから」

「刑事ではだいじょうぶでも民事でアウトだと思うわ」

「やだなあ先輩、誉ほめすぎですよ」

「わたし、いつ誉めた？」

「どうでもいいけど、なんか外、騒がしいですね」

　愛花が、汚れたボウルなどを洗うために、積みあげて運びながら、ちらちらと窓の外を気にする。家庭科室の裏は、塀一枚挟んで一般道路であり、消防車が取りかこみ、すさまじい炎が燃え上がっているのだが、窓が塀に近すぎて、よく見えないのである。

「ずごんがらがっしゃらーん！」

　窓の外に気を取られていた愛あい花かは、何も無いところでツルッとこけて、手に持っていた調理器具を床に投げだしてしまう。シエラが、びくっと肩をすくめた。奈な津つは慣れっこらしく、涼しい顔でフライパンに油を引いている。

「騒がしいのはあんただよ、香か住すみ」

「ごっ、ごめんなさーい」

　愛花は、真まっ赤かになった鼻を押さえながら顔を上げた。涙がちょっとにじんでいる。一瞬、シエラの脳の中に、道端で雨に濡ぬれながら「きゅーん」と頼りなげに鳴いている白い子犬のビジョンが走った。

（こっ……この娘こ！）

　シエラは、思わず数歩よろける。

（何っ、この放っておけなさは！　この、頼りない可愛かわいさは！）

　ハッと、陣じんの顔が脳裏に浮かんだ。ゴールデンウィークの前、女子寮が男子寮に宣戦布告したときのことを思いだす。あのとき、陣とシエラは男子寮の懲罰房に捕らわれていた愛花を助けに行った。陣は、それはそれは大事に愛花を抱きあげていた。シエラの頭をなでるときは、新聞紙を丸めるかのような、ぐしゃぐしゃっと乱暴な調子なのに。

　それがシエラはずっと気に食わなかったのだが、今、愛花を前にすると、そんな陣の扱いの違いもちょっとわかるような気がしないでもない。

（つまり……彼女は、頼りないからかばってあげないといけない、だから大事に扱う。わたしはしっかりしてるから、かばう必要もないので扱いが悪くなる。ほっとけない感じもしないから、ずーっと呼びだしもせず放置プレイ。と、そういうわけだったのね！）

　ごくり、とシエラは息をのみ、拳こぶしを硬く握りしめる。その目が、暗い光を宿した。

（ふふふふふ……謎なぞが解けたわ、これでこちらのものよ、庶民！　料理だけでなく、この香住愛花の行動パターンの全すべてを我が物にし、わたしのことを一秒たりとも放っておけなくしてやるわ！）

「？」

　愛花は、きょとんとしている。シエラは、ビシッと愛花を指さした。

「香住さん！　今からわたしは、あなたを師と仰ぐわ！　さあ、お手本を見せてちょうだいな！」

「せ、先輩、それって部長であるあたしの立場は？」

　奈津が、るるーと涙を流しながら自分を指さす。愛花は真っ赤になり、あわてて両手を振る。

「そ、そんな、愛花なんて先輩にお手本を見せられるほどの腕、ありませんよぉ」

「うむ、まずは自信無さげに謙虚で、ダメっ子ちゃんぶりをアピール。なかなか計算しつくされているわね、あいつみたいな男ってけっこう亭主関白の素質があるからそういう三歩下がった態度で接さないといけないのね。そうだわ、わたしは押しすぎていたのよ。押してもだめなら引いてみな、の原理だわ！」

　シエラはブツブツ言いながら、必死にメモを取る。愛あい花かは怪け訝げんそうにシエラに尋ねた。

「あの、何をメモしてるんですか？」

「わたしのことは気にしなくていいわ、それより早く料理をして見せてちょうだい」

　シエラは、愛花をビシッと指さしてうながす。愛花は照れくさくておどおどしながら、

「わ、わかりました」

　と、立ちあがろうとしてテーブルのほうに手をのばす。料理ができたら、そこで食べるためにテーブルクロスをかけて、コップや皿を並べたところである。

　ずるっ、と愛花の手が空くうをかき、テーブルクロスをつかんでしまったのだ。

「わー！」

　奈な津つは反射的に耳を押さえる。が、テーブルクロスはあまりに素早く引っ張られたので、上に置かれた食器などはそのまま、テーブルクロスだけがきれいに引き抜かれる。奈津は、ホッと胸をなでおろした。

「あー良かった。セーフセーフ」

「今あたしたち、ものすごい物を目撃したんじゃないのっ？」

　奈津はガクガク震える。シエラは、素早くメモを取りだし、真剣な表情でボールペンを走らせている。奈津が、すかさずツッコんだ。

「って先輩、何メモってんですかーっ！」

　愛花は、コツンと自分の頭を殴って、ぺろんと可愛かわいらしく舌を出した。

「すみませぇーん、愛花ってほんとにドジっ娘で……」

「いや。なんか全然ドジっ娘の所業じゃなかったよ？」

　奈津が、硬い声でつっこんだ。シエラはグルグルメガネを、ついっと人差し指で押しあげ、自信たっぷりにつぶやいた。

「よし、つかめたわ」

「いったい何を！」

　奈津の声が、一オクターブ跳ね上がる。

「取りあえず、わたしも負けてはいられないということだわ！」

　隣のテーブルのテーブルクロスを、シエラはやにわにつかむ。隣のテーブルは食事用ではなく、ビニールクロスを敷いて、その上に調理実習で使った調理器具などを置き、乾燥させているものである。奈津はギョッとして、慌てて止めようとした。

「ちょっと待って先輩！」

　しかし、一瞬の躊ちゆう躇ちよが、彼女の足を止める。

（い……いや。そっちは、下はビニールクロスですべらないし、上に積んである調理器具は大量だし、ボケて引っぱっても絶対無理ですよぉ～とは思うのだが……もしかしてこの展開だとボケで成功しちゃうかもしれない！　ボケで不可能を可能とし「えーそれはありえない」的なおかしみを追求する結果になるのかも！　それはさしずめ、「トムとジェリー」で、トムが壁にネズミの穴を描き、逃げこもうとしたジェリーが激突する姿を予想するものの、ジェリーは絵の穴を通過してしまうがごとく。あたしは料理だけではなく、お笑いにも一いつ家か言げんあるのだけれど、すなわちこれは『ボケのカブセ』という高等テク！）

　奈な津つの全身の血が沸いた。拳こぶしを握り、ビタッと足を止め、ゴゴゴゴゴッ、と緊張のオーラを発する。

（そのお覚悟！　見せていただきましょうっ、先輩っ！）

　すっ、とシエラはビニールクロスを引っぱった。

「ずんでんがらがらどがっしゃーん！」

　テーブルの上のものが、いっさいがっさい床に落ちて、すさまじい音を立てた。フライパンはへこみ、皿は割れ、鍋なべのふたはグワラングワランとコマのような首振り運動をする。奈津は愕がく然ぜんとして、その場にひざをついた。

「って、そのまま失敗するんですかっ！」

「成功しないかな、とは思っていたんだけど……ここは負けられないじゃない？」

　シエラは、大地震のあとのようになっている床を冷静な目で見下ろす。

「それ、何の負けん気ですか？」

「きゃー！」

　愛あい花かが悲鳴を上げた。シエラは、ハッと目を向ける。フライパンの上で、ホットケーキの生地が爆発したのだ。ばふん、ばふんと爆発は断続的に続き、熱い生地が四方八方に飛び散る。

「あちち！　あちち！」

「ばか、香か住すみ！　フライパンを予熱しすぎて、ホットケーキが水蒸気爆発起こしてる！」

　奈津は鍋のふたを盾のようにして身をかばいながらフライパンに近づき、ガスを止めた。シエラは感心したように、微動だにせず突っ立っていたが、おもむろにポケットからメモを取りだすと、サラサラッとペンを走らせた。

「えーと……水蒸気爆発……」

「っていうか先輩！　さっきから、香住のコレが正式な料理の作りかただと勘違いしてましたっ？」

　奈津は慌てて、シエラにフォローを入れる。シエラはきょとんとして、答えた。

「なかなか手際がいいわね、彼女」

「違う違う！　香住のまねをしちゃいけないんです、他ほかに部員がいないから彼女に手伝わせてるだけで、彼女が一番うまいからってわけじゃないんです！」

「庶民的な料理って、地味で平凡かと思ったら、意外に血沸き肉躍るのね」

「先輩、人の話聞いてます？」

「よーし負けないぞ」

「お願い、負けん気出さないでー！」

　奈な津つの悲鳴をかき消すように、ガスコンロから高さ一メートルを越える炎が吹きあがった。シエラは感心して、ポンと両手を打つ。

「まあドラゴン花火」

「どうして、ふつうにコンロに火をつけただけでこんなことにっ？」

　奈津はあわあわ言いながら、頭をかかえる。

「お願い先輩、もう何も触らないでください！　家庭科室が火事にでもなったら、部長のあたしが責任を取らされるんですよ！」

「きゃー」

「香か住すみも触るなー！」

　愛あい花かは、水蒸気爆発で飛び散ったホットケーキの生地を掃除しようとして、モップを持ち出したまでは良かったものの、背がちびっこいのでモップを持てあましてしまい、モップの柄のお尻しりのほうで、壁にかかっていた鍋なべをひっかけて落としてしまったのだ。

「す、すみません、先輩。愛花ったら、ほんとにドジで……」

　モップを持ったままぺこりんと頭を下げたひょうしに、モップの柄が食器棚のガラスをバリンと割ってしまう。奈津は悲鳴を上げ、愛花を羽交い絞めにした。

「やめて、荒れないでー！」

「要するにこの箱に書いている通りに作ればいいんでしょう？　簡単なことじゃないの」

　奈津の目が離れたすきに、シエラは残っていたホットケーキの生地をおたまじゃくしでかきまぜる。

「まず、熱したフライパンを濡ぬれぶきんの上に載せて、あら熱を取る」

「先輩、そのふきん濡れてません！　フライパン載せて燃えてるし！」

「あら熱が取れたところで」

「取れてません！」

「生地を流しこむ。ここで裏技」

「基本ができてないのに、いきなり裏技にワープですか」

「一度流しこんだあと、少し固まってきたら、その上からリング状に生地を流しこんでさらに焼くと、パッケージにあるような、分厚いふわふわのホットケーキができる」

「先輩、生地を入れすぎてフライパンから地獄のようにあふれてますが」

「で、引っくり返す。よいしょ」

　シエラはフライパンを振って、ホットケーキを引っくり返そうとした。が、ホットケーキは宙に消えてしまう。

「あら、消えた？　おかしいわね……」

　シエラは不思議そうに、こぶしをあごに当てて考える。

「そうか。家庭科室に巣食うハラペコ妖よう精せいさんたちが、かすめ取って行ったのね。よし、もう一枚」

　もう一度、シエラはフライパンに生地を流しこむ。だが、何度引っくり返そうとしても、そのたびにホットケーキは消えていく。シエラは腰に手を当て、やれやれ、と苦笑した。

「どうやら、ずいぶん食いしん坊の妖精さんみたいね♪」

「先輩。天井に何かいっぱいひっついてますが」

　奈な津つは硬い声で指をさす。シエラの頭上に、生焼けのホットケーキが大量にくっついていた。シエラは驚いて、顔を上げる。

「あら、手品」

「どうやって掃除するんですか、あれ！」

「それはさておき、ホットケーキの生地が無くなってしまったわ」

「さておかないでください！」

「あっ、ホットケーキミックス、まだ残ってます」

　愛あい花かがホットケーキミックスの箱を持って、タタタッと走ってくる。奈津が悲鳴を上げた。

「嫌ああああっ、走らないでー！」

　つるんっ、と愛花の足がすべり、手から飛びだしたホットケーキミックスの箱が、奈津の頭にゴスッとクリティカルヒットする。

「ぎゃっ！」

「きゃー、部長！」

　愛花は真まっ青さおになって、奈津を揺さぶった。奈津は完全に気を失っていて、ピヨピヨ状態になっている。愛花は半泣きだ。口が∞になっている。

「ご、ごめんなさい、部長～っ！」

「あら大変。料理を教えてくれる人が、いなくなってしまったわ」

　シエラは、奈津にぶつかったホットケーキミックスの箱を拾いあげる。

「あ、でも生地の作りかたは箱に書いてあるわね。えーと、卵と牛乳と……」

　ビリッ、とシエラはホットケーキミックスの袋を開いた。愛花がハッと顔を上げる。フライパンがかかっているガスコンロには、火がついたままだ。

「先輩、危ないですっ！」

「うん、何が？」

　シエラはホットケーキミックスを、ボウルの中にばふばふと入れはじめた。愛あい花かは慌てて、倒れている奈な津つを引っぱり、テーブルの陰にかくれる。

　ホットケーキミックスをばふばふしていると、シエラの手に白手袋が現れた。

「えっ……こ、こんなときにまさか召喚っ？」

　焦ったが、体も金色の光に包まれはじめている。そしてホットケーキミックスを持ったまま、シエラの姿は消え去った。

　次の瞬間、白くもうもうと煙るようなホットケーキミックスの霧が、火がついたままのガスコンロにふれた。

　次の瞬間、

「ドゴオオオオッ！」

　ガスコンロを中心として、すさまじい爆発が起こった。オレンジ色の炎が、家庭科室いっぱいに膨らみ、窓ガラスを割って、外に吹きだす。

「きゃああああ！」

　愛花は奈津をかばうように抱き、テーブルの陰で、ガランガランと飛んでくる調理器具などの直撃から身を守った。



　家庭科室の窓から見える、塀のすぐ外……。

　そこに燃える炎の輪にも、爆風は及んだ。

『何っ？』

　アイニの顔が引きつる。オレンジ色の炎が家庭科室の窓からのしかかるように吹きだし、ブロック塀も押し倒される。爆風が、アイニを囲む炎を吹き飛ばす。

『うっぎゃあああああ！』

「え？」

　陣じんは驚いて、目をぱちくりする。炎とともに、アイニの姿が吹き消されていく。

『ぬがああああっ、いったい何がっ？　魔王のっ、魔王のこの吾わが輩はいがぁーっ！』

　まるで砂山が風に吹かれて崩れるように、アイニの姿は消えていった。

　陣は呆ぼう然ぜんとして、アイニに踏まれたままの状態で倒れていた。目の前に金色のつむじ風が巻き、メイド服姿のシエラが現れる。

「何勝手に呼びだしてるのよっ！」

「いきなりそれか」

　アイニに踏まれて地面に倒れていた陣が、顔を上げる。その手のすぐそばに、魔法のランプが転がっていた。

（そうか……。アイニが調子ぶっこいて俺おれを踏んでるうちに、ランプが指に触れちまったのか）

　火が消えて、周囲はくすぶる煙に包まれていた。シャムシールが、アルフの姿に戻る。

　アルフは煙にまぎれたアイニの妖よう気きを、すうっと吸いこんだ。

「うわ、重！　魔王って、かなり胃に重い」

「それだけ魔力が強いってことか？」

「あたしじゃ、消化不良起こしちまうかも。……って」

　アルフはシエラを指さして、大笑いした。シエラはいつものメイド服だったが、髪は三つ編み、グルグルメガネのままだ。

「何それ、三つ編みメガネっ娘のつもりっ？　それでメイドって要素多すぎ、しかもメガネが変！　マニア向け？」

「ほっ、放っときなさいよ！」

　シエラは慌ててメガネを外し、三つ編みをほどく。乱暴にほどいたので、髪の毛がワヤクチャにもつれてしまった。

「それより庶民、いったいこれはどういう状況なわけっ？」

　シエラが倒れている陣じんの前に、うずくまるような姿勢になって、顔を近づけどなる。そういう姿勢を取られると、襟元から、ちょっとだけ中身が見えるような見えないような。かっちりとしめられたネクタイのせいで、なかなか、よく見えない。微妙に、何か白いレースっぽいものが見えるような見えないような……。















　シエラは陣じんの視線に気づいて、ハッと胸を押さえた。真まっ赤かになって、かみつく。

「何見てるのよっ！」

「あらゆる意味で不可抗力だと思うのは、俺おれの誇大妄想か？」

　煙が晴れてきた。周りを取りかこんでいた人々の、ざわつく声が聞こえてくる。陣はハッとして、起きあがった。

「やばい、周りに消防車とかいるんだ！」

　陣はシエラの手首をつかむ。シエラは、ドキッとしてとまどった。

「え……！」

「来い、メイド姿見られたくないんだろ！」

　陣はシエラをぐいぐいと引っぱって、壊れた塀から学校の中に逃げこんだ。

（何だよ、陣のやつ。さっきもそうだけど……何だかんだ言って、やっぱりシエラのことが一番心配ってわけなんだよなー）

　アルフは、散らばっていたランプなどをカバンの中にしまいこみながら、不機嫌な表情で彼らを見送る。

（いやでも、そんなはずはない。陣は楔くさび形がた文字と食にしか興味が無いわけだから、あたしに興味が無いのと同じだけシエラにも興味が無いってことで、つまり今のところ五分五分、勝負はここからってことじゃん？）

　どこまでもプラス思考なアルフは、獲物を狙ねらうような目で陣の背を見送った。

　煙をかきわけながら、消防隊員がホースを持って突っこんできた。アルフを見つけると、野次馬だと思ったのだろう、追い払うように手を振る。

「きみ、危ないぞ！　離れたまえ！」

「爆発は、学校のほうからだ！　行くぞ！」

　家庭科室の中にも、消防隊員が入っていった。火が出ているわけではなく、ただただ爆発によって窓ガラスや蛍光灯が全すべて割れ、調理器具が散乱している。テーブルのかげに隠れている愛あい花かと奈な津つを見つけて、消防隊員が尋ねた。

「きみたち、だいじょうぶか！」

「あ、愛花たちはだいじょうぶですけど、先輩が……」

　愛花は震えて泣く。奈津が、頭を押さえながら目を覚ました。

「あたた……！　あれっ、何このありさま？」

「先輩が、火のそばでホットケーキミックスをぱふぱふしてたんです。部長が前、愛花に、危ないからやめろって言ってたの思いだして、慌てて隠れて……」

「なるほど、粉ふん塵じん爆発か」

　消防隊員が、コンロの周囲を探す。奈津が、青くなった。

「ひえー。ただのうんちくのつもりだったけど、ほんとに粉塵爆発を見ちゃうなんて」

「可燃性の粉末が空気中に分散していると、ガス爆発のような爆発を起こすんだ。ガス爆発も、可燃性の分子が空気中に分散しているようなものだからな」

「すみません、もう一度言ってください！　うんちくメモに追加します！」

　消防隊員のことばを聞いて、奈な津つは慌ててポケットから手帳を取りだす。

「う、うんちくどころじゃありません、部長っ！　ガス爆発だなんて、先輩は……！」

　愛あい花かは最悪の状況を考えて、ブルブル震えた。だが、

「……誰だれもいないぞ」

　消防隊員のことばに、二人は驚いて目を丸くする。

「えっ……だ、誰もいない？」

「そのへんに飛ばされてるかもしれないです！　バラバラになってるかも！」

「いや、爆発現場に人がいた形跡が無いのだよ」

　消防隊員が、コンロを指さす。部屋中を探し回っているものの、当然、シエラの姿は見つからない。

「そ……それじゃ、あの先輩はいったいどこに？」

　信じられなくて、愛花はコンロの下のほうを、背の高い奈津は上のほうを調べるが、やっぱりどこにもいない。

「とにかく、危ないからここから出なさい」

　消防隊員が、二人を廊下のほうに押しだす。そこに、先に帰ってしまったはずの家庭科部員たちが、ぞろぞろと戻ってきた。全員、真まっ青さおな顔をしている。

「み、みんな……どうしたの？」

　尋ねる奈津に、部員たちは震えながら答える。

「あの先輩、見たことないねって話になって、図書室にあるクラス写真で確かめたんです。そしたら……あんな先輩、どのクラスにもいないんです！」

「い、いない……って、どういうこと？」

　奈津の頬ほおが、ピクッと引きつる。愛花の顔からサーッと血の気が引き、半泣きになって、がくがくと震えだした。

「もしかして……幽霊、ってことですか？　そしてこれはポルターガイストっ？」

「いや。これをやったのは、半分ぐらいおまえだ」

　意外に流されない奈津が、愛花の肩にポンと手を置いた。奈津の後ろにいた消防隊員も、青くなっていた。

「つ、つまり幽霊が、きみらを取り殺そうとして爆発を起こしたというわけか！　何という恐ろしい呪のろいだ！」

「とりあえず、部長たちがとり殺されてなくて良かったです！」

「お清めの塩とお酒をまきましょう！」

　部員たちはあたふたしながら、破壊された家庭科室に塩の袋をぶちまけ、お酒が無いのでみりんをぶちまける。みりんは白酒やお屠と蘇その材料でもあるから、あながちお酒ではないとも言えないのではあるが、やっぱりベタベタする。消防隊員たちが、どなった。

「こらっ、現場を散らかすな！」

「そうだ！　そもそも塩をまくのは神道の習慣だから、あの幽霊が仏教徒だと効果ないぞ！」

　頭からみりんをかぶってドロドロになりながら、奈な津つがどなる。

「えっ！　そうなんですか？」

　部員たちは、びっくりして奈津に注目する。奈津は難しい顔をして、ピンと人差し指を立てた。

「でも！　キリスト教の聖水には塩が入っているから、あいつがキリスト教徒なら効果があるかも！」

「そうだったんだ！」

「それと！　人間の霊魂の重さは二十一グラムである！」

「知らなかった！」

「部長。料理のうんちくより、皆さん食いついているような気がするのは、愛あい花かの考えすぎですよねきっと」

　愛花が硬い表情で、小さくつぶやいた。



　陣じんはシエラの手を引いて、裏庭のすみのほうにある、体育倉庫の裏に隠れた。家庭科室のほうからは、ざわつく声が聞こえている。

　シエラは陣に引っぱられるがままになっていたが、意外に強いその握力だとか、真剣な表情だとか、ぐいぐいと引っぱっていく力強さなどに、ぼんやりとしていた。

「ここまで来ればだいじょうぶだ。けっこう野次馬が集まっちまったな」

　シエラはドキドキして、熱に浮かされているような気分だった。返事が無いので、陣は怪け訝げんそうにシエラに視線を向ける。

「どうした、座ざ堂どう？」

　と、自分がシエラの手を握ったままでいたことに気づいて、陣はあわてて手を放す。

「おっと！　わ、悪かった」

「どっ……どうして謝るのよ！」

　陣が照れると、何だか自分も照れくさくなってしまって、シエラは慌ててどなる。

「じゃなくてっ……しょ、庶民のぶんざいでわたしの手に触れるなんて、言語道断だわっ！」

「なんでおまえ、顔が粉まみれなんだ？」

　陣はシエラの顔を指さす。シエラはあわてて、顔をはたいた。

「こ、これは、家庭科部でホットケーキを作っていたからよ！　粉をふるってる最中で呼びだされて、非常に迷惑だったわよ！」

「家庭科部で？　……ああ！」

　陣は、ポンと手を打った。

　火が燃えるには、燃料のほかに酸素が必要だ。火は、一部を消してもまた燃え広がってしまう。だからアイニを倒すには、全すべての火を一度に消さなくてはならなかった。

　シエラが料理をしたということが、十中八九、爆発の原因であろう。そして爆発が起こると、一瞬にして気圧が下がり、真空状態となる。つまり燃えるための酸素が奪われて、火が消えてしまったのだ。大きな火事を消すために、爆発を起こすという話も、陣じんは聞いたことがある。

「おまえに迷惑かける気、無かったのに……結局、助けられたんだな」

「何をわけのわからないこと言ってるのよ！　だいたい、呼び出せって言うときに呼び出さないくせに、勝手に呼び出すなんて……！」

「さすが、ランプの魔神だな」

　陣はシエラの頭を、そっとなでた。

　シエラは、ぴくんと身をこわばらせる。陣のなでかたは、いつもシエラが不服に思っていた、ワシャワシャと乱暴なものではなかった。愛あい花かにするように優しく、愛花に向けるような暖かい微笑を浮かべながら。そんな陣からは、あふれるほどの感謝がシエラに向けられていた。

「ありがとうな、座ざ堂どう。あと『ちちんぷいぷい』、な」

　そっけないけれど、感謝のことば。愛花のことをうらやんでいたシエラが、ずっと欲しかったものだった。

　ニコニコしている陣の顔を見ると、思わず涙がこぼれそうになった。ヘッドドレスが虹にじ色いろに明るく光って、感謝ゲージがぐんぐん上がっているのを感じる。ポケットの中の魔法書も、明るく光って、新しい呪じゆ文もんが増えたことを示していた。

　けれど感謝ゲージだけではない。陣の感謝は、シエラの心の中に降りそそぎ、その心を潤していった。シエラは胸が熱くなって、ほわほわして、何だか夢を見ているような気分だった。

「庶民。あ、あの……わたしね、実は……」

　小さな声が、上ずる。ことばを出したいのに、息がつまる。そんなシエラを見て、陣はキョトンとしていた。

「ん、何だ？　熱でもあるのか？」

（このドンカン庶民っ、どうしてことばにしないと伝わらないのよっ！　ことばにすると息が止まってしまいそうなんだから、テレパシーで通じなさいよ！）

　シエラは真まっ赤かな顔をして、陣じんをにらむ。その重々しいオーラに、陣は、ちょっと冷や汗をかいた。

「あれ。何か怒ってんのか？」

「だっ、だからぁ……！」

　半なかばヤケクソで叫ぼうとしたとき、陣の背後から、アルフが抱きついてきた。

「よー、陣！　忘れモンだよ、カバンとランプ！」

　ぷにょん、と陣の頭がアルフの胸の谷間に埋まる。陣は慌てて、手足をジタバタさせた。

「わっ、何だっ？　目が、目が見えない！」

「アルフっ！　な、何やってるのあなた、はしたない！」

　シエラは頭のてっぺんから噴火しそうな勢いで怒る。アルフはからからと笑った。

「ごめんねー、お邪魔虫で。あたし、欲しいものは遠慮できないタチでさ」

「な、何のことよ、お邪魔虫って」

「あとついでに、人のものほど欲しくなるんだよね。陣みたいなタイプは、ゴンゴン押していくとあっという間に陥落するのさ。このあたしが相手なんだから、ボヤボヤしてる余裕はないよ、お嬢様」

　アルフは陣を胸に抱きしめながら、ニカッとウインクして、シエラをビシッと指さす。

　シエラの顔が、カッと赤くなった。

「しょ……庶民のバカ！」

　シエラは、ランプの中に飛びこんで消える。アルフは勝ち誇って、ニヤッと笑う。陣は窒息して、手足をピクピクさせはじめていた。



　もといた家庭科室に突然出現したシエラに、周囲にいた消防隊員たちはびっくりして悲鳴を上げた。

「うわっ、幽霊！」

「あっ、違います！　その人は高等部の座ざ堂どうシエラ先輩です！」

　家庭科室の入り口にいた奈な津つがフォローする。シエラには状況がいまいちつかめなかったが、とりあえず、ニッコリと美しい笑顔でごまかした。

「そ、そうですわ。たまたま通りかかっただけですのよ。どうして、わたしを幽霊だなんて？」

「ああ、これはすみません。いえ、この学校に実在していない生徒が、粉ふん塵じん爆発を起こしたということで、これは幽霊の祟たたりではないかと言っていましてね。こんなに美しいお嬢さんを幽霊と間違えるとは、申し訳ない」

　若い消防隊員が、恥ずかしげに頭を下げる。ひと目でシエラのとりこになってしまったようである。シエラにも、それがわかる。

（そうよ、普通はこうなのよ。それをあの庶民ったら何よ……わたしのことをさんざん邪魔者扱いしたうえに、ちょっとは改心して優しくなったかなーと思ったら、アルフなんかとっ！　このわたしのどこが、アルフに劣るっていうのっ？）

　何でもかんでも、陣じんとくっつけて考えてしまい、シエラは腹が立つ。愛あい花かなら押しが弱いから、うらやましくは思ってもそれほど危機意識を感じることはないのだが、アルフは……明らかに、シエラに宣戦布告している。魔神どうし、ぶつかる部分も多いのかもしれないが。

（顔は……わたしのほうが可愛かわいいし。髪も、わたしのほうがサラサラよね。胸は、アルフのほうが大きいことは大きいけど、大きいのは下品だし、わたしの上品で形の良い控えめな胸のほうが美的だわ。身長も、わたしのほうが小柄で愛らしいし。おかしいなぁ、何ひとつわたしが彼女に劣る点など無いじゃないの？）

　自省ということばを知らない自信家のシエラは無敵である。しかし、それがゆえに改善されることもない。

（あっそうか！　アルフは食堂の娘、そしてあの庶民は大盛りお徳用定食の愛好家。だからこそ、庶民の口にお似合いの料理を勉強しようと思ったんじゃないの、わたしは。家庭科部で修行を積んだし、計画を続行するとしましょうか！）

　シエラは自信に満ちて、左手のひらを右手のこぶしで打ち、ふふふ……と不敵な笑い声をもらした。

「シエラ様、何かオーラが変なベクトル向いてませんか……？」

　愛花が、おそるおそる尋ねた。



　暮れなずむ図書室で、本ほん田だ聡さと子こは一人、窓辺で『ソロモンの鎖骨』の本を開いていた。

　無表情な目で、じっとアイニのページを見ていた彼女だが、

「……！」

　メガネの奥の瞳ひとみが動揺する。絵に描かれた魔王が抜けだし、今は白いページに文字だけとなっていたアイニのページが、突如白い煙をぼわんと上げたのだ。

「……アイニが消えた。どうやら、封印されたようですね……わたしの大事なコレクションだったのですが。ソロモンの指ゆび環わは、アイニていどの……侯こう爵しやくクラスの魔王ならば封印できる力を持っている、ということですか……」

　聡子は本を胸に抱くと、バッと手を横に出し、召喚する。

「セーレ！」

『はっ、わが主人マスター』

　メタリックな銀色の馬に乗った長髪の美男子が、風に身をつつみながら聡子の前に現れる。メタリックなアクセサリーやドクロのモチーフがじゃらじゃらとつけられた、ブラックメタル風の黒服とフェイスペインティング。馬にはグリフィンの、ワシのような翼が生えている。

「ソロモンの指ゆび環わの力、あなどれませんよ。聖櫃アークが彼らの手に入れば、王子クラスの魔力を持つあなたでも封印されてしまう。伊い勢せでは命拾いをしましたね」

『はっ……お恥ずかしいかぎりです』

　黒いつば広帽の下のトウモロコシ色の長い髪が薄闇に揺れ、黒い逆五芒星ペンタグラムがまわりに描かれた冷たい紅の目が静かに燃えた。

『が、盗みの貴公子の名にかけて、必ずお望みの品を手に入れてごらんに入れます。古きソロモンの封印を解いてくださったあなた様、偉大なる闇やみの娘のためならば』

　セーレの馬がひざを折り、馬上のセーレが聡さと子この前でかしこまって頭を下げる。聡子は冷淡な表情で、セーレに右手を出した。

「口づけを許します。期待していますよ」

『はっ……光栄の至り！』

　セーレは聡子の手を取り、その甲に口づけした。聡子は気品ある男の従順な口づけを見下ろしつつ、謎なぞめいた笑みを浮かべていた。



　その夜、陣じんはアイニとの戦いに疲れ果て、深く深く眠りこんでいた。

　プルルルッ、と電話が鳴る。陣は、二段ベッドの上段でぱちりと目を覚ました。シエラの呼び出しか、と思った。だが、陣の携帯電話は沈黙している。

「ゆーや……電話だぞ」

　眠さで不機嫌になりつつ、下段に寝ている夕ゆう也やに声をかけた。夕也は目をこすりながら、ゴソゴソと携帯電話を取る。

「はい、もしもし宇う多た田だ……えっ！　親父おやじが交通事故、お袋も毒キノコを食べて病院にっ？」

　夕也の声が引っくり返る。ただ事では無い様子に、陣はベッド上段から身を乗りだした。

「おい、夕也。だいじょうぶか？」

「見てのとおりだ、全然だいじょうぶじゃない！　ちょっとタクシー呼んで病院に行ってみる、悪いけど後出しで、寮長に外出許可もらっといてくれ！」

　夕也はパジャマに上着を引っかけただけで、バタバタバタッと走っていく。いつも服装に気をつかっているオシャレな夕也なのに、さすが家族のこととなると、そんな余裕も無いようだ。

「交通事故に毒キノコ、か……。不幸って、そんなに重なるもんかな？」

　陣はハッと、十戒の妖魔アークダイモンのことを思いだす。

「もしかして、夕ゆう也やの家族の不幸も妖よう魔まのせいかっ？」

　陣じんは焦って立ちあがる。そのとき、今度は彼の携帯電話が鳴った。発信先は、シエラである。陣はギクッとした。

（もしかして……座ざ堂どうにまで何かっ？）

　ハラハラしながら、電話を取る。聞こえてきたのは、相変わらずのん気でちょっと傲ごう慢まんなシエラの声だ。

『もしもし庶民？　そろそろわたしを呼びだしてもいいんじゃなくて？』

「そんな場合じゃないんだ。夕也が……」

『わかってるわ。お父さんが交通事故でお母さんが毒キノコでしょ？』

　シエラは、涼しい声で言った。陣の表情が凍りつく。

「まさか……おまえがやったのか？」

『ずいぶん信頼してくれているようでうれしいわ。……って、そんなはずないでしょ！』

　甲高い怒鳴り声に耳がキーンとして、陣は思わず電話を耳から離す。

『嘘うそ電話をしただけよ。わたしを呼びだすのに、同居人が邪魔でしょう？』

「嘘電話って……嘘にもほどがあるぞ！　夕也、めちゃくちゃ心配してたんだぞ！」

『あとでガッカリする嘘より、あとで嬉うれしくなる嘘のほうが良い嘘じゃない？』

「程度問題ってことばは、漢字が多すぎておまえには難しいかな」

『一瞬殺そうかと思ったけど、わたしは寛大だから許してあげる。ま、あなたごときなら一瞬で殺せるんだけど？』

「とにかく夕也に、家族は無事だって電話するから、切るぞ」

『わたしを呼びだしなさいって言ってるでしょ』

「お断りだ！」

『じゃ、嘘がほんとになるかもね』

　カタカタカタッ、とパソコンのキーを叩たたく音が聞こえた。陣の全身から、サーッと血が引く。

「おまえ！　今、どこかに殺人指令メールを出したのかっ？」

『わたしを呼びだせば、解除してあげるわよ』

「……そうか。夕也を狙ねらっている魔物は、おまえだったのか」

　陣はため息をつきながら、ベッドを降り、魔法のランプをこする。

（聖櫃の妖魔アークダイモンを食うっていう目的のあるアルフと違って、座堂にはこの争いに巻きこまれる理由が無い。金が無くたって、死ぬよりましだ。だから呼びださずにおいてるのに、何でそれがわからないかな、この欲張り娘が！）

　ぼわん、と紫色の煙が吹きだし、メイド服姿のシエラがフライパンを持って現れた。陣は驚いて、目を丸くする。

「そのフライパンで俺おれを瞬殺する気か？」

「バカね。あなたを殺すなら、フライがえしでぺたぺた叩たたきながら、じーっくり時間をかけて殺すわよ♪」

「すがすがしい笑顔だな」

「まずは、新しい魔法を見せてあげるわ。あなたに読んでもらうの忘れたから、お父様に読んでもらったの。石の呪じゆ文もん、ハジャルよ」

　シエラはフライパンを振り上げ、

「石魔法ハジヤル！」

　と、唱えた。たちまち、窓の外から石が飛んでくる。陣じんは慌てて、頭をかばった。

「いてててて！」

「そして泥魔法トウイーン！」

　シエラの声が届くと、裏庭の土が盛りあがり、身長三十センチほどの泥人形ゴーレムが十体ぐらい、わきゃわきゃと湧わいてくる。

『わきゃっ、わきゃっ』

　コーレムが窓から入ってきて、シエラの足元でぴょんぴょんはねた。シエラは彼らに命令する。

「コーレム、この石を積んでかまどを作りなさい。石魔法ハジヤルのおかげで、いちいちコンロとか持ってこなくても便利になったわぁ」

『わきゃきゃっ！』

　コーレムは石にとりつき、せっせとかまどを積んでいく。陣は焦って、シエラにどなった。

「って言うか、木の床の上にかまどを作るな！　寮を全焼させる気か！」

「かまどで炊いたごはんって、電気炊飯器なんかよりずっとおいしいと言うじゃない？」

「その台詞せりふは、電気炊飯器でちゃんと飯を炊ける人間が言うべきものだな」

「それに、わたし庶民の口に合うような料理の練習もしたのよ。今までのわたしの料理では、セレブ仕様すぎたと思ってね」

「いや、セレブ仕様だから口に合わなかったわけでは……」

　と、ツッコミを入れかけて、陣はハッと気づく。

「……料理の練習？　俺に食わせるために、おまえが？」

　どきっ、とシエラは胸を押さえる。あたふたしながら、陣に背を向けた。

「べべべべべ別にあなたのためじゃないけどねっ！」

「さっきと言ってることが百八十度回転してる気がするんですが？」

「取りあえず、今日の料理であなたをうならせてあげるわよ」

「自信満々だな。よっぽど練習してきたみたいだな」

「ふふん、まあね。信頼できるすじから指導してもらったから、バッチリよ」

「ほほう」

「まず、ホットケーキの極意は水蒸気爆発！」

「……誰だれに教わってきた？」

「そして粉ふん塵じん爆発！」

「爆発ばっかりか！　って言うか頼む、料理するな！」

　陣じんは慌てて、かまどに火を入れようとしたシエラを羽交い絞めにする。羽交い絞めにするところが、シエラの背が低いので手がずれ、背後から胸をつかむような形になってしまった。陣はギョッとする。シエラの顔が、カッと赤くなる。

「きゃあああああっ、何するのよ変態ーっ！」

　ぱっかーん、とシエラは片手で胸をかばいつつ、陣にフライパンでクリティカルヒットをかます。

『うきゅー！　うきゅー！』

　コーレムたちも、いっしょになって怒り、倒れた陣の上をドスドスと跳ね回る。

（……こんな魔神娘のことをかばってやろうだなんて、とんだ気の迷いだぜ……）

　コーレムの小さくて硬い足に踏みつけられながら、陣は床を涙で濡ぬらすのだった。



《完》










　あとがき



　三巻目突入です。読者の皆様、ご愛読ありがとうございます。

　なんかシエラたんの服について、制服がいい、いやメイド服のほうがいい、と意見が分かれている今日このごろ、皆様はどちらがお好みでしょうか。二巻で出てきたゴーレムファッションも可愛かわいいかと存じますが、そもそも服じゃないしな。

　お化け屋敷から出てきたバカップル・ヒロヒロとマリマリは「風水学園えくすとら」にも登場しているのですが、気づかれましたか？　相変わらずバカップルですが。

　今回、陣じんがしょっちゅう後頭部を強打したり、本ほん田だ聡さと子こが怪しかったりしますが、愛あい花かとシエラのお料理対決も、破壊魔VS破壊魔神ということで、夢の対決だったのではないでしょうか。お料理じゃないというのはともかくとして。

　高校の家庭科実習のとき、となりの班のオーブンが火を吹いたのを見たことがあります。オーブンの上のコンロがガス漏れを起こしていて、ガスがオーブンの中にたまり、火がついて爆発。オーブンの扉がバターンと開き、ぐおっと炎が吹きだして、ちょうど前にいたバスケ部の女の子に襲いかかりました。彼女が着ていたバスケ部のジャージ（化繊）に火がうつり、袖そでがメラメラ燃えて、そりゃもー阿あ鼻び叫きよう喚かんでした。さいわい水でぬらしたタオルで火を押さえこみ、奇跡的に怪け我がひとつなくすみましたが、ジャージの下に長袖を着ていなかったら大火傷やけどしていたところ。皆様も調理実習のときにはお気をつけて。ちなみに、そのとき作っていたのは「ロールケーキ」でした。

　あ。もうひとつ怖い話、聞きたいですか？　嫌と言っても聞かせますが。

　後輩たちと、遊園地に行ったときのこと。ライドに乗ってヘッドフォンをつける式のお化け屋敷があって、四人でライドに乗ってたのですが、ヘッドフォンからはうめき声とか扉のきしむ音とか、効果音が聞こえてきててまぁ「ふーん」みたいな感じだったのですが、後部座席に乗っていた、怖いもの知らずの女の後輩が途中で「キャー！」と叫んで、それが一番びびりました。で、外に出てから「何であそこで叫んだの？」と尋ねたら「だってヘッドフォンから、後ろから走って追いかけてくる音が聞こえたでしょ？　あれってステレオだから、位置の感覚がどんどんライドに近づいてきたかと思うと、右の耳元でいきなりお婆さんにイヒヒッて笑われたような感じがしたじゃないですか？　古い施設で、お化けもロボットばかりだからバカにしてたけど、あそこだけは結構怖かったですわー」と。

　しかし、彼女以外の誰だれひとりとして、その足音も、お婆さんの声も、聞いていなかったのでした。もちろん、ヘッドフォンから流れてくる音は、全員同じはずなのです……と、プチ稲いな○ピー淳じゆ二んじな引きでモヤモヤしたところで行数も尽きてまいりました。なもり先生、読者の皆様、今回もお付き合いどうもありがとうございました。ではまた！

　　　二〇〇六年十月

　　　夏緑＠おまえだー！
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